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0第 3 回村議会定例会 (60年度各種
会計決算を認定）．．．．．．．．．．．．．．．．．．

〇老人福祉センター建設決まる
〇老人福祉大会・防災訓練・・・・・・
〇今月の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇お知らせ・情報・・・・・・・・・・・・・・

一人一台使っての実技学習風景
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明和村役場

総務課広報係

（株）イシカワデザイン

熱
心
に
学
習
す
る
受
講
生

公民館事業の一環として、パ‘ノコン教室が開かれました。コンピ

ューター機器を備えて、昨年開校したばかりの館林商工高校（大沢

道俣校長）を会場に、 8 • 9 月の毎週夜 3 回の講習。老若男女50人

が慣れない手つきで一般的通知文づくりなどに挑戦。指導は同校の

清水先生ら数人が教示。参加者からは「一人―•台使えたのでやりが

いかあった」、「f卜事に大変プラスになった」、「有意義な教室だった。

もっとやってほしいですね」なと好評の弁が多数聞かれました。



第301号 広 報 め い わ 昭和61年10月 10 日 (2) 

第三回村議会定例会は、 9 月 17·18·19 日の三

日間の会期で開かれ昭和60年度一般会計をはじめ、

各種会計決算の認定など報告議案を含む 16議案に

ついて慎重審議が行われました。そこで可決承認

された主な内容をお知らせします。

昭
和
6
0事
業
年
度
明
和
村

定
例
会

ゞ
た
議
会

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
予
算
の
土
木

費
三
、
六
七
五
万
円
を
六
十
一
年
度
に
繰

越
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
道
路
舗
装
補
修
工

事
に
要
す
る
も
の
で
す
。

土
地
開
発
公
社
事
業
決
算

公
共
用
地
の
土
地
取
得
及
び
処
分
の
該

当
事
業
は
無
し
で
し
た
。
総
収
入
は
、
受

取
利
息
四
0
万
五
、
四
五
0
円
。
総
支
出
は

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
―
二
万
四
、
三
八

0
円
で
し
た
。
ま
た
、
保
管
現
金
は
合
計
八

0
六
万
三
、
七
五
七
円
で
年
度
中
の
損
益
は

6
1年
度
に
繰
越
し

±
木
費
三
六
七
五
ガ
円
を

主
な
内
容

3

崩

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
二
0
四
万
八
千
円
を
追
加
し
て
総
額

を
二
二
億
八
、
七
ニ
ニ
万
九
千
円
に
し
ま

し
た
。
主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
歳
入
〕

0

県
支
出
金
（
衆
議
院
議
員
総
選
挙
委
託

金
）
：
·
·
…
…
…
…
…
―

1
0四
万
八
千
円

〔
歳
出
〕

0

総
務
費
（
衆
院
選
に
伴
う
選
挙
費
）

…
…
…
二
0
四
万
八
千
円

条
例
の
一
部
改
正

◎
提
出
さ
れ
た
議
案
（
村
長
提
出
）

〇
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

0

昭
和
六
十
事
業
年
度
明
和
村
土
地
開
発
公
社
事
業
及
び
決
算
の
報
告

0

昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
処
分
の
承
認
）

0

明
和
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決
処
分
の
承
認
）

0

昭
和
六
十
一
年
度
明
和
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
専
決
処
分
の
承
認
）

〇
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
の
設
立

0

明
和
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

〇
館
林
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
一
部
変
更

0

昭
和
六
十
一
年
度
明
和
村
一
般
会
計
補
正
予
算

0

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
な
ど
各
種
会
計
決
算
の
認
定

0

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
］
新
築
工
事
）

児
童
手
当
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
う

同
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。
内
容
は
行
革

村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

6
1年
度
一
般
会
計
（
専
決
処
分
）

二
0
四
ガ
八
f
円
を
補
正

純
利
益
二
八
万
一
〇
七0
円
と
な
り
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

一
、
七
四
六
万
四
千
円
を
追
加
し
て
総
額

を
二
億
八
、
七
八
二
万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。

補
i
E
予
算

老
人
保
健
特
別
会
計

の
一
部
改
正

関
連
特
例
法
に
定
め
ら
れ
た
、
一
定
所
得

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
に
対
し
て
全
額
事

業
主
負
担
と
な
る
特
例
給
付
（
児
童
手
当
）

が
、
児
童
手
当
法
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

（
給
与
支
給
日
）

昭
和
六
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
、
金
融

機
関
の
休
業
日
に
第
三
土
躍
日
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
（
給
与
支

給
日
か
そ
の
休
業
日
と
重
な
っ
た
場
合
繰

上
げ
て
前
日
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
）

（
専
決
処
分
）

村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
歳
入
〕

〇
繰
越
金
：
・
・
・
・
・
・
・
一
、
七
四
六
万
四
千
円

〔
歳
出
〕

〇
償
還
金
（
基
金
交
付
金
な
ど
）

…
…
…
八
五
二
万
一
千
円

〇
繰
出
金
（
医
療
貨
分
な
ど
）

・
八
九
四
万
三
千
円

明
租
館
林
な
ど
一
市
四
町
一
村
で

明
和
村
、
館
林
市
、
板
倉
町
、
千
代
田

町
、
大
泉
町
、
邑
楽
町
の
一
市
四
町
一
村

で
、
農
業
共
済
事
業
に
関
す
る
事
務
を
共

同
で
処
理
運
営
す
る
た
め
、
「
館
林
邑
楽

農
業
共
済
事
務
組
合
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
（
活
動
）
開
始
は
、
昭
和
六
十

―
一
年
四
月
一
日
で
す
。
本
来
、
農
業
共
済

事
業
は
、
農
業
災
害
補
償
法
に
碁
づ
い
＼

「
館
林
邑
楽
農
業
共
済

事
務
組
合
」
設
立

2

件



(3) 第301号 広 報 め い わ 昭和61年10 月 10 日

昭和60年度決算

老
人
幅
祉
セ
ン
タ
ー
費
計
上

6
1年
度
一
般
会
計
補
正

※主な概要です。

ｷｷ"m 
0主な歳入

じ基金交付金… 1 億7,698万 2 千円 (65.1%)
い国庫負担金・・・4,833万9千円（17.8%) [>一般会計
繰入金…2,089万 4 千円 (7.7%)

〇主な歳出

じ医療給付費（70歳以上の老人、 65歳以上のね

たきり老人の医療給付）・・・2億 4,085万 7 千円 (94

.7% ＝老人一人当たりの医療費は28万円）卜諸支

出金（基金交付金過年度分返還金など）… 1,235

万 7 千円 (4.9%) 

『＂可罰＂
0主な歳入

[>国民健康保険税（被保険者からの保険税）．

1 億6,028万 8 千円 (40.1 %)[>国庫負担金（療養

給付費負担金など）… 1 億6,118万 7 千円 (40.3

%) 

〇主な歳出

[>保険給付費（被保険者が医師にかかった各医

院からの請求額・高額療養費など）・・・2億5,469万

3 千円 (69.8％＝一人当たりの医療費は 5 万 8 千

円) [>老人保健拠出金（老人医療の拠出金）

8,512万 6 千円 (23.3%) 

I

て
全
国
画
一
的
に
運
用
さ
れ
る
等
に
か

ん
が
み
、
六
市
町
村
で
広
域
的
に
運
営
す

る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
事
業
実
施
団
体

の
較
差
、
運
営
の
不
均
衡
の
解
消
、
経
費

の
合
理
的
活
用
、
さ
ら
に
、
変
ぼ
う
す
る

農
業
情
勢
に
適
格
に
対
応
し
、
運
営
基
盤

の
強
化
と
農
家
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を

図
る
た
め
設
立
さ
れ
る
も
の
で
す
。

既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

七
、
一
―
四
万
七
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を

―
―
―
二
億
五
、
八
三
七
万
六
千
円
に
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
歳
入
〕

0

村
税
（
固
定
資
産
税
な
ど
）

…
・
・
・
・
・
・
ニ
、
六
九
八
万
円

0

分
担
金
及
び
負
担
金
（
県
単
小
規
模
排

水
事
業
負
担
金
）
…
四
九
九
万
八
千
円

0

県
支
出
金
（
県
単
小
規
模
排
水
事
業
補

助
金
な
ど
）
…
一
、
一
―
六
万
九
千
円

〇
繰
入
金
（
財
政
調
整
碁
金
）

…
…
二

‘
1
0
0
万
円

0

村
債
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

債
追
加
）
…
…
…
七

0
0
万
円

〔
歳
出
〕

0

議
会
費
（
報
酬
改
定
な
ど
）

…
…
…
七
―
一
八
万
九
千
円

0

総
務
費
（
共
済
組
合
費
追
加
な
ど
）

…
…
…
―

1
0
万
円

0

民
生
費
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事
費
な
ど
）
…
…
…
―
-
、
八
二0
万
円

〇
農
林
水
産
業
費
（
県
単
小
規
模
排
水
工

事
費
な
ど
）
…
三
、
四
五
五
万
八
千
円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

一
億
四
、
三
二
れ
万
円
で
契
約

め
、
業
者
六
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

行
っ
た
結
果
、
一
億
四
、
三
一
五
万
円
で
、

「
大
成
・
荒
井
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
共
同
企
業
体
（
代
表
1
1

大
成
建
設
閥

東
京
支
店
、
取
締
役
支
店
長
1
1

橋
本
喬
）
」

に
落
札
決
定
し
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

村
誌
が
昨
年
十
二
月
完
成
発
刊
し
、
「
村

誌
編
さ
ん
室
」
が
、
六
十
年
度
限
り
で
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
委
員
会
条
例

の
条
文
「
村
誌
編
さ
ん
」
が
削
除
さ
れ
ま

し
た
。

館
林
市
の
町
名
区
域
の
設
定
、
大
字
の

廃
止
に
伴
い
、
館
林
衛
生
施
設
組
合
の
所

館
林
衛
生
施
設
組
合
規
約

の
一
部
変
更

村
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

「看

収益的収支•••8,367万公千円（水道料金など）
の収入に対して、 6,723万 5 千円の支出（電気料、
配水管の修理、人件費など）で差引き 1,643万9千
円の純利益でした。

資本的収支・・・・・・230万 3 千円（他会計負担金）の収
入に対して、 2,744万4千円の支出で差引き不足す

る額2,514万1千円は、過年度分損益勘定留保資金
・建設改良積立金滅債積立金で補てんした。 ー
主な事業は、第三水源に防砂機設置、消火栓、

配水管の整備を実施しました。

r ヽー 曙"’
[>水稲・陸稲・麦共済の農家負担総額(1051 戸）

シマハガレ

は、 1,643万円。対して、相次く降雨により縞葉枯
病などで三割以上の被害農家に 775 万円の支払。

[>果樹共済の農家負担総額 (77戸）は、 124万円。対

して、風水害、ベト病発生により三割以上の被害

農家に 231 万円の支払0 [>園芸共済の農家負担額

(68戸）は、 151 万円。対して、病害虫等の被害農

家に 235 万円の支払0 [>家畜共済の農家負担額

(55戸、引受け頭数285頭）は、 310万円。対して、
死亡・病潟などで327万円の支払いでした。

各
種
会
計
決
算
認
定

昭
和
六
十
年
度
の
各
種
会
計
決
算
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
二
三
億
三
、

四
五
八
万
四
千
円
。
う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら

の
村
税
は
八
億
二
、
五
七
九
万
八
千
円
で

全
体
の
三
五
•
四
ピ
い
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
世
帯
当
た
り
三
―
一
万
八
千
円

（
一
人
当
た
り
八
万
一
千
円
）
負
担
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
歳
出
総
額
は

ニ
ニ
億
六
、
七
四
二
万
―
―
―
千
円
で
、
村
民
一

世
帯
九
0
万
二
千
円
（
一
人
当
た
り
ニ
―
―

万
三
千
円
）
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
た
計
算
に
な

り
ま
す
。
そ
の
外
、
特
別
会
計
等
は
3
1

5

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

明
和
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
の
た

=============-===-==============================-=============================================-=====-===============================-===============================-=======-======-

昭
和
6
0年
度
一
般
会
計
な
ど

在
地
名
、
「
館
林
市
大
字
赤
生
田
四
十
一

番
地
」
が
「
館
林
市
赤
生
田
町
四
十
一
番

地
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

会 計 別 収入済額 支出済額 差引額
干Pl 千I') 干f'f

老人保健事業 271,745 254,274 17,471 
特
国民健康保険事業 399,556 364,829 34,727 

別
収益的収支 83,674 67,235 16,439 

会 水道事業
資本的収支 2,303 27,444 • 25,141 

計
髯言‘昇収益的収支 63,501 48,007 15,494 

合 計 820,779 761,789 58,990 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
額
一
蒻
表



第301号 広 報 め い わ 昭和61年10 月 10 日 (4) 

: 
（一般会計）

23億3,458 万円

□] 村 税 8億2,580万円
構成比
(35.4%) 

地方交付税
村税の内わけ

/— 
軽固村
自定
動資民
車産
税税税

二
億
九
六
0
二
万
円
村
た
ば
こ
消
費
税

二
億
一
七
八
七
万
円
電
気
税

1
0
八
四
万
円
特
別
土
地
保
有
税

言
二

県支出金1

諸 収 入

繰 越

6億0, 041 万円

2億8,690万円

(25.?%) 

(12.3%) 

金

国庫支出金

ハ三
ー五一
八四七
九六ニ
万万万
円円円

＼一

地方譲与税

分担金
及び
負担金

自動車取得税
交付金

財産収入

そ の 他

2億0,862万円 (8.9%) 

1億5,8?4万円•I

6,035万円

4,453万円

4,411 万円

4,234万円

2,80?万円

3,4?1 万円

(6.8%) 

三］
(1. 9%)ロ

(1. 9%)ロ

(1.8%)ロ

D 
(1. 5%) ロ

(1.2%) 

主
な
事
業

決
算
の
あ
ら
ま
し

昭
和

6
0年
皮

” 
道路改良整備

昭
和
六
十
年
度
は
、
園
債
費
と
地
方
交
付
税
を
除
い
た
、
一
般
歳
出
で
は
三
年
連
続
し
て
前
年
度
以
下
の
圧

縮
予
算
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
公
共
事
業
の
抑
制
、
国
庫
補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ
な
ど
厳
し
い

財
政
事
情
の
も
と
で
、
国
も
、
市
町
村
も
同
一
基
調
に
立
っ
て
、
超
緊
縮
型
予
算
を
編
成
し
、
そ
の
執
行
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
村
も
、
そ
れ
等
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
、
昭
和
六
十
一
年
度
を
初
年
度
と

し
た
、
第
三
次
明
和
村
総
合
計
画
の
策
定
を
行
い
、
今
後
の
村
勢
の
発
展
、
並
び
に
活
力
あ
る
、
安
定
し
た
村

民
生
活
の
向
上
な
ど
村
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
加
え
て
社
会
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
基
盤
や

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
産
業
教
育
の
振
興
等
、
各
分
野
に
わ
た
り
所
期
の
目
的
を
達
成
し
充
実
し
た
村
づ
く

り
に
向
け
て
更
に
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
昭
和
六
十
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

明
和
村
長

写
真
で
見
る

奈

良

丑

松
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性質別歳出内わけ

義務的経費

内

人
＿
扶
＿
公

費
＿
費
＿
費

t
 

'
,
 

その他の経費

投資的経費

歳出

費
費
費
金
金
金
金
費

資
業
出
事

修

わ
＿
件
＿
助
＿
債
＿
計
件
助
補
付
び
立
出
計
設
頁

及
建
女
ロ

資
通

持

物
補
維
貸
投
積
繰
普
終

金額

503,381 

49,546 

213,193 

766,120 

383,547 

183,784 

82,333 

5,271 

12,112 

22,836 

25,843 

715,726 

785,577 

2,267,423 

（単位：千円）

構成比（％）

22.2 

2.2 

9.4 

33.8 

16.9 

8.1 

3.6 

0.2 

0.6 

1.0 

1. 2 

31.6 

34.6 

100.0 
4,1?0万円（ 1.8%)

i 
商工費 1,232万円(0 .5%)
諸支出金 490万円(0 .2%)

他1＿木費
4億6,922万円
構成比(20.?%) 、

[>邑楽館林医療事務組合負担
金679万円[>予防費1,4。7 叩[>環
境衛生費 196研心保健センター
費302研1 [>ごみ焼却委託料440叩
[>館林衛生施設組合負担金 994
Iii'! 

／
ニ

消
常
釦

区
乍

8

T

7

 

也
．
，

土

8

林
防
館
消
霞

じ
備
設

村有財産 の 状況

公債費
2億1,326万円
C 9.4%) 

1>元金1億8141泊

1>利子1億505 叩

教育費
2億5,842万円C11.4%) 

三：口t8
[>i般管理費1億3,719 1iド1[> 文

書広報賣1.0751;1吋＞企画費754卵
ヽ

[>交通対策費 454 Iii~[>村誌編さ

ん費l,7931i~[>財政調整基金費
ヽ

2,284研1[>徴税費4,753加1[> 戸籍

住民基本台帳費2,07、3 lil'I[> 選挙

` 費91 lil'I[> 統計調査費670砂I

2
 

総務費
3億0,2?3万円(13.4%)

1>社会福祉総務費3,424 lil~ I> 

国民年金費1億8,093 Jil'I [>老人福

祉費2,894Jil'I [>障害者福祉費450

Jjl'J I>保育園費8,334 iil'I

公有財産土地 109, 186m' 

建物 のべ25,395m' 

土 地 内わけ

及び 行政財産土地 f07,059m' 

建 物 建物 のべ25, 337m' 

善通財産土地 2, 127m' 

建物 のベ 58m' 

割引電信電話偵券 720千円

有価証券 電信電話債券 240千円

計 960千円

財政調整基金 406,284千円

基 金 土地開発基金 46,503千円（現金）

2, 674m' （土地）

群馬県信用保障協会出損金 1,,8 00 千円
群馬県農業信用基金協会出資金 1,6 60 千円
群馬県家畜畜産物衛生指導協会出資金 10 千円

出資金等
群馬県青果物生産出荷安定基金協会出資: 30 千円
群馬県労働者信用基金協会出資金 210 千円
群馬県農業後継者育成碁金出資金 4 55 千円
群馬県畜産物価格安定碁金出資金 80 千円

計 4,245 千円

一22億6,742万円

[>道路橋りょう総務費3,969I」1り

[>道路台帳整備事業委託料5,800
研1[> 村道 16 号線舗装補修など工` 事請負費3,205叩（道路維持費） [> 
測鼠設計委託料1,257 liPI[> 道路改

良工事費 2 億5,724/J叫＞公有財産
購入費1,371 研1[> 物件補償費など
3,925万円[>i度船運営費 586 研1[>
住宅管理費414叩

I
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農林水産業費
4億5,021 万円(19.9%)

第 3 次明和村総合計画策定

※主なもの掲載

村誌発刊
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建設要望の高かった「老人福祉センター」

の建設が、いよいよ開始されます。事業費約

2 億円をかけて今月から工事に着手し来年の

3 月までに完成の予定です。高齢化社会に対

応できる福祉づくり、福祉の拠点として大き

い期待が寄せられています。

老
人
福
祉
セ

平
均
寿
命
、
男
七
四
・
八
四
歳
、
女
八

0
•
四
六
歳
と
人
生
八
0
歳
時
代
と
、
正

に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
に
対
す

る
福
祉
行
政
は
、
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増

し
て
い
ま
す
。

明
和
村
で
も
、
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
は
、
一
、
二
九
八
人
と
総
人
口
の
―
ニ
・

七
ゲ
い
を
占
め
、
国
の
一
0
·
三
い
い
、

本
県
の
一
―
・
ニ
t
l
i
い
を
、
い
ず
れ
も
上

回
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
、
県
よ
り

嵩
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。L

二
十
一
世
紀
も
、
も
う
間
近
で
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
村
で
は
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
、
老
後
を
楽
し
く
、

生
き
が
い
の
あ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
建
設
要
望
の
高
か
っ
た
「
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来

の
施
設
に
加
え
て
、
介
護
を
必
要
と
す
る

老
人
を
対
象
に
し
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

福
祉
の

ン

タ
ー
建
設
決
ま

取
り
入
れ
る
な
ど
、
い
ま
ま
で
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
は
、
ち
ょ
っ
と
ち
が
っ
た
施
設

を
備
え
て
い
る
の
が
特
長
で
す
。
ま
た
、

利
用
者
の
立
場
に
な
っ
て
気
軽
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
創
意
工
夫
さ
れ
た
設

計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
高
齢
者
の
寝

た
き
り
老
人
な
ど
が
昼
間
利
用
し
、
そ
の

人
た
ち
の
生
活
指
導
等
を
実
施
す
る
事
業
）

拠
点

る

今年度完成

老
人
の
生
き
が
い

小久保コトさん

68歳・干津井

い
ま
か
ら楽

し
み

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
出
来
る
そ
う
で

す
が
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ん

で
す
か
氾
設
さ
れ
る
場
所
も
保
健
セ
ン
タ

ー
の
近
く
と
か
…
…
。
わ
が
家
の
近
く
で

す
の
で
、
な
お
さ
ら
楽
し
み
で
す
。

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
、
一
っ
の
場
所

で
、
一
っ
の
も
の
を
利
用
で
き
和
気
あ
い

あ
い
に
楽
し
む
と
い
う
こ
と
は
、
と
っ
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
や
、
機
能
訓
練
室
も

備
え
る
そ
う
で
す
の
で
、
い
ま
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

斎藤千枝子さん

70歳・新里

抱
負
を
三
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
の



(7) 第 301号 広 報 め い わ 昭和61年 10月 10 日

⑥配 置 図 建
設
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

＊
建
設
所
在
地
1
1

大
字
新
里

三
―
一
の
三

＊
敷
地
面
積
1
1

ニ
七
0
五
五

＊
室
数
1
1

事
務
室
▽
生
活
相

談
室
▽
健
康
相
談
室
▽
機
能

回
復
訓
練
室
▽
集
会
室
▽
教

養
娯
楽
室
▽
図
書
室
▽
浴
室

▽
便
所
▽
ロ
ビ
ー
▽
脱
衣
室

▽
湯
沸
室
な
ど

老人福祉センター建物

ゲートボール場

ゲートボール場

-,,、
`-1心

⑥老人福祉センター建物平面園
⑥案 内 図

機能回復
訓練室
27.50m' 

ヘルストロン

コーナー
生活相談室
15. 75m' 

便所

湯沸室1 （女子）
11.25m'111.2m' 

健康相談室
27.02m' 

ロビー
114.36m2 

便所
（男子）
11.56m' 

浴槽
23.9m2 

浴槽
24.26m' 

廊 下 35.84m' 

ステージ
28m2 

集会室
156m2 

玄関
22m2 

事務室
38.76m' 

教養娯楽室
20.29m' 

図書室
14.17m' 

7 m' 

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
き
い
て
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
を

迎
え
て
、
こ
う
い
う
施
設
を
建
設
し
て
い

た
だ
け
る
な
ん
て
、
老
人
の
私
た
ち
に
と

っ
て
幸
福
の
限
り
で
す
。

私
も
幸
い
に
し
て
、
健
康
に
恵
ま
れ
毎

日
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
庭
木
の
手
入
れ
を

日
課
と
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、

趣
味
を
拡
大
し
、
同
年
代
層
の
人
た
ち
と

交
流
を
深
め
、
健
康
を
保
っ
た
め
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
維
持
に

有
効
利
用

目
細田金次郎さん

90歳•新里

年
寄
り
の
楽
し
み
の
―
つ
で
も
あ
る
民

謡
や
舞
踊
な
ど
が
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
付
、

更
に
は
、
身
体
に
支
障
の
あ
る
老
人
の
機

能
回
復
訓
練
室
な
ど
老
人
に
は
欠
か
せ
な

い
設
備
が
整
う
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
い
ま
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
は
、
館
林

分
福
セ
ン
タ
ー
や
羽
生
セ
ン
タ
ー
ヘ
出
か

け
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
村
内
に
建

て
ら
れ
れ
ば
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
村
内
利
用
者
が
大
部
分
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
老
人
の
連
帯
感
‘
”
輪
“

が
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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;'言••こここここでこ了ここでこ言.. ここ7．こここここここここここここここアニでここで．ーご．こここここここここここここここここここここここここここここここ；．i

且 弓苦楽を共に、半世紀ミ結婚50年、二人三脚で歩 臼
]] んできました金婚者11組などを顕彰（表彰）する 口
ロ 「第 10回明和村老人福祉大会」が、 9 月 25 日、野 i 

臼 鳥の森と～ぶ（館林市）で村のお年寄りら関係者 i 

] : およそ G:oo人が参加して行われました。表彰・顕 : 
i: 彰を受けた人は、合わせて28人でした。 : 
: ! :, 
,: 
：ー一こここごこここここごご―．ここここここここ7.―.7...―．ご―ごご．ーこ言.. ここここで．ーここここで．ー・こここここここ言.. ここここここここここここここここここここー：ｷ 

明るい選挙啓発

ポスターコンクール

小
学
生
・
中
学
生
が
描
い
た
、
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
ニ
十
点
が
、
村
審
査

を
パ
ス
し
て
県
審
査
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生

了上．る福飯受 さ上すご平しくすす長
゜げ大田塚賞順つげよ尽和くり 0 0 がま
そら会峯貞者次°まう力なおに今三—
のれ宣次さを‘ すおた活幸ご後十皆‘
後大言さん代来 ←願ま力福精も一さ主
‘会がんの表賓 といわあに進一世ん催
アを読に謝し祝 あ申りる ＜層紀‘者
ト終みよ辞て辞 いしま村 だ明へおで

建°さるもめあ

瓦浪頌祉総迎日： ：、；：； ：、： : 
一明‘家ずざ村
層る幾庭かい社
のく久づでま協

―
-
0点
が
県
審
牡
ヘ

一
、
五
三
七
点
の
中
か
ら

\ 自慢の芸花ざかり
‘----

を
対
象
に
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
の
主
催

で
行
わ
れ
て
い
る
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
東
小
か
ら
三

百
八
十
八
点
、
西
小
か
ら
六
百
四
点
、
明

中
か
ら
五
百
四
十
五
点
、
合
わ
せ
て
千
五

百
三
十
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
優
れ
た
作
品
、
小
学
生

の
部
十
点
、
中
学
生
の
部
十
点
が
県
審
査

に
の
ぞ
み
ま
す
。

本
村
で
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
昨
年

一
等
入
賞
す
る
な
ど
毎
回
好
成
績
を
収
め

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
参
加
者
に
よ
る
、
カ

ラ
オ
ケ
、
民
謡
な
ど
、
老
い
を
忘
れ
て
自

慢
の
芸
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
民
生
児
童
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
は
、
接
客
、
進
行
な
ど
に

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
婚
者
1
1組
な
ど
顕
彰
. 
表
彰

九
月
七
日
、
午
前
8

時
、
明
中
校
庭
に

消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
な
ど
七
団
体
四
百

人
以
上
が
参
加
。
ま
ず
気
象
台
の
情
報
に

基
づ
き
明
和
分
署
の
広
報
車
が
、
け
た
た

ま
し
い
サ
イ
レ
ン
を
響
び
か
せ
て
会
場
を

400人が本番さながらに

第ワ回明和村防災訓練

「かってない震度 6 の烈震に見舞われ

家屋倒壊、火災発生など大被害が発生。

加えて、大型台風が接近豪雨により利根

川が増水。堤防破損が始まり、付近民家

に浸水の恐れがある」との想定で第 7 回

明和村防災訓練が行われました。

て
い
ま
す
。
審
査
し
た
関
係
者
に
よ
り
ま

す
と
、
今
年
も
か
な
り
期
待
で
き
る
と
の

こ
と
。
ま
た
、
県
で
上
位
入
賞
す
る
と
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
ヘ
と
運
こ
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

圏
県
審
査
へ

＊
小
学
生
の
部

▽
高
野
健
太
（
東
小
1

年
）
▽
鈴
木

智
貴
（
西
小
1

年
）
▽
橋
本
裕
司
（

東
小
2

年
）
▽
新
井
敬
二
（
西
小

2

年
）
▽
高
野
千
草
（
東
小

3

年
）

▽
鈴
木
理
紗
（
西
小
3

年
）
▽
小
林

一
貴
（
東
小4
年
）
▽
荒
井
信
行
（

西
小
4

年
）
▽
折
原
良
和
（
東
小

5

年
）
▽
金
子
明
弘
（
西
小

6

年
）

＊
中
学
生
の
部

▽
薗
部
賢
司
、
太
田
善
子
、
関
口

砂
織
、
市
川
房
枝
（
以
上
明
中

1

年
）

▽
大
津
勝
正
、
藤
野
佳
之
、
奈
良

光
浩
、
落
合
君
江
（
以
上
明
中2
年
）

▽
野
中
恵
子
、
野
中
秀
子

（
以
上
明
中3
年
）
〔
敬
称
略
〕

二
周
、
避
難
準
備
命
令
の
伝
達
広
報
を
実

施
。
続
い
て
消
防
団
が
機
敏
な
動
作
で
、

「
五
徳
縫
い
」
、
「
越
水
止
め
」
な
ど
水

防
工
法
を
披
露
。
ま
た
、
婦
人
消
防
隊
が

天
ぷ
ら
ナ
ベ
、
ス
ト
ー
ブ
火
災
の
消
火
訓

練
、
更
に
は
、
三
角
布
を
使
っ
て
応
急
救

護
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
初
期
消

火
は
消
火
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
あ
っ
て

皆
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
取
組
み
、
火
災
の

恐
し
さ
を
再
認
識
。

順
次
、
危
険
物
火
災
消
火
訓
練
、
工
場

火
災
訓
練
、
煙
道
通
過
体
験
な
ど
が
本
番

さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
、
観
客
か
ら
感
心
の

声
な
ど
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
明
和
消
防
団
9
3人
▽
婦
人
消
防
隊
‘
、

人
▽
明
和
地
区
危
険
物
安
全
協
会
1
1人
▽

明
和
地
区
防
火
対
象
物
連
絡
協
議
会
1
2人

▽
館
林
消
防
署
救
助
隊
1
0人
▽
館
林
地
区
'

消
防
組
合
通
信
指
令
室
5

人
▽
明
和
分
署

1
5人
▽
訓
練
本
部
（
本
部
長1
1
村
長
、
副

本
部
長
1
1

助
役
・
収
入
役
、
本
部
長
付
1
1

消
防
団
長
・
分
署
長
・
総
務
課
長
）
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好
市

矢
島
・
さ
ん
の
長
女

明
美 (

2歳
5
ヵ
月

清
水
美
里
ち
ゃ
ん

「長女なのでわがままなところがあり

ます。好奇心がおう盗でだれにでも懐し‘

てしまい、おしゃまなんですよ。将来は

やさしさを忘れない心豊かな子に育って

ほしいです社とお母さん。

] 
I 
1ｷ 
翌

足

而------/

村長（中央）を囲んで金婚者全員で記念撮影

0
森
田

0

飯
塚

0

山
岸

周
作
・
き

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

福祉スポーツ大会

£人れなど 15種 Hに歓店

芳
郎
・
リ

貞
. 

し‘
っ

ち子イ

1
1組
の
お
し
ど
り
夫
妻

苦
楽
を
共
に
半
棋
紀

（村長顕彰）

4
巾
召

木
、
ソ
ー

田
口

英
雄
（
江
口

栄
良
（
大
輪
）

〔
敬
称
略
〕

◎
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

吉
田
重
信
（
梅
原
）

斎
藤
保
雄
（
須
賀
）

◎
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

橋
本

篠
木

和
江

啓
吉

（
大
佐
貰
）〔

敬
称
略
〕

風せんをつつむって、むずかい… •I

'------------------------------

、
＼
！
ノ

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
長
彰
協

功
労
者
表
彰
ぼ
ぽ

（
斗
合
田
）

表

老
人
扶
養
模
範
醐

家
庭
表
彰
饂

0

大
塚
良
助
・
み

0

小
菅
朱
次
郎
・
キ

〇
矢
澤
仁
作
・
シ

0
森
尻
源
ニ
・
ほ

0

小
田
木
準
一
郎
・
ク
ラ

0

吉
田
金
次
・
千

0

石
崎
朋
太
郎
・
コ

0
篠
木
稔
雄
・
む

村
な
ど
四
団
体
の
主
催
に
よ
る
、
第
7

回
総
合
福
祉
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
九
月
七
日
、
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
、
お
年
寄
り
、

身
障
者
、
母
子
家
庭
な
ど
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち

が
一
同
に
会
し
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体

力
づ
く
り
と
相
互
の
親
ぱ
く
を
深
め
ま
し
た
。
合
せ
て
三
百
人

が
、
玉
入
れ
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
十
五
種
目
に
汁
を
流
し
、

笑
顔
と
歓
声
か
一
日
中
館
内
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

l
ら ウ 代 の ズ ク さ

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

ヽ
9
1
1

（
川
俣
）

（
矢
島
）
．

（
大
佐
貰
）

〔
敬
称
略
〕
―

`\ 婦人消防隊による応急手当訓練
、- -----------------------

玉
入
れ
競
技
を
楽
し
む
参
加
者

、、、 分列行進する消防団

、-------------------------• 
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安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」

上
江
黒
地
区
で

ミ
ニ
運
動
会

村
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん
は
、
村
特

産
の
梨
二
百
個
ほ
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
プ

.. 

レ
ゼ
ン
ト
。
「
事
故
な
し
」
と
ご
ろ
を
合

わ
せ
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
な
ど
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
（
％
田
島
地

内
県
道
）

和
気
あ
い
あ
い
に
楽
し
む
区
民

9 月 14 日（日）、境内を使って上江黒地区でミニ運動会。地区の青・

中年層で組織している昭和会（会長＝野木村幸良さん）の主催。老

人、子供、 PTA等の人たち約 150人が、玉入れ、ゲートボールな

ど区民こぞって初秋の一日を楽しく過ごしました。

.. な
し
も
交
通
安
全
に
一
役

花
を
み
つ
め
る
堀
口
や
す
さ
ん

里イモに花

堀口正さん方の畑

新里の堀口正さん方の畑に里イモの花が咲き、

家人をはじめ近所の人を驚かせています。 「長年

農業をしているが見たことない」と正さん。農業

普及員によりますと「当地では珍しいが、気温が

高かったり、肥料が多かったりすると咲くことも

ありえる」とのこと。淡黄色でタテ30cm ヨコ 10cm

ほどの大きさです。

今月の話題

真
剣
に
聞
き
入
る
成
人
者

ー

おめでとう • 96人の新成人
9 月 23 日、中央公民館で明和村成人式。男性はワイシャツ、女性は白のブ

ラウスにスカート姿と簡素な服装で出席。村では「派手な服装より心を飾る

成人式」をモットーに昭和33年からこの時期に行っています。今年も、

ッシュ成人96人が誕生しました。村長の式辞に続いて、議長、県教育長、館

林警察署長さんなどのお祝いのことばを皆さん、新成人を自覚するかのよう

に、真剣な、表情で聞き入っていました。村は全員に記念品とアルバムを贈

り、成人を祝ぃました。

フレ

成人式を迎えられた人たち

ファム・コックシー、砂賀明子、佐々木薫、清

水一彦、篠原弘子、石橋丈弘、牛久保明美、本村

義和、奥沢一幸、奥沢健司、新井美恵子、木村陽

子、田部井猛、奈良 明、奈良和広、木村功、石

川敏、本島春彦、小山田一幸、須永利之、島田健

ー、島田喜好、栗原正幸、吉本高、本沢智春、本

沢清美、福島美好、永吉美千代、野村清之、吉田

克実、奥沢晴美、吉田貴子、寺島由美、小田木政

美、福田順子、清水恭子、中村澄江、相場功、西

郡孝夫、小林聡、坂上照男、富塚晴美、伊藤寛美

西郡喜代子、高際敏江、戸松香理、坂上晴美、吉

永和美、高沢義治、古屋光彦、高沢弘美、和田恵

美子、猪越ひさ子、高沢恵子、木村洋子、佐々木

圭子、恩田久子、吉永明美、片岡延子、奈良和広、

藤野るみ、池浦千恵子、中村文香、田口吉一、長

康行、村田真、関根薫、田口真一、内山恵司、川

上雅史、斎藤徳太郎、野本真司、原口幸樹、戸ケ

崎良幸、松本孝生、島田恵子、野本由美子、村田

清美、泉田誠、長谷川浩彰、加藤治多根、秋野一

正、清水久美子、中村敬子、高橋三恵、大沢篤子、

秋野いづみ、泉田博美、篠木邦夫、石村一久、篠

木老夫、薗田茂、篠木めぐみ、柴崎好子、飯塚篤、

多田覧司

（敬称略）
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全生徒で八木節を披露（西小運動会）

西小の全生徒が 9 月 28 日の運動会で八木節を披露。今年

で 2 回目。今年は地元八木節保存会（代表・清水栄二さん）

の特訓を得た八木節クラブの生徒も、おはやしを初披露。

その歌とおはやしに合わせた児童 •PTA約千人の大八木

節に観客から拍手、かっさいがわきました。

老人に手料理をごちそう

新和会と婦人会の皆さん

南
大
島
（
新
田
）
の
主
婦
、
新
和
会
（
会
長11
猪
俣
真
由
美
さ
ん
）
、
斗
合
田

婦
人
会
（
会
長
1
1
江
森
ほ
の
子
さ
ん
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
の
お
年
寄
り
を
手
づ

く
り
料
理
で
も
て
な
し
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
で
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、

ご
ち
そ
う
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
Q
（
船
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
集
会
所
に
て
）
。

食後、ダンスを楽しむ老人と婦人

今月の話題

南
大
島
下

第 5 回村民ゲートボール大会
◇決勝トーナメント結果

大輪A

18 

川
俣

B

新
里

A

「
い
つ
ま
で
も
長
生
き
を
」
ー
。
九
月
十
二
日

福
祉
協
議
会
は
、
村
内
の
長
寿
者
八
十
五
歳
以

問
し
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
最
高
齢
者
の
恩
田

七
十
八
人
に
敬
老
年
金
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

斗
合
田

B

南
大
島
上
A

大
佐
貫
A

須
賀

B

新
里

B

須
賀

A

大
輪

A

梅
原

A

記
念
品
を
手
に
す
る
恩
田
万
吉
さ
ん
（
左
）

長寿者を敬老慰問

、
村
と
社
会

上
の
家
を
訪

万
吉
さ
ん
ら

し
た
。

、、、初1憂勝した大輪A チームの皆さん
--------------------------------

「
読
み
き
か
せ
の
会1
1
会
員
2
0人
」
で

人
形
劇
を
披
露
。
カ
ソ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
空

な
ど
を
使
っ
た
手
づ
く
り
人
形
で
自
作
自

演
。
「
カ
チ
カ
チ
山
」
な
ど
二
幕
を
汗
だ

く
で
演
じ
子
供
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

►
 

手
づ
く
り
人
形
で

「
カ
チ
カ
チ
山
」
上
演 . 

ヽ

` ヽ

一、一
劇に見入る子供たち
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安
い
／
．
で
評
判
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
福

祉
バ
ザ
ー
」
が
、
今
年
も
十
一
月
二
十
三

日
に
開
か
れ
ま
す
。
主
催
者
の
村
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、
皆
様
の
ご
家

庭
で
眠
っ
て
い
る
、
日
用
品
、
衣
料
品
な

ど
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
た
＜

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

寄
付
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
広

報
紙
な
ど
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
十
一

月
中
旬
ご
ろ
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

福
祉
バ
ザ
ー
に

も
う
、

す
ぐ
で
す
。

「
疲
労
回
復
に
効
く
」
・
「
強
精
剤
」
と

い
う
の
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
。
麻
薬
・
覚
せ
い

剤
は
、
あ
な
た
の
人
生
を
台
無
し
に
し
ま
す
。

手
を
出
す
な
／
．

”
魔
の
槃
“ー
）
よ

9

り

9

い

「村民文化大学」今年も開校．／

〇聴講券…… 500 円（三講座セット）

〇販売期間…… 10月 11 日～268

〇申込方法……申込書に現金 5 0 0 円を添えて中央公民

館へ

〇販売枚数…… 500枚

0会 場……中央公民館

礼
子
先
生

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
肛
註

高
橋
佑
丞
伸
吉
長
男
川
俣
鬼

吉
永
嵩
規
清
重
長
男
千
津
井
％

新
井
利
崇
武
長
男
江
口
％

1
1

お
め
で
た

1
1

ま玉名
さ子

政金精
吉治丸保

1
0月
2
8日
は

「
群
馬
県
民
の
日
」
で
す

県
内
各
地
で
、
い
ろ
ん
な
催
し
物

が
行
わ
れ
ま
す
。
”
と
も
に
豊
か
な

郷
土
を
築
き
ま
し
ょ
う
＂

` 詞
｀
衣
く
れ
升

名
め
し
オ

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運
動

1
0月
1

日
ー

1
1月
3
0日

（敬称略）

石上立瀬金岸
井岡川戸子 氏

N
H
K

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

伊
集
院

0

0

 

M

2

4

 

,
9
ー
，

p
 .
.
.
.
 

6

8

 

矢
野
寿
男
先
生

教
育
評
論
家

0

0

 

U
n
2

ー

3

nr 
.
.
.
.
 

6

8

 

遠
藤

実
先
生

作
曲
家

0

0

 

u”0

i

3 

nr 
.
.
.
.
 

6

8

 

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
村
喋
民
税
三
期
、

国
民
健
康
保
険
税
三
期
、
利
根
加
用

水
組
合
費
、
農
業
共
済
（
果
樹
、
建

物
）
、
国
民
年
金
、
水
道
料
で
す
。

2
8日
東
部
児
童
館

2
9日
明
和
村
役
場

3
0日
明
和
農
協
第
一

（
）
は
新

年
齢
世
帯
主
地
区
腹
B
L

5
8
良
雄
大
佐
貫
％

8
0
伊
勢
次
矢
島
知

7
5仲
村
國
雄
斗
合
田
％

9
4
（
富
司
）
梅
原
％

7
5（
と
み
）
南
大
島
％

7
7
（
仁
市
）
南
大
島
％

1
1

お
く
や
み

1
1

神
田
典
子
静
―
二
女
大
佐
貫
％

多
田
昌
代
武
長
女
上
江
黒
％

江
原
祥
美
正
樹
二
女
千
津
井
％

塩
谷
梢
正
史
長
女
川
俣
％

二
十
里
和
彦
高
雄
長
男
下
江
黒
％

期 B=lO月 28 日午前9:30～午後4:30分まで。詳細はff0276-52-2215へ。

村 の ＿
つ

一‘‘

` 
き

10月

10 日

12 日

13 日

14 日

19 日

21 日

23 日

30 日

11 月

11 日

壮年体カ・運動適正テスト

村長選挙投票日

巡回行政相談会（東部児童館）

ヶ （明農第 1)

村民体育祭

体育施設利用団体協議会

農業委員会

村民文化大学（遠藤実）

村民文化大学（矢野寿男）
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秋季バレーボール大会

／参加チーム募集：

＊対

玄期

斉会

象＝村バレーボール協会登録チーム

日＝ 1 1 月 9 日（日）

場＝社会体育館・館林商工高校体育館

玄申込み＝10月 21 日までに

゜ 日゚ 権人場｝

所時‘

f1又rし 後ふ 10 行政
農議室 3 且日 心配— 
時でま 午前 扁談し
10 
時

0

自
動
車
盗
の
防
止

〇
侵
入
盗
の
防
止

〇
少
年
非
行
の
防
止

〇
悪
徳
商
法
の
防
止

〇
実
施
頂
点

゜ ゜場 日 交

所 時 通

林館市 後午＼ 10 1月6 事
故: 時3 日

でま 前午 相

10 談
時

d 

゜

対

＼リ

日

S
2
0
日

ウ マ

象＝希望するリウ

マチ患者及びその家

族

チ講習

講

（
毎
月
実
施
）
』

゜ ゜士易 日

所 時
年

林館市 午後I 11 月6 金

役所内 時でま3 午前日 相

談
10 
時

会

C＝可

詞

厨

のリウマチ治療」

〇患者個別柑談

師＝磯武信先生

期日＝10月 28B 、午

後 2 時～ 5 時

場所＝館林保健所

内容＝〇講話「最近

◎東毛歴史資料館（新田郡尾島町世良田）

（前橋赤十字病院）

申込み・問合せ＝役場

保健課（合(84811 1)

におたずねください。

を見学してみませんか。

.“ 

？
ー
へ

I
 

幸ぅ
_
)
ぁ
ご
ち
？

＼
、
．

かわ

ぐ釦根共同募金
10月 1 日～12月31 日

10 月 1 日から「赤い羽根共同募金運

動」がスタートしました。今年いっぱ

い展開されます。運動期間中、区長、

民生委員の方が家庭や事業所にお伺い

して募金をお願いしますのでご協力く

ださい。

巡
回
行
政
柑
談

隣
接
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
日
常
生
活

で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

*
1
0月
1
3日
⑪
東
部
児
童
館

*
1
0月
1
4日
因
明
和
農
協
第
一

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時
か

ら
午
後
3

時
ま
で
で
す
。

詳
細
は
役
場
住
民
課
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

0

日
時

1
0月
1
6日
、

1
1月
4
日

受
付
1
1

い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0分

1
1
0時
3
0分
ま
で

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
）

妊
婦
健
診
(
1
0月
1
6日
困
）

乳
児
健
診
(
1
1
月

1
3日
困
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
1
2

時
ま
で
。

健
康
相
談

年
賀
は
が
き
は
、
十
一
月
五
日
か
ら
発

売
さ
れ
ま
す
。
最
寄
り
の
郵
便
局
又
は
、

各
売
り
さ
ば
き
所
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ

、

T
O

し
9
9
,
'
,
'
’
,
'
‘
,
'
’
,
'
’
’
,
'
,
'
’
’
,
'
’
,
'
’
,
'
’
’
,
'
’
,
'
’
,
'
ヽ
9
9
9
9
9
,
‘
,
'
’
,
'

ー
公
給
頷
収
証
は
必
ず

―
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
一

,999,'’’ 

1
1月
5

日
か
ら
発
売

年
賀
は
が
き
は

「県民の日」制定記念行事で人館は無料です。
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現
3
8
5
7
4
0
1
7
6
1
7
”

”
日
ふ

2
,
J

l
)

亡
出
”

＇
き

”
人
ー

2
1
0
5
5

死
転
”

，
動
·

”
月
の
“

ク
の

1
0
数
数
人
人
[

”
、
ム
じ
中

8
8
“

”
寸
帯
忍
男
女
月
、

'
太
口
生
入
ク

“9 
”
他
人
(
,
山
山
~
転
”

,” 

” 

ぐ
"
"
‘
"
嶋
＂
員
ヽ
員
"
"
‘
"
‘
‘
‘
‘
"
"
·
‘
"
‘

地区
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

科別
産婦人科 耳鼻科 内 科外科 孟代田日 月日 明 地区

10月 19 日
古屋（恒）医院原医院 後藤医院合 (72) 0134 岡田医院 館林地区が

曜 合 (63) 6161 合 (72) 1936 森下医院合 (73) 7776 合 (72)3163 担当します

10 月 26 日
佐々木医院） II 田医院 上野医院合 (72)3330 宇沢病院 小西医院

当 合 (62) 2623 合 (72)3724 清河堂医院合 (72)3070 合 (74)8761 合 (86)2261 

11 月 2 日
真中医院後藤胴医院 最上医院 竹越医院

番 合 (72) 1630 合 (72)3975 後藤（康）医院合（72)3975 合 (74)3763 合 (84)3137 

11 月 9 日
横田医院小倉医院 安良岡医院合 (72) 0572 館林医院 館林地区が

ii 医
合 (72) 0255 合 (72)0606 大島診療所合 (77)1503 合 (72)2112 担当します

11 月 16 日
浜野医院大神医院 大石医院合（74)2362 寺内医院 井上医院
合 (88) 5678 合 (62)2200 堀越医院合(7314151 合 (72)3031 合 (82) 1131 
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瓦
慕
誡
，
冗
‘
，
芯
言
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文
ふ
，
ハ
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忍
贔
｀
ふ
，
、
へ
。
気
，
‘
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ぃ
｀
，
，
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＂
．
よ
‘
‘
'
,
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S
‘
"
‘
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,
9
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ぶ
‘
ヽ
．
ふ
．
が
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ぐ
9

喜
’
ヽ
ぶ
5
·
、
‘
:
.
‘
、
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... 9, 

寄
付
あ
り
が
と
う

、
9
、
r
.
,
1
,
:
‘
、
ゾ
，
、
い
、
J
r
4
,
‘
^
`
,
'
’
へ
，
、
召
·
·
:
'
,
‘
·
·
9
.
?
,
‘
‘

＾
名
・
9
.
i
,
.

•
•
9
、
·
，
ヽ
：
ヽ
9
,
'
,
、
べ
．

r
:

＇
‘
,
．
ヽ
·
:
·
,
.
9

〇
岸
良
雄
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、
亡
妻
の

供
養
に
と
五
万
円
を

〇
勅
使
川
原
正
彦
さ
ん
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

は
、
亡
父
の
供
養
に
と
五
万
円
を

0
森
田
芳
郎
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
、
金
婚

を
迎
え
た
記
念
に
と
二
万
円
を

屯
村
県
民
生
協
運
営
委
員
会
、
半
田
恵
子

さ
ん
（
新
里
）
は
、
三
五
0
0
円
を

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕

銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

”
祈
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

ま
ず
、
期
待
と
不
安
か
ら
始
ま
る
。
り

私
の
場
合
も
、
そ
の
例
に
胡
れ
ず
、
今

度
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
に
対
し
て
、

新
し
い
時
代
の
波
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

学
習
で
き
る
と
い
う
大
き
な
期
待
と
、
片

パ
ソ
コ
ン
を
学
習
す
る

内
山

勇
：
・
一
郎
さ
ん（
中
谷
）

~. 
さいた
いまの広
゜す作報

(84) ゜品係
3 こをて
1 出幕は
1 品集‘
1 くしあ
ヘだてな

鈴
木
智
貴
く
ん

の
作
品

可酎」くり｀
＂，？—ユ｀

＾しヽ．｀ー「＇

や
、
は
た
し
て
学
習
に
つ
い
て
い
け
る
だ

ろ
う
か
と
い
う
不
安
。
特
に
、
今
回
の
参

加
者
は
若
い
人
が
多
い
と
伝
え
聞
い
て
い

た
の
で
不
安
で
し
た
。

初
日
の
八
月
九
日
、
館
林
商
工
高
校
に

受
溝
生
四
二
人
が
参
加
。
一
人
一
台
の
コ

9 月の

` ―`ク救急車出動回数
•交通事故 3 件
●急病 8 件

•その他 1 件

●言t 1 2 件

美術館

（
西
小1
年
）

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学
習
に
は
驚
き
ま
し
た
。

キ
ー
ボ
ー
ド
に
手
を
触
れ
、
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
の
学
習
が
着
々
と
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

ベ
イ
シ
ノ
ク
（
基
礎
）
に
入
っ
た
こ

ろ
仲
々
な
じ
め
ず
、
幾
度
か
投
げ
出
そ

う
か
と
思
っ
た
り
し
た
も
の
で
す
。
で

も
、
清
水
先
生
ら
の
熟
意
あ
ふ
れ
る
指

導
と
参
加
者
同
志
の
相
互
の
助
言
協
力

が
深
ま
る
に
つ
れ
興
味
も
湧
い
て
き
た

の
で
す
。
そ
う
し
て
、

1
5回
の
学
習
を

終
了
し
修
了
証
書
も
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
講
座
を
通
し
て
、

生
涯
教
育
の
意
義
疇
を
再
認
識
す
る
と
共

に
人
間
無
限
の
可
能
性
に
自
信
を
深
め

た
次
第
で
す
。
終
わ
り
に
、
こ
の
学
ぶ

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
公
民
館
関

係
者
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

文
・
題
字
と
も
内
山
さ
ん
で
す
。

を＂わ
つ

高
野
健
太
く
ん
（
東
小
1

年
）

の
作
品

車
上と

ろ
ほ
う
に
注
意
” 泉

田

政
子

原
口
文
江

草
い
き
れ
漂
よ
ふ
舗
道
に
尾
の
切
れ
し
と

か
げ
走
る
を
除
け
て
通
れ
り

原
口
美
津
子

ハ
ウ
ス
出
る
空
気
の
お
い
し
さ
深
呼
吸
頭

ス
カ
ー
ド
陽
雪
ま
ぶ
し

奈
良
照
子

札
た
た
み
母
な
せ
し
ご
と
我
も
息
へ
旅
立

つ
服
へ
縫
ひ
つ
け
て
や
り

山
岸
澄
枝

娘
に
成
せ
ぬ
世
代
過
ぎ
し
春
日
う
ら
ら
届

き
し
ピ
ア
ノ
嫁
と
奏
で
る

すし内＜
ぐまに発最
‘しは生近
ょ現し ‘ 

ーう金被自
〇゜等害動
番不はが車
し審絶続内
まな対出の
し人置し窟
ょをかて誰
うみない事
°かし、ま件
けよすが
たう゜数
らに車多

◎技能検定（国家検定制度）…受付 10月 17H まで…実技・学科試験あり…詳細は役場商工係へ

福
田
初
江

色
あ
せ
し
宿
の
ゆ
か
た
の
糊
硬
き
袖
通
す

音
強
く
ひ
き
た
り

野
本
み
ね
子

潮
騒
の
九
十
九
里
浜
蟹
追
ひ
て
貝
殻
拾
ふ

＋
等
に
混
れ
り

嫁
の
後
追
．
ひ
逝
き
し
姉
新
盆
の
香
た
て
ま

つ
り
た
だ
に
動
か
ず 遠

富
士
支
部

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

□
文
芸

欄
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村をあげての

中

参加し、「お、；
＾年から取り入れ

麟うすこよ‘\1
る

たり

の

・ダ・i:_........... .•や： ：．．．．．．．．．．：忍忍忍：．．．．．．．．：：：：．：●：.:\;虐：：：：．．；．．．．．．了：］嘉．：．：．
....体育祭会場のようす

プ
ン
ト
下
は
声
援
の
熱
気
ム
ン
ム
ン

....力走に熱い声援がとぶ

----..、

三□］
400m リレー（小・女） 5 

400m リレー（小・男） 2 

百足競走（男） 2 

玉入れ 1

綱引 l

たばこ火つけリレー 6 

4 0 0 m リレー（中・女） 5 

8 0 0 m リレー（中・男） l 

400m リレー（一般女） 2 

400m リレー（一般男） 8 

カクテルリレー 6 

得点合計 49

総合順位 13

俣
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4
-
4
-
4
-
3

＿
ー
＿
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＿

1
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-
6
-
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-
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-
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大
佐
貰

7
1
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2
7
6
6
.
5
6
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6
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9
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5
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矢
島

1
9
4
1
6
2
5
2
4
6
2
2

ー

5
14
 

入
ケ
谷

6
1
3
4
1
8
1
1
2
5
6

5
 

5
 

大
命

3
6
7
3
8
8
.
4
5
3
5
3
3
0
8
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直
．

2

8

0

 

須
賀

2
9
1
3
7
1
1
6
3
8
3
7
7
5
1

い
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-
7
-
1
4
-
6
-
5
-
7
-
7
-
1
-
7
-
8
-
5
-
8
-
8
-
8
-
9
1
-
1

戎
南
大
島
8
6
5
7
4
4
8
7
8
6
6
3
6
7
8
2

4
 

田
島

6
1
5
1
5
1
2
1
3
2
4
4
2
2
4
8
1

点

5
5

江
口

5
1
4
8
6
2
5
.
1
7
4
7
5
4
0
5

7
 

2
 

,
J
-

5
 

尋
千
津
井

4
1
1
8
4
5
3
.
3
6
7
8
4
7
5
35
 

4

1

7

 

5
 

5

.

7

 

上
江
黒

4
1
3
3
8
5
7
.
1
4
2
3
7
4
3

6
 

2
 

9

2

 

下
江
黒

2
5
3
6
8
5
1
8
2
5
1
1
2
4
1

＾みていても力が入ります。「ワ・ッショイ、ワッショイ」
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▲東小生徒による鼓笛隊パレード

▲スタートー線、はたしてー等は…？ （一般男・百メートル競走）

◄ 足をそろえて「オイッチニ、オイッチニ……」



第302号 広 報 め い わ 昭和61年11 月 10 日 (4)

十
月
二
十
二
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
明

和
村
長
選
挙
は
、
十
月
七
日
告
示
、
十
二

日
投
票
の
日
程
で
あ
り
ま
し
た
が
、
立
候

補
届
出
を
し
た
の
は
現
職
の
奈
良
丑
松
氏

の
一
名
で
あ
っ
た
た
め
、
同
氏
が
無
投
票

で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
氏
は
昭
和
四
十
九
年
十
月
初
当
選

以
来
、
今
回
で
四
期
目
。
こ
れ
か
ら
の
四

年
間
村
政
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

奈
良
丑
松
氏

県
功
労
（
地
方
自
治
）
を
受
賞

県
功
労
者
表
彰
式
が
、
十
月
二
十
八
日
、

県
庁
「
正
庁
の
間
」
で
行
わ
れ
、
席
上
、

明
和
村
長
の
奈
良
丑
松
氏
が
「
地
方
自
治

功
労
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰

は
、
地
方
自
治
、
文
化
な
ど
の
分
野
で
長

年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
人
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
奈
良
氏
は
、
昭
和
三
十
八
年

に
明
和
村
議
会
議
員
に
な
ら
れ
て
以
来
、

明
和
村
助
役
、
明
和
村
長
（
現
在
）
な
ど

要
職
を
歴
任
し
県
政
発
展
に
寄
与
。
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
今
度
の
受
賞
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

仲
秋
の
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
村

民
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
に
て
ご

一
工
'
-
世
紀
を
展
望
し
た

健
康
で
豊
か
な
活
力
あ
る
村
政
を

活
躍
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

明和村長

良奈 丑 松

明
和
村
議
会
議
員
1
1
昭
和
3
8
年
8

月
＼
4
3
年
8
月
（
そ
の
間
、
総
務

常
任
委
員
長
な
ど
要
職
を
歴
任
）

明
和
村
助
役
1
1

昭
和
4
3
年
8
月1

4
9
年
9
月

明
和
村
長
1
1

昭
和
4
9
年
1
0
月

1

現
在

明
和
村
農
業
委
員
1
1
昭
和
4
3
年
9

月
1

現
在

明
和
村
体
育
協
会
長1
1
昭
和
4
9
年

1
0
月1
6
0年
3
月

明
和
村
文
化
協
会
長1
1

昭
和
4
9
年

1
0
月1
6
0年
3
月

生
年
月
日
1
1

大
正
元
年
1
1月
2
7日

生

(
7
3歳
）

さ
て
、
今
度
の
任
期
満
了
に
伴
う
明

和
村
長
選
挙
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
は

か
ら
ず
も
議
会
を
始
め
村
内
各
種
団
体

ほ
か
、
村
民
多
数
の
方
々
の
力
強
い
ご

推
薦
を
い
た
だ
き
、
お
陰
を
も
ち
ま
し

て
四
度
村
長
に
当
選
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

村
民
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対

し
ま
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

し
か
も
、
過
去
昭
和
四
十
九
年
十
月

以
来
連
続
四
期
無
競
争
当
選
と
い
う
、

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
に
浴
し
、
無

上
の
感
激
と
共
に
更
に
責
任
の
重
大
な

る
こ
と
を
今
更
な
が
ら
痛
感
し
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

無
投
票
で
四

選

村
長
に
奈
良
H
松
氏

I 奈良氏のプロフィール I

私
は
村
民
各
位
の

こ
の
ご
温
情
と
ご
期

待
に
報
い
る
た
め
過

去
十
二
年
間
の
経
験

と
反
省
の
も
と
に
、

初
心
に
帰
っ
て
、
誠

◎
県
青
少
年
育
成

推
進
会
議
会
長
表
彰

両
氏
と
も
、
村
青
少
年
健
全
育
成
推
進

員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境

浄
化
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

大津秀雄さん

中谷＝ワ 6歳

農
家
経
済
調
査
に
際
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
情
報
提
供
な
ど
積
極
的
に
協
力
さ
れ

ま
し
た
。

◎
農
林
大
臣
感
謝
状

►
 

堀口正さん

新里＝ワ 0歳

地
方
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
活
躍
さ
れ
、
地
方
自
治
振
興
に
多
大
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◎
自
治
大
臣
感
謝
状

一
受
賞
お
め
で
と
う
一

各
氏
と
も
長
年
に
わ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
今
度
の
表
彰
・
感
謝

と
な
っ
た
も
の
で
す
。



(5) 第302号 広 報 め い わ

願いを
こめて、

訟

►

関
口
砂
織
さ
ん
の
作
品
（
二
等
入
賞
）

◄

高
野
千
草
さ
ん
の
作
品
（
佳
作
入
賞
）

►

金
子
明
宏
く
ん
の
作
品
（
佳
作
入
賞
）

◄

大
津
勝
正
く
ん
の
作
品
（
佳
作
入
賞
）

ー

関
口
砂
織
さ
ん
ら
人
選

村
審
査
を
パ
ス
し
た
二
十
点
が
出
品
さ

れ
た
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル

1
1
県
選
管
な
ど
主
催
」
の
県
審

査
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、
関

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

初登庁する村長

実
、
謙
虚
、
奉
仕
を
モ
ッ
ト
ー
に
村

民
の
心
を
心
と
し
て
私
の
情
熱
の
す

べ
て
を
捧
げ
て
明
る
＜
住
み
よ
い
郷

土
、
明
和
村
の
建
設
の
た
め
に
全
力

を
尽
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
三
月
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た

県
審
査
発
表

吋

高野健太くんの作品 (3 等入賞）

第
三
次
総
合
計
画
を
基
本
目
標
と
し
て
、

「
健
康
と
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
活

力
と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
」
づ
く
り
は

勿
論
の
こ
と
基
本
計
画
の
実
現
の
た
め
、

本
村
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
村
政

の
発
展
と
村
民
福
祉
の
充
実
向
上
の
た
め

勇
気
と
決
断
を
も
っ
て
邁
進
し
て
行
く
決

口
砂
織
さ
ん
（
明
中
一
年
）
ら
十
一
人
が

入
選
し
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
昨
年
を
四

百
点
以
上
も
上
回
る
二
万
三
、
一
八
五
点
。

う
ち
、
九
六
三
点
が
県
審
査
に
望
み
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
一
、
二
、
三
等
十
三
点
の
う

ち
三
等
の
一
点
を
除
く
十
二
点
（
関
口
さ

ん
、
高
野
く
ん
も
含
む
）
が
中
央
審
査
（

国
）
へ
進
み
ま
す
。

本
村
の
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

＊
二
等
（
中
学
校
の
部
）1
1

関
口
砂
織

(
1年
）
、
＊
三
等
（
小
学
校
の
部
）1
1

高
野
健
太
（
東
小
1
年
）
＊
佳
作
（
小

学
校
の
部
）
1
1
高
野
千
草
（
東
小
3
年
）

金
子
明
弘
（
西
小
6
年
）
＊
佳
作
（
中

学
校
の
部
）1
1
大
津
勝
正

(
2年
）

ょ
＂
｀
，

"

[

 

4
 

を

一
-

i

 

'

l

 

d
 

一

今成不二也さん
（南大島）

故
・
坂
上
長
吉
さ
ん
（
中
谷
）
の
後
任

と
し
て
、
こ
の
た
び
、
今
成
不
二
也
さ
ん

（
南
大
島
）
が
、
法
務
大
臣
か
ら
保
護
司

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

今
成
不
二
也
さ
ん

保
護
司

に

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
共
、
旧
に
倍
し
ま
し
て

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
村
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

（
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
三
日
）

以
上
県
審
査
入
賞
者

＊
入
選
（
小
学
校
の
部
）1
1
鈴
木
智
貴

（
西
小
1
年
）
、
鈴
木
里
紗
（
西
小
3
年
）

荒
井
信
行
（
西
小
4
年
）
、
折
原
良
和
（

東
小
5
年
）
＊
入
選
（
中
学
校
の
部
）

1
1
市
川
房
枝
（
1
年
）
、
藤
野
佳
之
(
2

年
）
…
以
上
県
審
査
入
選
者

〔
文
中
敬
称
略
〕

多田則夫さん

上江黒＝ワ 1 歳

◎
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰

恩田義雄さん

梅原＝ 59歳

村
防
犯
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

防
犯
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
青
少
年

健
全
育
成
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
侵
犯
の
監
視
役
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

◎
県
防
犯
委
員
会
長
表
彰 小池清さん

南大島＝44歳

金子竹雄さん

入ケ谷＝ 51 歳
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＂
顎
＇
一

あなたが主役

11月26日
~12月 2 日

11 月 26 日から 12 月 2 日まで「秋季全国火災

予防運動」の期間です。ことしは「防火の大

役、あなたが主役」が統一標語です。年末を

控えなにかとあわただしく、ストーブなど火

の気を使う機会も多くなります。気持ちを引
きしめましょう。

（
あ
な

大
役

昭
和
六
十
年
中
の
火
災
は
全
国
で
約
六

万
件
。
一
時
間
に
七
件
近
い
割
合
い
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死
亡
者
は

全
国
で
約
一
千
人
。
一
日
当
た
り
約
三
人

の
尊
い
命
が
奮
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
、
高
齢
者
五
百
五
人
（

四
六
•
四
％
）
、
身
体
不
自
由
者
及
び
幼

児
が
百
二
十
一
人
（
一
―
.
-
%
)
と
高

い
傾
向
に
あ
り
、
今
後
、
高
齢
化
が
進
む

に
つ
れ
一
層
こ
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
住
宅
火
災
件
数
は
約
千
九
百
件

で
総
出
火
件
数
の
三
二
％
を
占
め
、
建
物

火
災
の
五
0
•
六
％
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

近
年
出
火
原
因
と
し
て
天
ぷ
ら
油
に
よ

が
主
役

伶
―
―
―
-
=
-
―
-
=
―
―
―
-
=
=
=
―
―
―
―
-
=
=
-
―
―
―
―

, , 
』
ほ
く
の
夢

, , , ' ' ' ' , ··’ 

つ号
11111"1111111"1111111"1111111"1111111"1111111"1111111"1111111"1111111"1111111"1111111"1111111"1111111"1 

行きずりの子供たちにききました。

大きくなったら・....,?

（村民体育祭練習会場にて）

あおきようすけくん

3歳＝須賀

ただみさこちゃん

幼稚園児＝須賀

市町村 火災件数死 者傷 者焼失面積損害額

明和村 8 2図 10,8千39円

板倉町 18 324 9,036 

千代田町 7 1 748 41,413 

邑楽町 24 2 671 83,934 

館林市1 54 1 10 917 175,962 

計 111 1 13 2,683 321,184 

管
内
火
災
発
生
状
況

(
6
0年中
）

る
火
災
件
数
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
主
婦
の
防
火
意
識
高
揚
が
一
層

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
初
期

消
火
は
火
災
を
大
事
に
至
ら
せ
る
か
否
か

の
分
岐
点
、
初
期
消
火
が
可
能
か
ど
う
か

で
火
災
の
程
度
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た

め
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
を
扱
う
主
婦
の
役
割

は
大
き
い
の
で
す
。

なかじまさおりちゃん

幼稚園児＝大佐貫

市町村 たばこ たき火 火遊び ガスコンロ 風呂
その他 計ガスレンジ かまど

明和村
件 件 件 件 件 件 8件1 3 1 3 

板倉町 1 10 1 1 5 18 

千代田町 1 2 1 1 2 7 

邑楽町 3 7 1 3 10 24 

館林市 5 , 7 2 6 25 54 
計 11 31 , 7 8' 45 111 

管
内
火
災
原
因
別
状
況

(
6
0年中
）

こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
、
①
高
齢
者
、
身

体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た
死
傷
防
止

対
策
の
徹
底
②
家
庭
及
び
地
域
に
お
け

る
防
火
対
策
の
推
進
③
特
定
防
火
対
象

物
に
係
る
防
火
安
全
の
確
保
④
防
災
機

器
等
の
普
及
の
推
進
。
以
上
の
四
項
目
を

重
点
目
標
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

せんだひできくん

幼稚園児＝矢島

お
お
き
く
な
っ
た
ら
、
や
き
ゅ
う

の
せ
ん
し
ゅ
に
な
っ
て
、
お
お
き
い
、

き
ゅ
う
じ
ょ
う
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
い

っ
ぱ
い
う
ち
た
い
。

お
お
き
く
な
っ
た
ら
、
お
は
な
や

さ
ん
に
な
っ
て
、
お
と
も
だ
ち
や
、

お
か
あ
さ
ん
に
、
す
き
な
お
は
な
を

い
っ
ぱ
い
あ
げ
た
い
。

お
お
き
く
な
っ
た
ら
、
お
は
な
や

さ
ん
に
な
っ
て
、
じ
ぶ
ん
の
お
へ
や

や
、
お
と
も
だ
ち
の
お
へ
や
を
、
お

は
な
で
い
っ
ぱ
い
か
ざ
り
た
い
。

ヘ
リ
コ
。
フ
タ
ー
の
う
ん
て
ん
し
ゅ

に
な
っ
て
、
お
と
も
だ
ち
と
い
っ
し

ょ
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
そ

ら
を
と
ん
で
い
き
た
い
。
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⑤
 

シートベルトしないとだめ！

未
着
用
者
、

死
亡
率
三
倍
、
重
傷
率
二
倍

道
路
交
通
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
今

月
一
日
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な

い
者
に
対
す
る
行
政
処
分
点
数
減
点
措
置

が
一
般
道
路
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
（
昨
年
の
九
月
か
ら
）
は
、
高
速
道
で

,
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豆
、
｀
召
‘
`
h

t
卜
リ
じ
ー
ぐ

ー
農

な
ら
あ
さ
み
忍

奈
良
麻
美
ち
ゃ
ん
鯰
、
ロ
ロ
／

く
と
よ
こ
さ
"
]

ょ
ひ
来
切
母
"
]

(
2歳
8

カ
月
）
ち
。
将
大
ぉ
＂
、
と
＂

＜
~
が
を
j
‘
、

ょ
よ
す
人
す
ヅ
ヽ

高
志
ち
す
で
．
ま
ジ

田
島
・
さ
ん
の
長
女

美
佐
子
、
で
娘
物
ぃ
ツ
[は
ん
な
、
思
”と

に
る
ま
い
、
ッ
、

ょ
・
，
｀
·
-
ル
，

.. 

‘
、
-
人
れ
ま
な
し
”
"
し
、

5

の
わ
が
れ
ま
”
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’
_
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‘
‘
疇
ヽ
'
.
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ニ
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J
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着
用
者
に
比
べ

か
ら
十
月
ま
で
の
高
速
道
の
死
傷
者

は
三
、
八
0
五
人
で
、
ベ
ル
ト
着
用
者
で
は

死
傷
者
二
、
三0
二
人
の
う
ち
、
死
亡
三
七

人
、
重
傷
一
九
一
人
、
未
着
用
者
で
は
一
、

五
0
三
人
の
う
ち
、
死
亡
七
四
人
、
重
傷

ニ
ー
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
十
八
年
の
制
度
ス
タ
ー
ト
以

来
据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
物
価
上
昇

を
考
え
る
と
違
反
抑
止
力
が
急
激
に
薄
れ

て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
反
則
金
の
改
正
も

の
運
転
者
の
み
対
象
と
な
っ
て
い
た
も
の
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
下
表
参
照
）

が
一
般
道
の
着
用
率
五0
％
（
替
察
庁
の
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

調
べ
）
を
超
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
拡
大
対
卍
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
著
用
義
務
違
反
者
の
行

象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
政
処
分
対
象
は
高
速
道
路
で
の
運
転
者

着
用
し
な
い
者
は
、
着
用
し
て
い
る
者
で
な
く
助
手
席
と
一
般
道
路
の
運
転
者

に
比
べ
死
亡
率
で
三
倍
、
重
傷
率
で
二
倍
助
手
席
の
前
部
座
席
が
対
象
と
な
り
助

で
あ
る
こ
と
が
デ
ー
タ
に
も
表
わ
れ
て
い
手
席
非
着
用
の
場
合
は
、
運
転
者
が
行

ま
す
。
高
速
道
路
が
対
象
と
な
っ
た
昨
年
政
処
分
一
点
が
科
さ
れ
ま
す
。

I
I
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
I
I
父
る
§
§
§
§
§
§
父
る
§
§
§
§
I
I
I
I
§
§
§
§

れ
ス
人
ど
喜

ら
に
成
な
一

め
場
。
J
に

始
動
加
せ
手

ら
運
参
伏
を

か
合
が
て
表

前
総
人
立
果

年
川
0
0
腕
結

三
根
2
r
、

と
利
約
は
ん

、
ど
ち
さ

一
日
な
た
皆

う
1
0
人
供
。

よ
月
成
子
ジ
。

え
1
0
般
、
ン
た

鍛
、
一
ど
レ
し

を
ト
・
な
ャ
ま

体
ス
員
｀
、
J
チ
い

ひ

で
テ
団
に
てと

下
力
年
つ
い横
｀

の
体
少
す
わ復

空
年
ツ
目
に

秋
壮
一
波
種
憂

た
ポ
は
五
一

体カテスト200人参加

10 月 10 8 •利根JII 運動場

ヽ"-. V ~ 

◄

テ
ス
ト
を
受
け
る

表
情
は
真
剣
そ
の
も
の

，
ュ9
·

心一
へ

マ

.. 

子
供
た
ち

►

必
死
に
が
ん
ば
る

主な道交法違反の反則金（普通車）

違反行

速度違反 25キロ以上30キロ未満

速度違反 20キロ以上25キロ未満

速度違反 15キロ以上20キロ未満

速度違反 15キロ未満、赤信号無視、整備不良、通
行区分違反

点滅信号無視、通行禁止違反

一時不停止

駐停車違反

駐車違反

交差点右左折方法違反

免許証不携帯

為

単位千円

改已
, 
6
 

7
 
5
 

口(II召禾ll62'.f 4 月］ II 施行）
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村民文化大学

トップを切って遠藤実さんが講演

村民文化大学のトップを切って作曲家・遠藤実

先生の演題「歌づくり人生」の講演が行われ、聴

講生五百人は、先生独特の笑いを入れたユーモラ

スな講話・苦労話にすっかり魅了。 2 時間近くを

有意義に過ごしました。 （中央公民館）

熱弁をふるう遠藤さん

キノコを手にするおばあちゃん

大
輪
の
野
本
茂
雄
さ
ん
宅
に
、
お
ば
け

キ
ノ
コ
出
現
。
一
一
年
前
に
芽
が
出
て
今
で

は
直
径
2
0
七
も
ほ
ど
の
大
き
さ
。
白
ぽ
く
ふ

わ
ふ
わ
し
た
も
の
。
名
称
な
ど
調
査
中
…
。

公
衆
道
徳
を
自
然
に
身
に
つ
け
よ
う
|
_
—
と
新

里
の
「
や
ろ
う
会
（
会
長1
1
堀
口
正
敏
さ
ん
）
」

の
親
子
8
0
人
ほ
ど
が
、
こ
の
ほ
ど
地
区
道
路
沿
線

の
空
缶
ひ
ろ
い
な
ど
、
2
時
間
か
け
て
環
境
美
化

奉
仕
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
（
日
曜
日
の
早

朝
） やろう会（新里）親子で空缶ひろい

レンズで見る
くまなく清掃する親子

五月の話題

救援自動車贈られる
災害救援対策などの充実を とこのほど、日赤群

馬県支部から村（明和分区）に救援自動車（72万円相

当＝日産サニーバン 1300c.c.D X) が寄贈されました。

村では、さっそく主管課である住民課に備え、有効に

活用することになりました。
’’`こl- -

▼美声を披露する菊声会の皆さん

急ピッチで進められる建設工事

完
成
待
ち
ど
お
し
い
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
碁
礎
工
事
、
く
い
打
ち
作
業
が
先
月

下
旬
頃
か
ら
始
ま
り
来
年
三
月
完
成
を
め

ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
急
ピ
ッ
チ

菊を見入る観客▼

I 

お
ば
け
キ
ノ
コ
出
現
／
．

多彩なイベントに魅了、文化祭
11 月 1 日から三日間、文化祭開催。公民館事業の各種講

座の成果発表や各愛好家（会）による自慢の芸などイベント

は多彩です。また、会場には文化協会園芸部などの愛好家

による菊も飾られ、訪ずれた人たちを魅了させました。

（中央公民館）
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新里ウイングス

斗合田ソフトクラブ

川俣愛好会

江口 B 

中谷ソフトクラブ

稲荷山イーグルス

大佐貫壮年

大明金属工業椋ソフト部

二昭友の会

江東プラスチック

江 A （三位）

スナガ R シャーク

大輪ライオンズ（三位）

梅原ソフ ト

やまうの漬物ソフト

田島ソフトボール愛好会

須賀ソフト

千津井（二位）

大佐貫ソフトクラブ

リカーズ

矢島ソフトクラブ

下昭ソフトクラブ

争
奪
リ
ー
グ
戦

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗

5
 

第 9 回村民ソフト

ボール大会結果

18 

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス

実力明和ーをかけて「村ソフトボール協会旗争奪リ

ーグ戦は 4 月から 9 月までの夜間、明中などの校庭で

行われました。 A·B ブロック別で総数18チームが参

加。結果、その栄誉に輝いたのは A ブロック＝田島‘ノ

フト愛好会（代表＝渋谷和雄さん）、 B ブロック＝日

東製器卸（代表＝桑原正さん）でした。おめでとうご

ざいました。

H
 

＼プ ヽ

` 

侵
勝
し
た
「
新
里
ウ
イ
ン
グ
ス
」
チ
ー
ム

◄

A

リ
ー
グ
侵
勝
の
「
田
島
愛
好
会
」
チ
ー
ム

圏
A
ブ
ロ
ッ
ク
（
男
）
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
位
1
1

田
口
久
夫
（
矢
島
）
•
福
島

義
雄
（
南
大
島
）
組1
1
三
勝
0
敗
▽
二
位

1
1
吉
永
清
重
（
千
津
井
）
・
村
上
昭
博

（
江
口
）
組11
ニ
勝
一
敗

圏
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
女
）
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
位
1
1
小
平
照
美
（
新
里
）
・
小
平

和
子
（
新
里
）
組1
1

三
勝
0
敗
▽
二
位
1
1

須
藤
敏
子
（
江
口
）
・
荒
木
倉
子
（
須
賀
）

組
1
1

ニ
勝
一
敗
〔
敬
称
略
〕

◄

B

リ
ー
グ
優
勝
の
「
日
東
製
器
」
チ
ー
ム

[ A

[ B

リーグ成績表〕

口
田新須や 千大 川中 江斗 勝敗 引勝 順

賀ま
車命

塁 口
ソう 津ィラ 胄合
：塁

ォ 好ムヱス 欠ロ島里 井ン 会田 数数 分点 位
ズ

田 島八、 00  • o 00  〇△ 0 7 1 1 15 1 
新 里 •|\ 0 ・ 00  00  00  7 2 14 2 
須賀ソフト •• I¥ 00  00  00  O 7 2 14 3 
やまう潰物 00  •\ •o •o 00  6 3 12 4 
千津井 .. •o I¥ • 0 00  O 5 4 10 5 
克ォン雙 .. •• ol¥ 00  0 ・ 4 5 8 6 
川俣愛好会 .. • 0 •• ‘‘、、 0 • 0 3 5 1 7 7 

1 江中口愛好会谷 •• •• •• . 八 0 O 2 7 4 8 
•• .. •• 乙. ""' 0 1 6 2 4 9 

斗合田 .. •• •o ••• \ 1 8 210 

〇（勝）勝点 2 ●（敗）勝点 0 △（引分け）勝点 1

リーグ成績表〕

第
2

回
村
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
結
果

\ 
日上 リニ イ梅 スス 勝敗 引滅 勝順

:衣•江 ヵ昭友 I タナグ
)~ ; g ）レ剖黒 ス原 ズシ 数数 八刀 、占' ‘ ‘ 点位

日東製器 \ 00  00  00  • 6 0 1 13 1 
上 江 黒• \ 00  00  00  6 1 12 2 
リカーズ •• \ o • 00  0 4 2 1 9 3 
二昭友の会 •• ｷI¥ 00  00  4 3 8 4 
明和イーグルス •• •• I¥¥ • o 0 2 5 I 4 6 

梅 原・ •• • 0 ｷI¥ • • 1 4 2 4 5 

スターズ .. • • • • 八 0 1 4 2 4 7 
スナガR シャーク • • .. • • •I\ 0 5 2 4 0 8 

〇（勝）勝点 2 ●（敗）勝点 0 △（引分け）勝点 1

/] 

ス
ポ
ー
ツ
結
果

ス
ポ
ー
ツ
結
果

ス
ポ
ー
ツ
結
果

\ 
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調
停
相
談
会

無
料
・
秘
密
厳
守

館
林
調
停
協
会
主
催
の
「
調
停
相
談
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

弁
護
士
・
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
か
ら
家
・
土
地
・

金
銭
の
貸
借
家
庭
内
の
も
め
ご
と
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

＊
日
時
1
1
1
1
月2
1日
②
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
3
時
ま
で

＊
会
場
1
1
六
郷
公
民
館
（
旧
邑
楽
会
館
）

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
館
林
簡
易
裁

判
所

(
6⑫
3
0
1
1
)
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

田

昭和62年度
保育園児募集

受
付
は

1
1月
2
9
8ま
で

明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

主
催
に
よ
る
「
福
祉
バ
ザ
ー
」
が
、
今
年

も
十
一
月
二
十
三
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
バ
ザ
ー
、
市
価
の
半
値
以
ド
と
あ

っ
て
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
皆
様
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
日
用
品

な
ど
の
ご
協
力
（
寄
付
）
を
い
た
だ
き
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
た
ま
も

の
で
す
。
今
年
も
、
そ
の
品
物
の
ご
寄
付

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

村
で
は
、
次
の
内
容
で
昭
和
6
2年
度
の

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

＊
入
園
資
格

村
内
在
住
で
、
母
親
が
働
い
て
い
た
り
、

小
さ
な
愛
を

大
き
な
福
祉
に

福
祉
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を

ご
協
力
を
申
し
上
げ
ま
す
。

バ
ザ
ー
の
売
上
金
は
、
全
額
を
村
福
祉

協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

＊
寄
付
を
お
願
い
す
る
も
の

衣
類
、
手
芸
品
、
日
用
品
、
野
菜
、
食

品
、
草
花
、
果
物
…
…
な
ど

＊
寄
付
方
法
1
1
ご
寄
付
申
込
み
書
を
、
行

政
区
単
位
で
回
覧
い
た
し
ま
す
の
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

＊
搬
出
方
法
1
1
1
1
月
2
1日
ま
で
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
預
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

＊
販
売
日
時
1
1
1
1
月
2
3
日
午
前
1
0
時

＊
会
場
1
1
中
央
公
民
館

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
、
村
社
会
福

祉
協
議
会
(
6
闘
3
1
1
1
)
へ

病
気
な
ど
で
幼
児
の
保
育
に
当
た
れ
ず
、

外
に
も
保
育
に
当
た
れ
る
者
が
な
く
、
家

庭
で
の
保
育
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世

帯
の
幼
児
な
ど

＊
募
集
受
付
期
間

昭
和
6
1年
1
1月
1
0日
1
1
1月
2
9日

＊
募
集
人
員

0

東
保
育
園
…
…
…

9
0名

0

中
央
保
育
園
…
…
…
9
0名

0

西
保
育
園
…
…
…

9
0名

＊
募
集
対
象
者

就
学
前
の
幼
児

＊
申
請
方
法
・
申
請
先

役
場
住
民
課
に
備
え
て
あ
る
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、
役
場
住
民

課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
同
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

氏
名
保
護
者

渡
邊
真
依
子
肇

矢
之
貴
玲
奈
健
司

石
倉
麻
裕
美
利
昭

玉
井
佑
一
智
幸

（予定）

長長長二続
男女女女柄

矢川江矢地
島俣口島区

況知編％悶

＂
ー
お
め
で
た

1
1

汀己

凸
｀
へ
＜
ぐ
・
升

今
め
＼
ズ

文化の日

（敬称略）

東
部
児
童
館

明
和
村
役
場

明
和
農
協
第
一

今
月
の
納
税

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産
税
四

期
、
個
人
事
業
税
二
期
、
国
民
年
金

水
道
料
で
す
。

2
5日

2
6日

2
7日

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
死
亡
目
日

新
井
は
な

8
1
富
一
江
口
男

須
藤
銀
次
郎

7
3
順
一
入
ケ
谷
睾

1
1

お
く
や
み

1
1

大
津
晴
紀
信
裕

松
本
庸
康
利
一

長
男

二
男

矢
島
％

須
賀
堺

11 月

11 日

20 日

23 日

ク

村

26 日

27 日

30 日

12月

7 日

の ＿
つ
ご

村民文化大学

き

（矢野寿

男先生）

農業委員会

消防秋季点検

催）

ボランティア福祉バザ

（組合主

献血（保健センター）

村民文化大学（伊集院

礼子先生） ＝最終回

危険物収集（金属）

危険物収集（ガラス・

セトモノ・乾電池）
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＝＝可

演
奏
会
で
深
ま
る
秋
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

＊チケットは、最寄りの有名書店、楽

器店でお求めください。詳細は館林教

育委員会（云72- 4 1 1 1) におたず

ねください。

(8 4) -4626 

〇卓球大会参加者募集 0

＊対象＝明和村在住・在勤の人（小学生の部・

中学生の部・一般の部）

＊期日＝ 12 月 7 日（日）

＊会場＝社会体育館

＊申込み＝11 月 30 日までに社会体育館へ

0

日
時
1
1
月
2
0
日
受
付
1
1
午

前
9
時
3
0
分1
1
0時
3
0
分
、
1
2
月

2

日
受
付
1
1

午
後
1

時
1
2

時

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診
(
1
1
月
認
日
）

妊
婦
健
診
(
1
1
月

2
0
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
1
2

時
ま
で
。

健
康
相
談

. （
毎
月
実
施
）
』゜ ゜ 貪士易 日

ヽ

所 時

は役＼ 11
ヽ

場午月

足一会後 17
議」二← 3 日
至時 し

でま 午前 と
10 贋時

゜ ゜士易 日 年
所 時

館 I 12 金

I 
後午月

悶3 日4 相
で午前 談
10 
時

゜ ゜場 日
交

所 時通

賃＼甘事
市午後 13 故

塁民室 悶で3 午前日 相
10 談
時

交
通
事
故
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
は
、

さ
っ
そ
く
相
手
の
運
転
者
を
調
べ
た
が
、

そ
の
後
、
相
手
を
裁
判
に
も
か
け
ず
、
処

罰
も
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
、
な
っ
と
く
で
き
な
い
と
不
満
を
持

た
れ
て
い
る
人
な
ど
の
た
め
に
「
検
察
審

査
会
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
に

か
ぎ
ら
ず
詐
欺
、
傷
害
、
脅
迫
な
ど
の
犯

罪
で
被
害
を
う
け
た
人
も
同
様
で
す
。

昨
年
末
の
臨
時
国
会
で
、
地
代
家
賃
統

制
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
地
代
家
賃
統

制
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

今
年
い
つ
ば
い
で
廃
止

「
泣
き
寝
入
り
は
ご
め
ん
だ
」

検
察
審
査
会
制
度

c
 

こ
の
よ
う
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「
検
察
審
査
会
」
は
、
前
橋
地
方
裁
判

所
太
田
支
部
内
6
⑮
7
7
5
1

に
あ
り
ま

す
。
問
合
せ
は
同
支
部
へ

地
代
家
賃
統
制
令

し
た
。こ

れ
は
戦
後
の
著
し
い
住
宅
難
を
背
景

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
で
は
住
宅

事
情
等
も
改
善
さ
れ
統
制
を
継
続
す
る
必

要
性
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

対
象
範
囲
が
昭
和
二
十
五
年
七
月
十
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
延
面
積
九
十
九
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
の
住
宅
及
び
、
そ
の
敷
地
に

限
ら
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
対
象
範
囲
が

少
な
い
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。
―

く
わ
し
く
は
、
県
土
木
部
建
築
課
(
6

0
2
7
2
四
1
1
1
1内
線
3
4
3
2
)

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

過
日
、
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
会
（
代

表
1
1

黒
沢
政
彦
）
」
主
催
に
よ
り
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
ザ
・
結
婚
」
公
演
の
興
行
を

行
っ
た
際
、
村
民
各
位
及
び
各
種
団
体
の

皆
様
に
は
絶
大
な
る
ご
協
力
い
た
だ
き
盛

況
の
内
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
一
同
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

売
上
金
の
一
部
を
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
会
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ヽ寸
二 1 歳6カ月健診 乙困リオ生ワクチン投与 こ：糖尿病予防教室

,: 
象＝昭和60年 3 月～5

月の間に生まれた児

日＝11 月 18 日。午後1

時～ 2 時まで受付

所＝保健センター

対

期

場

象＝昭和60年 8 月～61

年 7 月の間に生まれた児

日＝11 月 28 日 午後 1

時～ 2 時まで受付

所＝保健センター

※ 2 回すんでない児は 4 歳

未満に限り受けられます。

こ属血圧予防教室

対象＝村民希望者 ｛対象＝村民希望者

期日＝1 1 月 18 日・ 12 月 23 i期日＝1 1 月 26 日・ 12月
日・ 1 月 21 日・ 2 月 27 日i 16 日・ 1 月 26 日・ 2 月
の 4 回 : 25 日の 4 回
場所＝保健センター ：場所＝保健センター

内 容＝医師講話、栄養士i内 容＝講話、運動指導
講話、減塩食調理実習など！ビデオ上映、調理実習など

※諸事情により期日等が変i※諸事情により期日等が
わる場合もあります。 変わる場合もあります。

※くわしくは、保健課におたずねください。
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口 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽和千代・ 板地田倉区
日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科

11 月 16 日
浜野医院大神医院 大石医院合（74)2362 寺内医院 井上医院

曜 合 (88) 5678 合 (62)2200 堀越医院云（73)4151 云（72)3031 合 (82)1131 

11 月 23 日
白沢医院川田閣医院 礫川堂医院 小西医院

当 云（72)1600 云（72)3314 増田医院ff(72) 1387 云（74)0184 合 (86)2261 

11 月 30 日
落合医院原医院 田内医院合（72)3855 永寿堂医院 石山医院

番
合 (72)3160 ff (72) 1936 須田医院合（72)0862 云（72)4469 云（82)0103

12 月 7 日
根岸医院川田医院 多々良診療所合（72)3060 海宝医院 館林地区が
合（72)3262 合（72)3724 大塚医院合（72)0176 合 (74)0811 担当します

医
古屋（恒）医院後藤剛医院 津久井医院 竹越医院

12月 14 日
合 (63) 6161 云（72)3975 後藤園医院合（72)3975 合 (72)3316 合 (84)3137 

そ

純殻峰鯰騨鵡砂0綺

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
会1
1
会
員
3
5人

1
1

代
表
、
黒
沢
政
彦
さ
ん
」
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
ザ
・
結
婚
」
公
演
の
興
行
売
上

金
の
一
部
十
万
円
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

稲
穂
が
頭
を
た
れ
る
こ
ろ
、
村
民
体
育

祭
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
「
今
年
の
優
勝

は
？
、
今
年
も
最
多
優
勝
の
実
績
を
誇
る

梅
原
か
、
そ
れ
と
も
5
7
1
5
9
年
の
三
連
覇

実
績
を
も
つ
、
わ
が
新
里
か
？
」
な
ど
話

題
は
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
の
体
育
祭
は
1
0月

優
勝
旗
を
手
に
す
る

新
里
区
長
の
瀬
下
恒
男
さ
ん

1
9日
、
秋
空
の
下
、
明
中
校
庭
で
開
か
れ

ま
し
た
。

1
6地
区
の
選
手
た
ち
が
健
脚
に

力
自
慢
に
火
花
を
ち
ら
し
ま
す
。
ど
の
選

手
も
熱
い
声
援
を
う
け
て
力
走
。
観
戦
し

て
い
て
も
力
が
入
り
ま
す
。

一
方
、
区
の
責
任
者
と
し
て
選
手
選
定

たちかわとしゆきくん
（幼稚園児）

10月の

`―--"．口。

救急車出動回数
•交通事故 2 件
●急病 3 件

•その他 1 件

•計 6 件

美術館

/‘‘ 

さいた
いまの広
゜す作報

(84) ゜品係
3 ごをで
1 出募は
1 品集‘
1 くしあ
ヘだてな
¥ J 

（
幼
稚
園
児
）

※
二
作
品
と
も
切
り
絵
で
す

も
悩
み
の
―
つ
で
す
。
わ
が
新
里
地
区

は
再
―
―
-
、
役
員
会
を
開
き
夜
遅
く
ま
で

議
論
検
討
を
重
ね
ベ
ス
ト
の
選
手
名
簿

を
作
成
。
昨
年
の
雪
辱
を
と
選
考

に
も
熟
が
入
り
ま
し
た
。
競
技
が
進
む

に
つ
れ
、
各
選
手
の
健
闘
の
お
か
げ
で

中
盤
で
上
位
ラ
ン
ク
。
こ
の
こ
ろ
に
な

る
と
「
よ
し
／
．
手
ご
た
え
十
分
だ
」
と

思
う
と
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
幸

い
に
し
て
、
選
手
、
区
民
一
丸
と
な
っ

た
が
ん
ば
り
が
実
を
結
び
最
終
種
目
を

待
た
ず
に
新
里
地
区
の
優
勝
が
決
定
。

「
わ
あ
／
．
」
と
い
う
区
民
の
歓
声
。
私

に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
感
激
の
一
瞬
で
し

た
。
ま
た
、
胴
上
げ
ま
で
さ
せ
て
い
た

だ
き
感
慨
無
量
で
す
。
役
員
、
区
民
の

皆
さ
ん
ぉ
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

文
・
題
字
と
も
瀬
下
さ
ん
で
す
。

あ
べ
と
も
こ
ち
ゃ
ん

の
作
品

⑥
 
祠箪這根

の
垣
根
の
曲
が
り
角
、
た
き
火

だ
た
き
火
だ
落
葉
た
き
、
あ
た
ろ
う
か
あ

た
ろ
う
よ
、
北
風
ピ
ー
プ
ー
吹
い
て
い
る
ク

落
葉
と
い
う
と
、
幼
い
日
に
口
ず
さ
ん

だ
こ
ん
な
歌
を
思
い
だ
す
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
も
っ
と
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
紅

葉
を
た
い
て
酒
を
あ
た
た
め
る
、
と
い
う

風
習
も
あ
り
ま
す
。
細
長
い
日
本
列
島
の

こ
と
ゆ
え
、
も
う
と
っ
く
に
紅
葉
が
終
わ

っ
て
、
葉
が
散
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
れ
ば
、
ま
だ
紅
葉
が
始
ま
ら
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
落
葉
は
も
の
の
あ
わ
れ
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。

で
も
、
昔
と
違
っ
て
、
最
近
は
落
葉
で

た
き
火
を
し
て
あ
た
っ
り
、
そ
の
中
で

焼
き
イ
モ
を
焼
い
て
楽
し
む
こ
と
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

こ
と
に
都
市
化
し
た
地
域
で
は
、
う
っ

か
り
た
き
火
を
し
た
り
す
る
と
、
消
防
車

が
飛
ん
で
来
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま

す
。
火
災
と
間
違
う
よ
う
な
煙
、
ま
た
は

大
き
な
炎
を
発
す
る
行
為
は
あ
ら
か
じ
め

消
防
署
な
ど
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
決
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
た
き
火
は
、
た
ば
こ

の
火
、
コ
ン
ロ
の
火
を
抑
え
て
、
火
災
発

生
原
因
の
一
位
に
な
っ
て
い
ま
す
、
一
人

ひ
と
り
が
主
役
に
な
っ
て
注
意
し
ま
し
ょ

゜

二
つ

落

葉
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（株）イシカワテザイン

消火活動はガ全
館林地区消防組合「秋季点検」

11 月26日から12月 2 日まで秋季全国尖災予防運動が展開され

ました。館林地区消防組合でも「秋季点検」を行い、消防ポン

プをはじめ、消火活動に必要な機具、機材の点検と団員の服装

チェックなど志気高揚を図りました。組合管内各市町村長、団

員ら約八百人が参加。村婦人消防隊員も特別参加。分列行進や

ポンプ操法、消火・救出訓練などで気を引締めました。

\ \ 

` 、、

ヤ.. 
ヽ

4

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
る
救
出
訓
練

ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
す
る
団
員
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⑱0人聟ぐ砂四芍

村民すべてが、ボランティア活動…。

“ボランティア福祉バザー'’

いらっしゃい格安ですよ．／

賞
物
数
制
限

99999999999999999999

• 

「
あ
な
た
も
、
わ
た
し
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
…
…
」
…
…
の
発
ー

想
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催
の
一

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
バ
ザ
ー
」
は
十
一
月
二
十
三
日
、
中
央
公
一

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
五
回
目
。
一

こ
の
時
期
に
な
る
と
「
今
年
は
、
と
ん
な
も
の
が
出
品
さ
れ
る
一

か
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
」
と
話
題
に
の
ほ
り
ま
す
。
す
っ
か
り
村
一

民
の
間
に
定
着
し
た
福
祉
バ
ザ
ー
、
今
年
も
約
六
百
人
が
く
り
出
一

し
ま
し
た
。
会
場
四
百
平
方
ぃ
い
ほ
と
の
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
は
一

と
こ
ろ
狭
し
と
二
、
二
＿
三
点
が
展
示
さ
れ
半
日
買
物
客
で
に
ぎ
一

わ
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
応
対
に
大
忙
し
で
し
た
。
一

＿
人
二
点
ま
で

十
時
開
場
一
時
間
前
に
は
、
二
百
人
ほ

ど
の
長
蛇
の
列
が
で
き
、
入
場
整
理
券
を

発
行
す
る
な
ど
関
係
者
は
大
わ
ら
わ
。

会
場
に
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
い
た
だ
い

た
衣
料
品
、
手
芸
品
、
日
用
雑
貨
品
、
そ

れ
に
大
根
、
白
さ
い
、
柿
な
ど
野
菜
、
果

物
類
を
含
め
二
、
ニ
―
三
点
の
品
物
が
展

示
。市

価
の
半
値
以
下
の
超
格
安
で
即
売
さ

いいの見つけましたね…

れ
る
た
め
、
村
内
の
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
最
近
で
は
近
隣
市
町
村
へ
も
ロ
コ
ミ
で

伝
わ
り
、
村
外
の
人
も
多
数
訪
れ
ま
す
。

こ
の
日
も
主
婦
を
中
心
に
六
百
人
ほ
ど

く
り
出
し
一
人
二
点
ま
で
と
購
入
制
限
が

と
ら
れ
「
も
っ
と
買
い
た
い
の
に
残
念
ね
」

と
、
く
や
む
声
も
。
「
で
き
る
だ
け
た
＜

さ
ん
の
人
に
買
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
ー
」

と
関
係
者
は
話
し
ま
す
。

開
場
二
時
間
ほ
ど
で
大
部
分
が
売
り
切

れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。
福
祉
バ
ザ
ー
は
今

年
も
大
成
功
で
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

もちきれなしヽよ・・・・・・．I

売上金を寄付するボラ
ンティアの役員さん
.... （右側三人）
l 

▲真剣に見入る買物客

どれがし‘しヽかしら・・・・・·。

しめて？円のお買上げ．I
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村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催
で

行
わ
れ
た
「
第
五
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉

バ
ザ
ー
」
は
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
。

「
今
年
は
ど
ん
な
も
の
が
出
品
さ
れ
る
の
だ

だ
ろ
う
…
…
」
な
ど
待
ち
ど
お
し
い
声
が

各
地
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
人
出
、
売
上

額
と
も
に
好
調
で
ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ
。
特

に
今
回
は
値
段
を
思
い
切
っ
て
下
げ
で

福
祉
協
議
会
に
全
額
寄
付

き
る
限
り
多
く
の
人
に
買
っ
て
い
た
だ
＜

よ
う
配
慮
さ
れ
、
例
え
ば
、
新
品
の
ガ
ラ

ス
製
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
が
五
点
セ
ッ
ト
で

三
百
円
、
大
根
三
本
百
五
十
円
と
い
っ
た

具
合
い
で
す
。

今
回
の
売
上
げ
金
は
、
す
べ
て
村
社
会

福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
、

主
に
寝
た
き
り
老
人
や
身
体
の
不
自
由
な

人
た
ち
の
在
宅
・
施
設
慰
問
な
ど
の
。
フ
レ

ゼ
ン
ト
用
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

売
上
げ
額
は
、
し
め
て
六
二
万
三
、
七

二
五
円
、
売
上
げ
点
数
二
、
ニ
―
三
点
で
し
た
。

〔年度別バザー売上げ等推移〕

売
上
げ
額
は

6
2万
円
余

回数

第1回

年度

57年度

出 ロロ
世帯数

743 

出品数 1 売上点数

1,678 1,722 

売上金額

486,26間

第2回 58年度 914 1,326 2,206 525,435 

第3回

第4回

59年度

60年度

1,010 

1,128 

1,272 

1,604 

2,223 

2,189 

717,910 

635,330 

第5回 61年度 1,094 1,309 2,213 623,725 

※出品世帯数＝事業所も含む

買物客でごったがえすバザー会場
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御霊に追悼
息fよ安らかに

戦
後
、
四
十
一
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
日
本
は
め

ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
繁
栄

と
平
和
の
陰
に
は
祖
国
の
た
め
若
く
し
て
命
を
捧
げ
た
多

く
の
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。
村
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、
こ
れ
等
の

み
た
ま

趣
旨
か
ら
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
と
、
ご

遺
族
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
戦
没
者
追
悼
式
を
行
っ
て
い

ま
す
。
（
こ
の
追
悼
式
は
宗
教
、
宗
派
を
超
越
し
た
性
格
の
も
と
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
）

菊の花をささげるご遺族

昭
和
六
十
一
年
度
明
和
村
戦
没
者
追
悼

式
は
、
十
一
月
七
日
、
中
央
公
民
館
講
堂

で
ご
遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
お
よ
そ
六
百

人
が
参
列
し
て
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。村

で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、
先
の
大
戦

で
祖
国
の
繁
栄
と
同
胞
の
安
泰
を
念
じ
若

き
命
を
捧
げ
た
英
霊
に
対
し
て
追
悼
の
意

を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
村
出
身
の
戦
没
者

み
た
ま

は
三
百
余
柱
の
御
霊
。
ご
遺
族
は
二
百
七

十
五
世
帯
と
全
世
帯
の
一O
·
八
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
「
明
和
村
載
没
者
の
霊
」
と
記

さ
れ
た
古
向
さ
二2
ぃ
‘
幅
八
0
名
ほ
ど
の
墓

標
、
そ
の
周
辺
に
は
約
八
百
本
の
菊
の
花

が
飾
ら
れ
載
争
の
い
た
で
を
物
語
る
か
の

よ
う
に
し
っ
と
り
と
式
壇
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。式

は
助
役
の
「
開
会
の
こ
と
ば
」
で
始

ま
り
館
林
地
区
消
防
組
合
音
楽
隊
の
演
奏

を
バ
ッ
ク
に
参
列
者
全
員
で
国
歌
斉
唱
、

一
分
間
の
黙
と
う
。
静
ま
り
か
え
り
整
然

と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
村
長
の
式
辞
、
県

知
事
、
村
議
会
議
長
、
遺
族
会
長
の
「
追

悼
の
こ
と
ば
」
が
順
次
行
わ
れ
る
と
、
参
一

列
者
の
間
か
ら
目
頭
を
お
さ
え
る
姿
が
随

所
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
全
員
が
一
人
ひ
と
り
ご

霊
前
に
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
の
想
い

を
胸
中
に
菊
一
輪
の
献
花
を
行
い
厳
粛
の

う
ち
に
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

し
め
や
か
に
六
百
人

英
霊
に
追
悼

衝
文
化
協
会
園
芸
部
の
部

〔
〕
は
仕
立
方

て
特
選
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
）

1
1
関

本
宗
市
〔
厚
物
三
本
立
〕
▼
最
優
等
（
村

長
賞
）
1
1
石
崎
シ
ズ
了
同
（
文
化
協
会
長

賞
）
1
1和
田
実
〔
細
物
三
本
立
〕
▼
同
（

村
議
長
賞
）1
1
坂
上
新
一
▼
同
（
明
和
農

協
長
賞
）1
1
岡
安
長
吉
▼
同
（
千
江
田
農

協
長
賞
）1
1
福
島
鹿
之
助
▼
同
（
村
商
工

会
長
賞
）
1
1
島
田
彦
一
〔
以
上
厚
物
三
本
立
〕

了
同
（
村
教
育
長
賞
）11
吉
野
く
に
〔
福

助
〕
▼
同
（
園
芸
部
長
賞
）
1
1

新
井
己
一

〔
盆
栽
〕
▼
優
等11
関
本
宗
市
（
二
点
入

賞
）
、
香
山
寅
雄
、
松
本
静
一
、
吉
永
年

雄
〔
以
上
厚
物
三
本
立
〕
、
村
田
貞
次
〔

細
物
三
本
立
〕
、
関
本
宗
市
〔
福
助
〕
、

吉
永
年
雄
〔
盆
栽
〕
、
▼
一
等1
1

野
口
今

朝
雄
、
坂
上
新
一
、
松
本
静
一
、
島
田
彦

一
（
二
点
入
賞
）
、
八
千
代
宗
助
〔
以
上

厚
物
三
本
立
〕
、
田
口
千
代
〔
細
物
三
本

立
〕
、
門
間
と
よ
、
吉
永
年
雄
〔
以
上
福

者

11 月 1 • 2 • 3 日の三日間文化祭が開

かれ、これと併せて菊花大会（文化協会

主催）も行われ、訪れた人たちを魅了さ

せました。その表彰式がこのほど行われ

次の人が入賞されました。（出品数＝ 306

点）



(5) 第303号 広 報 め い わ 昭和61年12月 10 日

十
一
月
二
十
五
日
、
第
二
回
村
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
（
会
期
一
日
）

こ
の
議
会
で
は
、
島
田
誠
司
議
員
か
ら

提
出
（
賛
同
者
1
1

小
平
喜
章
、
斎
藤
憲
、

泉
田
和
作
の
三
氏
）
さ
れ
た
、
「
森
林
・

河
川
緊
急
整
備
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見

書
」
に
つ
い
て
の
議
案
一
件
を
審
議
。
そ

の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
、
自
由
民
主
党

税
制
調
査
会
長
、
山
中
貞
則
ほ
か
三
十
一

名
あ
て
明
和
村
議
会
と
し
て
要
望
し
ま
し

た
。
要
望
趣
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
森
林
•
河
川
緊
急
整
備
税
の
創
設
に

関
す
る
意
見
書
」
を
審
議

＿
第2
回
臨
時
村
議
会
開
か
れ
る

〔
要
望
書
要
旨
〕

近
年
、
河
川
地
域
の
開
発
が
進
む
反
面

河
川
の
整
備
の
立
ち
遅
れ
は
著
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
「
豊
か
で
き
れ
い
な
水
が

流
れ
親
し
み
の
あ
る
美
し
い
川
」
を
再
生

す
る
こ
と
は
、
国
民
が
最
も
強
く
望
む
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
る
に
、
こ
こ
数

年
間
に
わ
た
る
抑
制
予
算
に
よ
り
こ
の
よ

う
な
国
民
的
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
現
状
に
あ
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
治
水
事
業
に
係
る
諸
施
策
を
充

実
し
、
新
た
な
国
民
的
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
農
業
用
水
及
び
上
水
道
の
小
口
使

用
者
を
除
い
た
治
水
特
定
財
源
（
「
森
林
、

河
川
緊
急
整
備
税
」
の
創
設
）
の
確
保
を

図
り
、
も
っ
て
河
川
水
量
の
維
持
、
水
質

の
保
全
、
河
川
の
整
備
等
の
広
範
な
河
川

事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
要

望
し
ま
す
。

I I 

ー百
I I I 

「戦没者追悼式」

~ 

戦
没
者
英
霊
三
百
余
柱
の
ご
霊
前
に
謹

ん
で
追
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。
想
え
ば
祖

国
の
危
急
に
際
し
勇
躍
故
郷
を
あ
と
に
、

ひ
た
す
ら
祖
国
の
繁
栄
と
同
胞
の
安
泰
を

念
じ
つ
つ
若
き
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
永
遠
に
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
悲
し
み
で
あ
り
痛
恨
の

窮
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
愛
の
肉
親
を
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
ご
遺
族
の
心
情
を
拝
察
い
た
し
ま
す
と

き
お
慰
め
の
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
戦

で
き
な
い
痛
恨
の
窮
み

戦
争
は
忘
れ
る
こ
と
の

関 本
南

さん

大

(64歳）

島

「菊栽培は人間と同じで真心

をもって接すれば、かならずい

いものがつくれますよ。菊は

ミ村の花ミでもありますし、み

ていると心が和みますね……」

と特選の喜びを語る関本さん。

心
が
和
む
菊
栽
培

関
本
宗
市
さ
ん
特
選

後
わ
が
国
は
、
敗
戦
の
中
か
ら
立
ち
上
が

り
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
わ
が
明
和
村
も
村
民
こ
ぞ
っ
て
明
る

く
豊
か
な
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
邁
進
し

平
和
な
村
と
し
て
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
ひ
と
え
に
、
戦
没

者
英
霊
の
ご
加
護
と
ご
遺
族
の
皆
様
よ
り

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
支
援
と
ご
協
力
の
た

ま
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
心
を
新
た
に
一
万
余
の
村
民

の
幸
福
を
願
っ
て
、
そ
の
福
祉
の
増
進
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
、
こ
こ
に
固
く
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

み
d

ま

こ
の
上
は
戦
没
者
各
位
の
御
霊
が
と
こ

し
え
に
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈
り
今
後

と
も
、
わ
が
郷
土
明
和
村
を
お
守
り
く
だ

さ
い
ま
す
こ
と
を
念
じ
式
辞
と
い
た
し
ま

す
。

助
〕
、
野
口
今
朝
雄
〔
盆
栽
〕
、
マ
一
等

1
1
折
原
つ
や
（
三
点
入
賞
）
、
吉
永
年
雄
、

福
島
鹿
之
助
、
折
原
正
蔵
、
鯉
沼
利
三
郎

（
二
点
入
賞
）
、
〔
以
上
厚
物
三
本
立
〕

森
尻
正
己
〔
厚
物
五
本
立
〕
、
門
間
と
よ

〔
細
物
三
本
立
〕
、
野
口
今
朝
雄
、
門
間

と
よ
〔
以
上
福
助
〕
、
恩
田
万
吉
〔
盆
栽
〕

マ
ニ
等
1
1
門
間
と
よ
、
立
川
扶
美
、
吉
永

行
雄
（
三
点
入
賞
）
、
和
田
実
、
吉
永
福

一
、
福
島
鹿
之
助
、
折
原
正
蔵
、
鯉
沼
み

さ
を
、
須
加
辰
五
郎
（
二
点
入
賞
）
、
田

口
千
代
〔
以
上
厚
物
三
本
立
〕
、
松
本
静

一
、
吉
永
年
雄
〔
以
上
細
物
三
本
立
〕
、

門
間
と
よ
、
吉
永
行
雄
、
吉
野
く
に
、
田

口
千
代
〔
以
上
福
助
〕
、
野
口
今
朝
雄
〔

盆
栽
〕

圏
成
人
講
座
（
園
芸
教
室
）
の
部
1
1
自
由

花
の
部

▼
特
選
1
1

小
菅
美
津
▼
最
優
等1
1

和
田

い
と
▼
優
等1
1

石
村
み
や
▼
一
等
1
1

松
本

静
一
）
一
等
1
1

石
崎
シ
ズ
マ
ニ
等
1
1

新
井

繁
二
郎

圏
同
1
1
泉
郷
春
海
の
部

▼
特
選
1
1

松
本
静
一
▼
最
優
等1
1

小
菅

美
津
▼
優
等
1
1

石
崎
シ
ズ

〇
老
人
会
の
部
1
1

大
輪
の
部

▼
特
選
1
1

和
田
い
と
▼
最
優
等
1
1

本
沢

神
次
▼
優
等
1
1

田
口
千
代
▼
一
等
1
1

佐
藤

敏
夫
）
一
等
1
1

園
田
参
次
郎
マ
ニ
等
1
1

鯉

沼
み
さ
お

圏
同
1
1
小
菊
の
部
（
ポ
ッ
ト
マ
ム
）

▼
特
選
1
1

吉
永
行
雄
▼
最
優
等1
1

吉
永

キ
ミ
▼
優
等
1
1

高
橋
操
▼
一
等
1
1

斉
藤
千

枝
子
▼
二
等
1
1

斉
藤
忠
直
マ
ニ
等
1
1

佐
藤

し
ち
〔
文
中
敬
称
略
]
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和田さん (?9歳）

＝上江黒＝

青山さん (?6歳）

＝下江黒＝

昭
和
四
十
八
年
か
ら
現
在
ま
で
、
明
和

村
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
長
年
、
公
正

な
人
事
行
政
の
確
立
に
尽
力
、
地
方
公
共

団
体
行
政
の
民
主
的
、
能
率
的
な
運
営
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

過
日
行
わ
れ
た
、
第
3
8回
衆
議
院
議
員

選
挙
及
び
第
1
4回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

に
お
い
て
、
明
る
い
選
挙
啓
発
活
動
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
選
挙
執
行
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
賓
さ
ん

0
自
治
大
臣
表
彰

0
自
治
大
臣
表
彰

己
各
氏
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
長
年

に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。青

山
喜
市
郎
さ
ん

,—i—-—-—-—-—-—-—-—-—-—-—--------------------------------------------------------------——--—-—-—-——--_ _―-―一一，

: : スロー
ガンミ無事故で年越し ,' 

明るい年始ミ : 
ｷ----------------------------------------------------------------------------

9—-----------------------------------------------------------------------------l 

年末・年始県民総くるみ交通安全運動 12.10~62.1. 9 

必.,守ろう
6つのポイント．9

主唱
群馬県交通対策協謙会

市町村交通対策協謙会

飲酒運転は絶対だめ．I

玄運動重点事項

＊飲酒・無謀運転の防止

＊歩行者、特にお年寄りの交

通事故防止

＊積雪・凍結時の交通事故防

止

＊シートベルト・ヘルメットの

正しい着用の徹底

乙
＝
＝
＝
＝
＝
―
―
―
―
-
=
=
=
-
―
―
―
-
=
=
=
=
-
=
=
-
=
-
―
―
-
=
=
-
―
―
-
=
=
-
=
=
I
U
、

吻
爪』
ぼ
く
の
夢
[

1

,

 ? I

I

C

1

 

《
わ
た
し
の
夢
[

I

I

 

V

I

I

I

 

ミ
l
―
―
―
-
=
=
=
=
=
-
=
=
-
=
-
-
l
=
=
―
一
三
一
＿
＿
＿
―
-
三
＿
―
-
—
＿
=
-
I
-
=
=
-
―
―
多

行きずりの子供たちに
ききました。大きくなったら…

（東小校庭にて・放課後）

ならはらまことくん

小学生・千津井

うしくぼやすのりくん
小学生・上江黒

こばやしかずひろくん
小学生・千津井

もりはらたけしくん

小学生・上江黒

す
も
う
と
り
に
な
っ
て
、
こ
く
ぎ

か
ん
で
お
す
も
う
を
と
り
た
い
。

か
ら
だ
も
大
き
い
し
、
ち
か
ら
も

あ
る
の
で
じ
し
ん
が
あ
る
。

や
き
ゅ
う
の
せ
ん
し
ゅ
に
な
っ
て

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
え
が
わ
せ
ん
し
ゅ

の
ボ
ー
ル
を
う
っ
て
み
た
い
。
や
き

ゅ
う
が
大
好
き
。

す
い
え
い
の
せ
ん
し
ゅ
に
な
っ
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
し
ゅ
つ
じ
ょ
う
し

た
い
。
と
く
い
だ
し
、
か
ら
だ
が
じ

ょ
う
ぶ
に
な
る
か
ら
。

”
無
事
故
で
年
越
し
、
明
る
い
年
始
＂
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
今
月
十
日
か
ら
来
年
一
月
九
日
ま
で
の

三
十
一
日
間
、
「
年
末
・
年
始
県
民
総
ぐ
る
み
交

通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
年
末
・
年
始

は
、
人
と
車
の
動
き
が
活
発
化
し
、
ま
た
、
忘
年

会
・
新
年
会
で
の
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
る
時
期

で
す
。
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
で
明
る
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

サ
ッ
カ
ー
の
せ
ん
し
ゅ
に
な
っ
て

テ
レ
ビ
に
で
た
い
。
そ
し
て
、
お
と

も
だ
ち
に
キ
ッ
ク
の
し
か
た
な
ど
を

お
し
え
て
あ
げ
た
い
。



(7) 昭和61年12月 10 日 広 報 め い わ 第303号

声
・
一.. ‘‘·` 

... ‘
:
4
·
、

.. :.] 

.. 、
.
：
｀
一.... 
:: 

.. 
：
：
·
-
·
ヽ

.. 
勺
｀
｀
•
：
:
`
]

.... :

4

 .... ]
.
、
4
·
`
‘
ビ
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；
亙
茨
．
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ふ
く
し
ま
じ
ゅ
ん
函

福
島
淳
＜
ん
」
な
臼

ヽ
~

む
。
。
し

き
よ
す
し

(
3歳
2

カ
月
）
、

泣
す
で
ら

? 

り
で
う
た

正
美
さ
ん
ぴ
ん
よ
れ

下
江
黒
・
の
長
男
っ
る
な
く

弥
生
さ
ん
よ
あ
き
て
。ち
も
℃
っ
ん
[

、
ろ
力
育
さ
~
．

こ
ど
に
母
~
[

で

と
な
子
お
~
＇

ゃゞ
な
木
な
と
~
[

りヵ
固
み
直
J
[
•

、
頑
積
素
す
~
り

し

せ
、
く
ま
~
＂

ヵ

く
ル
し
い
[
•

ず

り
・

まr
i
の
ズ
さ
思
．
．

”’ 

そ
パ
や
と
．

ｷｷｷｷ'ｷｷｷ-
.
.
.
.
.
 
-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ 

............. 
、

....... 
、

..... 
、

.... 
‘ 
..... 
‘ 

.. 、

... 
、

.... .
 

群
馬
県
統
計
協
会

会
長
感
謝
状

o-
0

多
田
裕
さ
ん

(
4
0
歳
・
上
江
黒

0
総
務
庁
長
官
表
彰

〇
渋
沢
昭
さ
ん

(
5
8歳・
須
賀
）

統
計
調
査
員
と
し
て
昭
和
六
十
年
十
月

に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
で
精
力
的
に
調
査

に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
統
計
協
会

会
長
表
彰

゜
〇
薗
部
忠
雄
さ
ん

(
5
3歳・
千
津
井
）

統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
（
昭
和4
9年

か
ら
現
在
）
に
わ
た
り
各
種
の
調
査
に
積

極
的
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
（
昭
和
4
9年
1
6
1年
ま

で
）
各
種
の
統
計
調
査
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。群

馬
県
地
区
衛
生
組
織

連
合
会

会
長
表
彰
（
活
動
功
労
団
体
）

0

明
和
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
会

長
1
1

福
田
峯
次
さ
ん
）

村
内
に
十
六
の
老
人
会
（
ク
ラ
ブ
）
が

組
織
さ
れ
、
地
域
ご
と
に
神
社
仏
閣
の
境

内
や
道
路
の
環
境
美
化
運
動
や
健
康
増
進

事
業
の
参
加
呼
び
か
け
な
ど
積
極
的
に
協

力
推
進
し
、
会
員
同
士
の
親
ぼ
く
を
図
り

地
域
活
動
に
功
労
さ
れ
ま
し
た
。

公民館で

がんばってます

大正琴教室

講
師
と
受
講
生
の
皆
さ
ん

査
民
生
児
童
委
員
功
労

0

江
原
薫
さ
ん

(
7
1歳・
千
津
井
）

0

堀
口
三
四
さ
ん

(
7
0歳・
須
賀
）

卍
民
生
児
童
委
員
永
年
勤
続

0

早
川
リ
ッ
さ
ん

(
6
2歳・
大
輪
）

0

岡
安
宏
子
さ
ん

(
5
1歳・
南
大
島
）

※
以
上
県
知
事
表
彰

圏
民
生
児
童
委
員
功
労

0

荒
井
澄
子
さ
ん

(
5
8歳•
江
口
）

※
協
議
会
長
表
彰

各
氏
と
も
民
生
児
童
委
員
と
し
て
長
年

尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し

こ
。t
 

群
馬
県
知
事
・
群
馬
県
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

蒼

\ 人
に
7

員

1

委

ら
）

童

ん

E

さ

0

林
生
小
民
9

:

 

任
期
満
了
に
伴
い
民
生
委
員
（
児
童
委

員
）
が
全
国
一
斉
に
改
選
さ
れ
、
明
和
村

で
は
次
の
人
が
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。
（
十
二
月
一
日
付
）

村
で
は
委
嘱
状
の
伝
達
式
を
十
二
月
一

日
に
行
い
村
長
か
ら
十
七
名
に
手
渡
し
ま
し

た
。
生
活
上
の
悩
み
、
心
配
ご
と
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

厚生大臣が委嘱

蓮
見
由
雄
（
斗
合
田
）
6
⑬
7
7
6
2

⑮

小
林
政
介
（
下
江
黒
）
6
閻
1
3
7
0

囲

木
村
ト
ヨ
（
上
江
黒
）
6
⑬
6
5
4
4

囲

薗
部
ア
イ
子
（
千
津
井
）6閻
2
5
2
4

闘

新
井
サ
エ
（
江
口
）
6
闘
2
9
2
2

闘

新
井
清
（
田
島
）

6
闘
3
7
8
2

闘

関
本
宗
市
（
南
大
島
）
6
闘
3
0
0
4

⑮

本
澤
春
雄
（
南
大
島
）6
闘
2
4
7
1

闘

折
原
房
江
（
中
谷
）

6
闘
3
5
5
7

同

瀬
下
昭
一
（
新
里
）

6
闘
3
6
1
8

⑮

礁
川
千
秋
（
梅
原
）

6
闘
2
6
0
1

個

薗
田
延
由
（
川
俣
）

6
闘
2
3
0
7

⑮

加
藤
幸
雄
（
須
賀
）

6
闘
3
3
4
0

闘

早
川
リ
ツ
（
大
輪
）
6
闘
2
0
6
6

⑮

松
本
芳
雄
（
大
輪
）

6
闘
2
6
3
5

⑮

楢
見
千
次
（
矢
島
）
6
闘
2
5
7
8

固

石
村
よ
つ
（
大
佐
貫
）
6
闘
2
9
0
6

⑮

中
央
公
民
館
事
業
の
一
環
と
し
て
「
大

正
琴
教
室
」
が
あ
り
ま
す
。
受
講
生
は
年

度
始
め
に
応
募
し
た
生
徒
十
六
人
が
、
週

二
回
の
ペ
ー
ス
で
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

来
年
の
三
月
ま
で
続
け
ら
れ
、
そ
の
後
は

自
主
サ
ー
ク
ル
に
衣
替
え
の
予
定
と
か
。

講
師
は
公
民
館
で
依
託
し
た
専
門
家
が
あ

た
り
、
演
奏
の
姿
勢
、
弦
の
は
じ
き
方
な

ど
初
歩
的
な
も
の
か
ら
親
切
に
指
導
す
る

の
で
初
心
者
向
き
で
す
。

現
在
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
「
荒
城
の
月
」

な
ど
十
曲
で
学
習
成
果
は
上
々
。
三
月
の

”
公
民
館
ま
つ
り
り
に
は
、
ぜ
ひ
、
成
果
発

表
し
た
い
と
皆
さ
ん
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

成
果
発
表
が
楽
し
み
で
す
ね
。
問
合
せ

は
中
央
公
民
館
へ

(
6闘
4
4
9
1
)
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D 

見
ヒコ

仁コ

仁コ

［コ

こコ

仁コ

亡コ

仁コ

仁コ

D 

る
［コ

仁コ

亡コ

仁コ D 

今
D 亡］

仁コ

月
ニ

Eコ

に］

lコ

仁コ

亡コ

の
［コ

にコ

D 

D 

話
に］

仁コ

仁コ

仁コ ［コ

題
lコ Cコ

lコ

亡コ

仁コ

仁コ

仁コ

D 

亡コ

亡コ

仁コ

仁コ

仁コ

仁コ

仁コ 仁コ

［コ D 

,•9, 

.

.

.

.

.

 
9

9

9

9

9

9

,

 
.

.

.

.

 9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

~
広
報
係
で
は
、
皆
様
か
ら
の
~

言
い
ろ
ん
な
話
題
を
募
集
し
て
い
一

こ
ょ
す
。
身
近
な
話
題
を
ど
し
ど
一

一
し
ご
連
終
く
だ
さ
い
。

~
「
広
報
め
い
わ
」
に
の
り
ま
~

~
す
よ
／
．

9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

みんな楽しそ ス
ノ

邑楽郡内の身障者スポーツ大会が、本村の社会体育

館を会場に開かれました。

これは、毎年一回郡内の身障者の人たちが一同に会

し、親ぼくと交流、そして身障者としての輪を広げよ

うと会場を持ち回りで行っています。

各町村から選ばれた選手たち合わせて、 120人が参

加。 「車イス競争」 「スプーンレース」 「町村対抗リ

レー」など15種目にハッスル。終始館内いっぱいに歓

声と気合が響き好ゲームが展開されました。成績は、

明和村、板倉町、邑楽町、大泉町、千代田町の順位で

した。 (11 月 16 日）

親fで
., 
~·亀 コ

•一

旧ー ・ コ

親と子のスキンシップを深めよう と、村内の東

・中央・西保育園児と保護者が、社会体育館を使って

ボールケリなどの軽スポーツを楽しみました。これは、

村立の三つの保育園が合同で毎年一回、園児同志の交

流と親ぼくを図る目的で行われています。

親子 420人がスポーツ着などの軽装で集合。どの園

児もニコニコ顔でとても楽しそう。指導はレクリエー

ションの指導員として県下でも有名な飯島徳治さん

(78歳）が軽快にボールを使って指導、終始和やかに進

められ、さわやかな半日を過ごしました。(11 月 8 日）

... 
七1i三はみんなで楽しく
東幼稚園では、服装の簡素化を と、

服で合同七五三を行いました。

この日は、園児の保護者全員 (42名）も参加。

まず、園庭で集合写真（親子）を撮り、式典・フィ

ルムフォーラム（親子映画会） ・作品展の順で進めら

れました。

教室いっぱいに飾られた園児たちの力作を、保護者

の皆さんは、熱い眼差しで見入っていました。

また、映画会では「善と悪のけじめを育てる」と題

した 16呪フィルムを上映。その後、親・子供・先生で

話し合うなど有意義なひとときを過ごしました。

11 月 5 日園 - !、;、作’:| 

一Iヨ戸

・畜

= 
`` |―r•~` ―••一• «X- 真
J 

l - ‘‘―・・ A 

い思いにつくった作品
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疇
第
1
4回
隈
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

(
1
3
7

チ
ー
ム
参
加
）

明
和
か
ら
四
チ
ー
ム
が
参
加
（
太
字
が
明
和
）

〇
訪
組
ブ
ロ
ソ
ク
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
準
優
勝

▼
一
回
戦
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
2
_
0

新
屋

ク
ラ
ブ
（
甘
楽
）
マ
一
回
戦
1
1

明
和
ク
ラ
ブ

2
_
1

榛
東
ク
ラ
ブ
（
北
群
馬
）
▼
決
勝
1
1

豊
受
ク
ラ
ブ
（
伊
勢
崎
）
2
I
O
明
和
ク
ラ
フ

圏
2
組
ブ
ロ
ッ
ク

▼
一
回
戦
1
1

松
井
田
2
ー

0
つ
く
し

0
1
1組
ブ
ロ
ッ
ク

▼
一
回
戦
1
1

キ
ャ
ッ
ツ
愛
2
_
1

後
閉

こコ 仁コ 口 仁コ 口 亡コ

第
1
2回
県
下
少
年
春
期
選
抜

ク
ラ
ブ
▼
二
回
戦
1
1

強
戸
愛
好
会
（
太
田
）

2

ー

0
キ
ャ
ッ
ツ
愛

圏
1
6
組
ブ
ロ
ッ
ク

▼
一
回
戦
1
1

ユ
ニ
テ
ィ
（
前
橋
2
I
O

明
和
西
愛
好
会

野
球
大
会
邑
楽
支
部
大
会
結
果

(
2
4チー
ム
参
加
）

明
和
か
ら
明
和
東
チ
ー
ム
（
監
督1
1

篠

原
幹
男
さ
ん
）
、
明
和
西
チ
ー
ム
（
監
督

1
1

新
井
悌
介
さ
ん
）
が
参
加
。

明
和
東
チ
ー
ム
が
三
位
入
賞

▼
一
回
戦
1
1

明
和
東
5
ー

0
闘
魂
F
(

大
泉
）
。
明
和
西
不
戦
勝
）
一
回
戦

1
1

明
和
東
6
_
3
五
瀬
フ
ァ
イ
タ
ー
（
千
代
田
）
。

明
和
西
1
1
1
2福
島
少
年
野
球
（
千
代
田
）
。

邑
楽
郡
代
表
と
し
て
、
明
和
中
の
男
子
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
出
場
。
男
子
が

準
優
勝
。

▼
一
回
戦
1
1

男
子
・
明
和
中
2
I
O
安

中
一
中
。
女
子
・
不
戦
勝
▼
二
回
戦
1
1

男

子
・
明
和
中
2
ー

0
前
橋
一
中
。
女
子
・

倉
賀
野
中
2
ー

0
明
和
中
。
マ
ニ
回
戦
1
1

男
子
・
明
和
中
2
I
O
渋
川
北
中
▼
準
決

勝
1
1

男
子
・
明
和
中
2
_
0

箕
郷
中
。
▼

決
勝
1
1
榛
東
中
2
ー
1

明
和
中
。

秋
季
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

昭
和
6
1年
度
群
馬
県
中
学
校

マ
ニ
回
戦
1
1

明
和
東
7
_
6

高
島
ヤ
マ
ト

（
邑
楽
）
。
中
野
リ
ト
ル
G

（
邑
楽
）
8
l

1

明
和
西
▼
準
決
勝
1
1

板
倉
西
小
4

ー
。

明
和
東

►

準
優
勝
し
た

明
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

►

三
位
入
賞
の

明
和
東
少
年
野
球
チ
ー
ム

にコ

水量豊富

レ ン

第303号

にコ 亡コ 仁コ 仁コ

ズで

［コ にコ

ニ 仁コ ロコ 仁コ 口 D 仁コ ［コ こコ

輪を大きくスポーツ少年団

11 月 3 日、利根川総合運動場。村内のスポーツ少年

団 6 団体が一同に集い、レクリエーションを楽しみま

した。今年で二回目。少年少女 260 人ほどが、 「札合

わせ二人三脚」 「大なわとび合戦」など14種目に利根

の水辺に歓声を響かせながらハッスルしていました。

団員間の親ぼくと交流の場をつくり、青少年の健全

育成を図る目的で村のスポーツ少年団本部が主催した

ものです。出場した団体は、剣道・サッカー・東野球・

西野球・東バレー・西バレーの六団体でした。

おしヽししヽ水を…

村では、大輪地内（所在地＝大輪1504の 2) に五番

目の水源池を建設するため、このほど工事に着手。関

係者が20人ほど出席して起工式を行い無事完成を祈り

ました。村には現在四つの水源池があり合わせて 1 日

当たり 5,000 トンの能力で機能しています。これから

人口増加が見込まれること、昭和70年には 13,000人を

見通しています。（第 3次村総合計画）。また、既存の水

源池が故障した場合の予備井として水の安定供給を図

るため新設されるものです。口径400 ミリ、深さ 220 芦、

供給能力 1 日当たり 2,000 トンを目標としています。

こコ こ
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年
が
明
け
ま
す
と
各
種
税
金
の
申
告
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
事
前
準
備
と
し
て

昭
和
6
1
年
中
に
雇
人
料
を
支
払
っ
た
方
は

十
二
月
末
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
に
領
収

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
ま
す

と
標
準
外
経
費
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

領
収
書
に
は
作
業
名
、
作
業
日
数
、
単

価
、
支
払
金
額
（
現
物
給
与
も
含
む
）
、

受
取
人
の
住
所
、
氏
名
な
ど
の
記
入
が
必

要
で
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
税
務
課
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の

雇
・
人
料
控
除
を

(10) 

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
選

（単位： 10 アール当り）

選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

農
業
委
員
会

区 分 小作料の標準額 農地区分

田の部 A 18,000円 B 地区以外

ケ B
 

12,000円 谷田川堤内地

畑の部 A 16,000円 B 地区以外

// B
 

13,000円 谷田川堤内地

現
在
の
標
準
小
作
料
は
次
の
と
お
り
で

あ
り
、
今
年
度
ま
で
適
用
と
な
り
ま
す
。

な
お
い
来
年
度
（
昭
和
六
十
二
年
四
月

以
降
）
は
、
諸
条
件
を
勘
案
検
討
し
て
改

訂
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
村
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役

場
経
済
課
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料

ご
存
じ
で
す
か

1
5日
か
ら
受
付

地
区
睛
旺

江
口
睾

中
谷
労

大
佐
貫
％

役
場
人
事
（
退
職
）

上
野
幸
子
（
経
済
課

認
月
1
0
日
付

1
1

お
め
で
た

1
1

9
]し
ふ□

よ
｀
へ
く
れ
升

年
賀
状
は

1
1

お
く
や
み

1
1

挙
権
を
有
す
る
人
は
来
年
一
月
十
日
ま
で

に
必
ず
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

0
選
挙
権
を
有
す
る
人
1
1

村
内
に
住
所
が

あ
り
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現

在
、
満
二
十
歳
以
上
で
十
ア
ー
ル
以
上
の

農
地
を
耕
作
し
て
い
る
者
ま
た
は
、
そ
の

配
偶
者
や
同
居
の
親
族
で
年
間
六0
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
者

蒼
登
録
申
請
1
1

登
録
申
請
書
は
各
地
区
の

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
必

要
な
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

、
T
O

し

郵
便
番
号
簿
は

備
え
て
あ
り
ま
す
か

「
郵
便
番
号
簿
」
は
、
最
寄
り
の
郵
便

局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

方
は
郵
便
局
に
申
出
て
く
だ
さ
い
。
無
料

で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

郵
便
番
号
は
必
ず
書
き
ま
し
ょ
う
。

郵
便
局
で
は
年
賀
状
の
受
付
を
1
2月
1
5

日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
2
0
日
ま
で

に
だ
さ
な
い
と
元
旦
配
達
に
間
に
合
わ
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
あ
て
‘
名
が
不
完
全
な
た
め
配
達

で
き
な
い
年
賀
状
が
毎
年
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
せ
っ
か
く
の
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ

が
無
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
て
名
は

必
ず
、
は
っ
き
り
書
き
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
納
め
は
、
村
卿
民
税
四
期
、

国
民
健
康
保
険
税
四
期
、
水
道
料
、

国
民
年
金
で
す
。

2
3
日
東
部
児
童
館

2
4
日
明
和
村
役
場

2
5
日
明
和
農
協
第
一

氏
名
保
護
者
続
柄

飯
塚
卓
宏
秀
治
長
男

東
海
林
慶
子
正
弘
二
女

篠
木
謙
佑
真
一
郎
二
男

斎野打本奈小福
藤口木澤良林島氏

庄
ゲ宗太は安幸甚名
ン司郎つ夫松一

年
齢
世
帯
主
地
区
瞑
B
c

6
1
（
義
雄
）
南
大
島
％

7
5
重
一
千
津
井
％

7
1
（
マ
サ
子
）
田
島
％

8
2
金
五
南
大
島
％

8
4
文
男
上
江
黒
％

7
2
（
歌
子
）
須
賀
％

8
8
保
雄
須
賀
％

月
の
納
税

関
口
順
子
貴
義

長
女
江

口

福
田
和
也
恒
夫
二
男

本
島
明
典
良
一
長
男

木
村
雪
菜
勝
成
二
女

茂
木
剛
史
康
正
長
男

田
口
滋
之
稔
長
男

島
田
愛
美
高
志
長
女

南須梅南斗梅
大 大合
島賀原島田原

起％ % % % % % 

12月
11 日

13 日

ヶ

村

15 日

17 日

19 日

20 日

22 日

23 日

27 日

28 日

18 日

の

歳末慰問

歳末慰問

〔予定〕

＿
つ
ご き

今

環境浄化推進協議会

損害評価会

防犯委員会

（村内在宅）

（施設入所者）

定例村議会

体育館利用団体協議会

農業委員会

青少年育成補導推進員パト

ロール (29 日まで）

ご用納め

歳末警戒激励巡視（31 日まで）

62年1 月
5 日 ご用始め

村民マラソン大会
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社会体育館ヵヽら伝言(ff84-46 2 6) 

新春のさわやかな汗をかいてみませんか。

玄期日＝62年 1 月 18 日（日）

玄対象＝明和村在住在勤

玄部門及び距離＝ ►小学生 1 • 2 年・・・ 1.0km ►

同 3 • 4 年・・1. 2km ► 同 5 • 6 年・・・ 1. 5km ► 中

学生閉）…5.0km ► 同（女）・・・ 3.0km ► 一般 （高校

生以上•••5.0km ► 壮年 (30歳以上）・・・3.0km ►

スポーツクラブ対抗戦｝ 1 チーム 5 名（一

般男）による団体戦｛・・・3.0km ►健康マラソ

ン（タイムトライアル）一般男女…3.0km

玄申込み＝12 月 25 日まで

※詳しくは社会体育館に問合せください。

0スキー教室参加者募集0

玄期 日＝62年 2 月 1 日（日帰り）

玄場 所＝尾瀬戸倉スキー場（群馬県）

＊募集人員＝50名

＊参加費用＝ 3,000円

＊申込み＝ 1 月 20 日までに

＊主 催＝村体育協会

：：：口：：口：ー口ら
食期 日＝62年 1 月 15 日

玄場 所＝尾瀬岩鞍スキー場

玄募集人員＝55名

玄費 用＝5,000 円

玄申込み＝12 月 27 日までに

唸主 催＝明和スキークラブ

:::::: ｝年末年始の休館日
中央公民館、社会体育館は、 12月 29 日

から来年 1 月 3 日まで年末年始の休館と

なります。

乳幼児健康診査

ヽ 0対象＝乳幼児（希望者）

0期日＝12月 19 日（約。午後

, 
※問合せは保健課ヘ

1 時～ 2 時まで受付。

0場所＝保健センター

0 もちもの＝母子手帳

（
毎
月
実
施
）
』

0
場
所

＝＝可

徊
厨

゜ ゜場 日 貪
所時‘

役 \ 1 2 行政
場会議室 後午3 1月日5 心琶‘ 

時ま 午前 ..... と
で 10 相害人゚
時

0
日
寺

B
 
6
2年
1

月
8

日
午
前

1
0時
＼
午
後
3

時
ま
で

館
林
市
役
所
相
談
室

年
金
相
談

゜ ゜場｝ 日 交
所 時 通
館＼ 12 事
闘 午月後 18

故: 時3 日
相でま 午前

10 ＝5火火

時

0

と
な
り
近
所
の
あ
ら
そ
い
0

不
当
な

差
別
〇
騒
音
・
悪
臭
で
お
こ
ま
り
の
方
は

ぉ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
法
務
局
の
専
門
担
当
官
、
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

1
1
1
2
月

1
5日
向
午
前

1
0時
か

ら
午
後
3

時
ま
で

館
林
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
、
年
始
の

く
み
と
り
業
務
は
、
認
月
3
0日
か
ら
来
年

1
月
4

日
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
年
末
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

2
9日
叢
終
、5
日
開
始

開 特
三I\,
四

（
無
料
）

設
人
権
相
談

¥
 

＊
場
所
1
1

明
和
村
役
場
会
議
室

く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課

(
6闘
3
1

1
1
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

役
場
の
一
般
業
務
は
、
1
2月
2
9日
向
か

ら
来
年
1

月
3

日
国
ま
で
年
末
年
始
の
休

み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

2
8日と
1

月
4

日
が
日
曜
日
の
た
め
連
休
と
な
り
ま
す
。

届
出
や
手
続
、
申
請
は
お
早
め
に
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
婚
姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届
の

業
務
に
つ
い
て
は
平
常
ど
お
り
で
す
。

ご
み
の
収
集
は
、
1
2月
2
9日
が
最
終
、

開
始
は
1

月
6

日
か
ら
で
す
。

年
志
年
始
の
一

函
役
場
ヽ
業
務

時

1
2月
1
8日
、

6
2年
1

月

6

日
受
付

1
1

い
ず
れ
も
午
前
9

時
3
0分
1
1
0
時
3
0
分
ま
で

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診
（
1

月
8

日
困
）

妊
婦
健
診
(
1月
1
4日
困
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
4`
タ
ー
で
行
わ

れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
＼
2

時
ま
で
。

0
日

健
康
相
談

糖尿病予防教室

0対象＝一般村民

0期日＝12 月 16 日伏）、午後

1時～ 1時30分まで受付

Q場所＝保健センター

0 内容＝講話「糖尿病と食

事」 ・運動指導

高血圧予防教室

0対象＝一般村民

0期日＝12 月 23 日因 午後 1

時～ 1 時30分まで受付

0場所＝保健センター

0 内容＝講話「高血圧とその

予防」 ・スライド
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二
館林邑楽地区 館林地区 明邑楽和千代・ 板地田倉区

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科

12月 14 日
古屋（↑到医院後藤胴医院 津久井医院 竹越医院

曜 ff (63) 6161 合（72)3975 後藤園医院合（72)3975 ff (72) 3316 合 (84)3137 

12 月 21 日
佐々木医院小倉医院 後藤（党医院合 (72) 0134 岡田医院 館林地区が

当
ff (62)2623 云（72)0606 ゆたか医院云（73)7308 云（72)3163 担当します

12月 28 日
真中医院大神医院 大塚医院云（72)0176 最上医院 井上医院
云（72)1630 合 (62)2200 森下医院云（73)7776 合 (74)3763 合 (82)1131 

番

i : 
1 月 4 日

横田医院川田閣医院 清河堂医院合(72) 3070 宇沢病院 小西医院

医
云（72)0255 合（72)3314 安楽岡医院云（72)0572 合 (74)8761 合 (86)2261 

1 月 11 日
浜野医院原医院 大島諭医院ff(77) 1503 館林医院 石山医院

合 (88) 5678 合 (72)1936 大石医院合（74)2362 合 (74)2112 合 (82)0103 

”／を該如J oi了

私
が
栽
培
し
て
い
る
ナ
シ
の
品
種
は
熟

す
順
に
八
月
初
旬
か
ら
「
長
寿
」
、
中
旬

が
幸
水
、
豊
水
、
そ
し
て
二
十
世
紀
と
続

き
ま
す
。
近
年
は
中
性
種
の
新
品
種
「
新

星
」
が
二
十
世
紀
に
替
り
主
流
と
な
り
増

産
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
従
来
の

品
種
で
は
十
月
下
旬
で
収
穫
は
終
っ
て
し

ま
い
、
生
産
・
販
売
期
間
が
短
か
く
特
産

物
と
し
て
は
、
ど
こ
か
淋
し
い
感
が
し
な

い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
晩
性
種
を

と
、
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
真
岡
市
内
で
「
ジ

ャ
ン
ボ
ナ
シ
」
と
い
う
珍
し
い
品
種
が
あ

ジ
ャ
ン
ボ
ナ
シ
栽
培
に

取
り
組
む
高
瀬
條
太
郎
さ
ん
（
新
里
）

ならひろみちゃんの作品

（幼稚園児）

、、

さいた
いまの広
゜す作報

(84) ゜品係
3 ごをで
1 出募は
1 品集‘
1 くしあ
ヘだてな
‘’ 

※
二
作
品
と
も
切
り
絵
で
す
。

る
と
耳
に
し
て
組
合
員
数
人
と
視
察
に

出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
ナ
シ
は
普
通
の

ナ
シ
の
五
倍
、
糖
度
な
ど
品
質
も
幸
水

豊
水
に
匹
敵
。
し
か
も
収
穫
期
が
十
月

下
旬
と
、
正
に
私
た
ち
が
求
め
て
い
た

品
種
に
ぴ
っ
た
り
な
の
で
す
。
「
よ
し
、

こ
れ
は
い
け
る
／
．
」
と
直
感
。
さ
っ
そ

く
、
苗
木
五
本
を
買
受
け
移
植
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
接
木
、
待
つ
こ
と
三
年
。

今
年
よ
う
や
く
一
個
ニ
キ
ロ
の
ナ
シ
、

ジ
ャ
ン
ボ
が
実
っ
た
の
で
す
。
両
手
で

ゆ
っ
く
り
と
収
穫
し
た
と
き
の
喜
び
は

感
慨
無
量
で
し
た
。
こ
の
ナ
シ
を
私
た

ち
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
ナ
シ
ょ
禿
釦
ご
と
名

付
け
、
こ
れ
か
ら
は
契
約
栽
培
で
な
く

一
般
消
費
者
向
け
と
し
て
も
量
産
体
勢

で
望
み
、
特
産
”
明
和
ナ
シ
“
の
拡
大

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
・
題
字
と
も
高
瀬
さ
ん
で
す
。

さ
せ
み
わ
こ
ち
ゃ
ん
の
作
品

（
幼
稚
園
児

゜ ゜ ゜ ゜

富
塚
水
道
6
闘
3
2
4
7

松
本
水
道
6
闘
2
8
3
9

石
崎
水
道
6
闘
4
1
4
7

大
川
水
道
6
⑬
0
7
2
1

金
子
水
道
6
闘
2
1
4
8

島
田
水
道
6
闘
3
2
8
2

高
田
水
道
6
闘
3
7
3
6

富
塚
水
道
6
闘
3
2
4
7

松
本
水
道
6
闘
2
8
3
9

※
詳
細
は
役
場
水
道
係
へ

ク ク ク 4ヽ

5

日

4
日
3
日

2

日

〇
認
月
2
8
日

〇
ク

2
9
日

〇
ク

3
0日

〇
ク

3
1日

0
1

月
1

日

®
福
島
義
雄
さ
ん
（
南
大
島
）
は
五
万
円
を

0
落
合
ち
う
さ
ん
（
須
賀
）
は
十
万
円
を

蒼
奈
良
マ
サ
子
さ
ん
（
田
島
）
は
三
万
円
を

圏
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
会
長

1
1

奈
良
原
宜
子
さ
ん
）
は
六
二
万
三
、

七
二
五
円
を
（
福
祉
バ
ザ
ー
売
上
金
）

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
十
月
一
日
か
ら
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
厚
意
に
よ
り
、
百
二
十

万
一
千
二
百
六
円
の
浄
財
が
集
ま
り
ま
し

た
。
（
認
月
1

日
現
在
）
募
金
の
内
わ
け

は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

戸
別
募
金
七
五
万

0
、
四
0
0
円

0

法
人
募
金
四
一
万
一
、

0
0
0
円

0

学
校
募
金
三
万
四
、
八
二
八
円

〇
募
金
箱
四
、
九
七
八
円

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
浄
財
は
群
馬
県
共
同
募
金

会
に
送
付
さ
れ
社
会
福
祉
事
業
の
活
動
資

金
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

水
道
の
故
障
な
ど

年
末
・
年
始
の
担
当
業
者

* 

11 月の

救急車出動回数
•交通事故 4 件
●急病 7 件

•その他 2 件

•計 13件

叫
美術館

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
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村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
痺
か
し
い
昭
和
六
十
二

年
の
新
春
を
迎
え
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
村

民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
村
政
の
各
分
野
に
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
本

村
の
振
興
、
発
展
の
た
め
微
力
を
尽
く
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
村
民
各
位

の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

村
長
選
挙
に
際
し
ま
し
て
も
四
度
無
競
争

当
選
と
い
う
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
浴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
重
ね
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎
え
感
激
も
新
た

に
、
そ
の
責
任
の
重
大
な
る
こ
と
を
痛
感

す
る
と
共
に
、
村
民
皆
様
の
ご
信
頼
と
ご

期
待
に
応
え
る
べ
く
最
善
の
努
力
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す

と
、
わ
が
国
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
き
わ

め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
一
っ

に
は
農
産
物
自
由
化
を
は
じ
め
と
す
る
貿

易
摩
擦
、
更
に
は
一
昨
年
の
十
月
頃
か
ら

始
ま
っ
た
円
高
、
昨
年
の
八
月
に
は
一
ド

ル
百
五
十
円
台
と
戦
後
最
高
値
を
記
録
し

そ
れ
に
伴
う
輸
出
産
業
を
中
心
に
景
気
の

低
迷
不
況
が
現
在
も
続
い
て
お
り
ま
す
。

政
治
面
で
は
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、

国
政
レ
ベ
ル
の
衆
・
参
同
日
選
挙
、
国
鉄

民
営
化
に
向
け
て
の
国
鉄
法
案
の
成
立
、

老
人
保
健
法
の
改
正
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
以

来
三
十
五
年
ぶ
り
の
抜
本
税
制
改
革
案
な

ど
。
あ
る
い
は
、
天
皇
ご
在
位
六
十
年
を

記
念
し
て
金
貨
発
行
、
伊
豆
大
島
の
三
原

山
の
大
噴
火
な
ど
変
化
に
と
ん
だ
め
ま
ぐ

る
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
な
お
依
然
と
し
て
景
気
は

低
迷
し
、
国
も
、
地
方
も
一
丸
と
な
っ
て

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
財
政
再
建
と
い

う
、
緊
縮
型
の
財
政
運
営
は
正
に
至
上
命

令
と
考
え
ま
す
。
地
方
財
政
は
誠
に
厳
し

い
環
境
下
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
本
村
に
お
い
て
は
、
そ
の
厳
し
い

環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
本
村
議
会
を
始
め

村
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
ま
し
て
、
第
三
次
明
和
村
総
合
計
画

書
の
完
成
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
の
着
工
、
更
に
は
、
国
・
県
の
補
助
事

業
、
村
道
の
改
良
舗
装
、
排
水
路
の
改
修

そ
の
ほ
か
産
業
の
振
興
、
教
育
、
文
化
、

社
会
体
育
、
防
災
事
業
等
の
予
定
事
業
を

堅
実
に
執
行
す
る
な
ど
次
代
に
向
け
て
の

基
盤
づ
く
り
が
着
々
と
進
み
、
一
段
と
充

実
し
た
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
二
十
一
世
紀
も
、
も
う
間
近

に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
展
望
と

個
性
あ
る
豊
か
な
村

第
三
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
づ
く
り
の
創
造
の
時

代
を
迎
え
、
今
後
は

活
力
と
潤
い
の
あ
る
郷
士
づ
く
り
一
層
皆
様
の
創
意
と

英
知
を
結
集
し
、
第

三
次
総
合
計
画
を
基
本
的
な
指
針
と
し
て

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
健
康
と
豊

か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
、
活
力
と
潤
い

の
あ
る
郷
土
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
村

政
の
執
行
に
あ
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
本
年
も
一
層
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共

に
村
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
祈
念

し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明和村長

奈 良 丑 松

応；ヌぷ,1<.:;翼 9 賞．’‘’• 9.. 、..., 9、· • 
2..  9 ヽ 9.、. 9., 

円
高
対
策
に
よ
り
、
村
で
行
っ
て
い
る

職
員
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

村
道
改
良
工
事
請
負
契
約

締
結
（
須
賀
・
大
佐
貫
地
内
）

第 4 回

村議会定例会

第
四
回
村
議
会
定
例
会

は
、
十
二
月
十
九
日
開
か

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
可
決

承
認
さ
れ
た
主
な
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
道
3
|
1
8
7

号
線
道
路
改
良
工
事
（
須

賀
・
大
佐
貫
地
内
）
は
、
指
名
業
者
六
社

に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
最
低
入

札
価
格
、
四
千
八
百
九
十
万
円
で
「
荒
井

建
設
株
式
会
社
」
に
落
札
決
定
し
、
請
禎

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
な
ら
っ
て
の
条
例
改
正
。

一
般
職
員
の
給
料
が
昭
和
六
十
一
年
の
四

月
に
そ
及
し
て
平
均
ニ
・
三
二
％
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
定
に
よ
り
改
定
後

の
初
任
給
は
、
高
校
卒
1
1
-
0万
一
千
円

短
大
卒
1
1
-
0万
七
、
七
0
0
円
、
大
学

卒
1
1
-―
万
五
、
九
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

村
裔
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資

促
進
条
例
、
村
中
小
企
業
労
働

福
祉
施
設
資
金
融
資
促
進
条
例

の
一
部
改
正

「
商
業
設
備
近
代
化
資
金
」
、
「
中
小
企

業
労
働
福
祉
施
設
資
金
」
の
促
進
条
例
が

改
正
に
な
り
、
い
ず
れ
も
返
済
期
間
が
従

来
よ
り
一
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

士
木
費
な
ど
追
加

ニ
ニ
―
万
二
千
円

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
三
、
九
五
三
万
円
を
追
加
し
て
総
額
を

二
三
億
九
、
七
九0
万
六
千
円
に
し
ま
し
た
。

圏
補
正
の
主
な
も
の

〔
歳
入
〕

0

村
税
…
…
…
…
…
一
六
一
万
円

0
地
方
交
付
税
…
一
、
七
五
六
万
六
千
円

0

国
庫
支
出
金
…
…
…
…
一
‘
一
五
五
万
円

0

県
支
出
金
…
…
•
•
八
六
九
万
四
千
円

〇
諸
収
入
…
…
…
…
…
…
―
一
万
円

〔
歳
出
〕

0

議
会
費
（
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
）

…
…
…
…
…
…
八
万
四
千
円

0

総
務
費
（
給
与
改
定
等
に
伴
う
職
員
給

与
追
加
。
職
員
共
済
組
合
負
担
金
減
な

ど
で
）
…
…
減
額
四
四

0
万
二
千
円

0

民
生
費
（
給
与
改
定
等
に
伴
う
職
員
給

与
追
加
。
職
員
共
済
組
合
貸
担
金
減
な

ど
で
）
…
…
減
額
九
八
万
一
千
円

〇
衛
生
費
（
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
負

担
金
追
加
な
ど
）
…
五
八
三
万
九
千
円

〇
農
林
水
産
業
費
（
農
地
流
動
化
奨
励
補

助
金
、
用
地
買
収
費
追
加
な
ど
）

…
…
…
…
八
二
四
万
一
千
円
．

〇
商
工
費
（
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

減
額
な
ど
で
）

…
…
…
…
減
額
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収
益
的
支
出
の
補
正
で
、
人
件
費
一
―

三
万
三
千
円
を
減
額
し
て
、
総
額
を
七
、

七
四
八
万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

U

・
・
・
・
・
・
・
・
・
＇

.... 

, 

＼
＼
し
』

Cふ
村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
ま
た
、
三
原
山
の
大
噴
火
で
一
時
は
憂

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
六
十
二
年
の
慮
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
員
無
事
帰
島
で
き

か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
で
国
民
の
一
人
と
し
て
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

た
こ
と
と
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
昨
年
は
台
風
も
な
く
、
三
年
連
続
豊
作

す
。
の
喜
び
も
つ
か
の
間
で
、
今
年
は
転
作
面

昨
年
は
円
高
に
よ
り
輸
出
関
連
産
業
積
も
一
八
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
配
分
が
な
さ

多
大
な
る
打
撃
を
受
け
、
本
村
に
お
れ
農
業
経
営
も
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

て
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
ま
し
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て
現
在
、
老
人...... ` 

明和村議会

議

堀

長

口 正

0

土
木
費
（
道
路
改
良
工
事
費
追
加
な
ど
）

…
…
…
三
、
一
六
九
万
七
千
円

〇
消
防
費
（
館
林
消
防
組
合
負
担
金
追
加

な
ど
）
三
三
二
万
三
千
円

0

教
育
費
（
給
与
改
定
及
び
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
の
減
額
な
ど
で
）

…
…
…
減
額
二

0
五
万
九
千
円

水
道
事
業
会
計

人
件
費
を
減
額
補
正

給
与
改
定
（
二
六
万
六
千
円
の
増
）
及
び

人
事
（
一
三
九
万
九
千
円
の
滅
）
に
伴
う

人
件
費
に
よ
る
も
の
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
一
、
一
三
九
万
九
千
円
を
追
加
し
て

総
額
を
三
億
九
、
七
一
0
万
七
千
円
に
し

ま
し
た
。

湧
補
正
の
主
な
も
の

〔
歳
入
〕

0

国
民
健
康
保
険
税
…
一
、0
三
六
万
円

国
民
健
康
保
険
会
計

一
、
一
三
九
万
九
千
円
追
加

▼
農
作
物
共
済
勘
定
1
1

既
定
の
予
算
総

額
に
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
六
五
万
円
を
追

加
し
て
総
額
を
四
、
六
0
三
万
七
千
円
に

る
近
代
設
備
を
誇
り
完
成
い
た
し
ま
す
。

老
人
の
憩
い
の
場
と
し
て
名
所
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
第
五
水
源
池
が
大
輪
地
区
に

建
設
中
で
、
年
度
内
に
は
完
成
し
て
水
の

安
定
供
給
が
図
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
道
路
、
用
排
水
路
整
備
も

着
々
と
進
み
、
産
業
の
振
興
、
福
祉
の
向

上
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
村
民
皆

様
の
深
い
ご
理
解
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、

私
達
議
員
一
同
、
皆
様
方
に
心
か
ら
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
奈
良
村
長
は
、
県

下
で
も
類
の
な
い
四
選
無
競
争
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
卓
越
し
た
行
政

手
腕
と
強
い
信
念
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

行
政
と
議
会
が
一
体
と
な
り
、
な
お
い

農
業
共
済
会
計

人
件
費
な
ど
で
補
正

〇
療
養
給
付
費
交
付
金
…
八0
三
万
九
千
円

〇
繰
入
金
…
…
滅
額
…
…
…
七0
0
万
円

〔
歳
出
〕

0

総
務
費
（
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
な

ど
）
…
…
…
…
…
…
…
二
九
万
九
千
円

〇
保
険
給
付
費
（
退
職
被
保
険
者
等
療
養

給
付
費
追
加
）
…
…
一
‘
―
-
0
万
円

に
し
ま
し
た
。

圏
補
正
の
主
な
も
の

〔
収
入
〕

〇
農
作
物
共
済
事
業
収
益
（
水
稲
特
別
積

立
金
追
加
な
ど
）
…
…
六
五
万
円

〔
支
出
〕

〇
農
作
物
共
済
事
業
費
用
（
水
稲
無
事
戻

金
追
加
な
ど
）
…
…
…
六
五
万
円

て
業
務
勘
定
1
1

既
定
の
予
算
総
額
に
収

入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
七
八
万
五
千
円
を
追
加

し
て
総
額
を
二
、
七
一
八
万
五
千
円
に
し

ま
し
た
。

圏
補
正
の
主
な
も
の

〔
収
入
〕

•-

U

・
J

っ
そ
う
の
村
政
発
展
を
期
す
る
よ
う
縣

命
に
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
、
館
林
市
と
の
合
併
が
提
起
六

れ
数
年
た
ち
い
ろ
い
ろ
論
議
さ
れ
て
キ

い
り
ま
し
た
が
、
今
年
こ
そ
決
着
す
べ

き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
将
来
、
わ

が
郷
土
の
真
の
発
展
の
為
に
は
ぜ
ひ
レ

も
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
み
て
必
要
で

あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
へ
大
事
業
で
あ
り
ま
す
の
で

住
民
の
理
解
が
な
く
て
は
出
来
ま
せ
人

十
分
研
究
し
て
個
々
の
利
害
を
超
越
ー

て
判
断
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
教
育
、
道
路
、
用
排
水
整
価

に
重
点
を
お
き
、
快
適
な
明
る
い
住
み

良
い
村
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
い
た
ー

ま
す
。
最
後
に
村
民
各
位
の
ご
健
勝
レ

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
m

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

〇
業
務
事
業
収
益
（
業
務
引
当
金
追
加
な

ど
）
…
…
…
…
…
…
…
七
八
万
五
千
円

〔
支
出
〕

〇
業
務
事
業
費
用
（
給
与
改
定
及
び
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
な
ど
）

…
…
…
…
…
七
八
万
五
千
円

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
主
な
も
の
を
掲

載
し
ま
し
た
。
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ーす
゜

＊
ゃ

の

き
ゅ
う
す
け
（
江

ロ

ぼ
く
は
、
な
わ
と
び
で
、
二
だ
ん
と
び

が
で
き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
と
し
こ
そ
は
、
て
つ
ぼ
う
で
、
さ
か

あ
が
り
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
。

の
り
つ
ぐ
（
南
大
島
）

さ
ん
す
う
で
、
た
し
ざ
ん
、
ひ
き
ざ
ん
を

ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

と
し
ひ
さ
（
千
津
井
）

ぼ
く
は
、
も
っ
と
字
が
じ
ょ
う
ず
に
な

る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
の
も
と

＊
か
わ
す
み

＊
さ

か

し‘

ひ
で
は
る
（
千
津
井

た
か
の
り
（
千
津
井

ー東

年小

東学

組校

(32名）

＊
こ
く
ぼ

ぼ
く
は
、
さ
ん
す
う
が
、

で
も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
。

に
が
て
な
の

ま
さ
よ
し
（
田

ス
イ
ミ
ン
グ
で
、
ク
ロ
ー
ル
が
、
じ
ょ

う
ず
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

小
さ
く
て
、
か
わ
い
か
っ
た
み
な
さ
ん
、

と
て
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
た
の
し
か

っ
た
二
学
期
も
お
わ
り
、
も
う
三
学
期
で

す
。
字
も
た
く
さ
ん
お
ぼ
え
、
け
い
さ
ん

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
お
と
も
だ
ち
も

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
校
て
い
の
す
ず

か
け
の
木
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
、
さ
む

さ
に
ま
け
ず
に
な
か
よ
く
が
ん
ば
ろ
う
ね
。

て
つ
ぼ
う
で
、
あ
し
ぬ
き
ま
わ
り
が
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

玄
ふ
く
し
ま

よ
し
ひ
さ
（
南
大
島
）

て
つ
ぼ
う
で
、
さ
か
あ
が
り
が
、
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

な
お
き
（
千
津
井
）

け
が
を
し
て
、
う
ん
ど
う
か
い
に
で
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
と
し
は
、
け
が
を

し
な
い
よ
う
に
、
き
を
つ
け
た
い
。

玄
き
む
ら
じ
ゅ
ん
い
ち
（
江
口

玄
な
ら

島

; 

｀アI‘.、

J
と
し
は
、
も
っ
と
、
べ
ん
き
ょ
う
と

＊
こ
う

の
け
ん
た
（
上
江
黒

＊
す
な
が

＊
な
ら

島

＊
い
し
い

や
す
の
り
（
南
大
島
）

こ
と
し
は
、
の
ぼ
り
ぼ
う
の
一
ば
ん
上

ま
で
い
け
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

ま
さ
ゆ
き
（
田

マ
ラ
ソ
ン
で
一
い
に
な
り
ま
し
た
。
な

わ
と
び
で
も
一
い
に
な
り
た
い
。

ま
さ
ゆ
き
（
斗
合
田
）

お
ん
が
く
が
、
に
が
て
な
の
で
、
じ
ょ

う
ず
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
と
し
は
、
も
っ
と
サ
ッ
カ
ー
が
、
じ

ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

（
田
島

り
さ
こ
（
千
津
井
）\` 

食
な
ら
あ
き
と
し

ヽ
~
ヽ
↓

＊
さ
ヵ
し

＊
せ
き
ね
あ

ぼ
く
は
、
さ
ん
す
う
が
、
よ
く
で
き
る

よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

食
み
ね
ぎ
し

ち
な

ぼ
く
は
、
ず
こ
う
が
、
と
く
い
に
な
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

さ
か
あ
が
り
が
、
も
う
す
こ
し
、
じ
ょ

う
ず
に
な
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

な
わ
と
び
で
、
あ
や
と
び
が
、
じ
ょ
う

ず
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

＊
や
ま
も
と

玄
こ
く
ぼ

つ
（
千
津
井
）

い
（
南
大
島

た
け
し
（
斗
合
田

か
ず
ゆ
き
（
南
大
島

た
い
い
く
を
が
ん
ば
り
た
い
。
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か
わ
い
い
目
を
し
た
、
う
さ
ぎ
さ
ん
の

よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

玄
ふ
く
し
ま

わ
た
し
は
、
て
つ
ぼ
う
で
、
さ
か
あ
が

り
が
で
き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
の
ぎ
む
ら

め
ぐ
み
（
田

ぞ
み
（
上
江
黒
）

た
え
こ
（
江

こ
と
し
は
、
ぜ
っ
た
い
二
だ
ん
と
び
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

み
（
上
江
黒
）

ほ
ん
を
、
た
く
さ
ん
よ
ん
で
、
さ
く
ぶ

ん
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

み
よ
（
南
大
島
）

み
な
さ
ん
は
、
が
っ
こ
う
せ
い
か
つ

に
も
な
れ
て
、
か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
、

ひ
と
ま
わ
り
お
お
き
く
な
り
ま
し
た
。

お
と
も
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た

ね
。
お
べ
ん
き
ょ
う
や
、
う
ん
ど
う
も

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
げ
ん
き
よ
く
、
な
か

よ
く
、
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
、
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
ほ
ん
ざ
わ
ふ

＊
ぁ
ら
い

< 

ロ

こ
と
し
は
、
も
っ
と
、
し
ゅ
う
じ
が

う
ま
く
な
り
た
い
。

＊
こ
ば
や
し
み

＊
な
ら

の

か
（
下
江
黒

ほ
ん
を
た
く
さ
ん
よ
ん
で

/“ 

い
っ
ぱ
い
か
き
た
い
。

島
）

マ
ン
ガ
を

＊
う
ち
だ

ひ
と

し
（
上
江
黒
）

＊
や
ま
ぎ
し

ま
さ
ゆ
き
（
千
津
井
）

（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く
）

ー東

年小

西学

組校

(30名）

な
わ
と
び
で
、
二
だ
ん
と
び
が
で
き
る

よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
か
き
ぬ
ま

つ
ば
さ
（
江
口

き
ゅ
う
し
ょ
く
を
、
た
く
さ
ん
た
べ
て

お
お
き
く
な
り
た
い
。

＊
そ
の
ベ

ゅ

か
（
千
津
井

＊
む
ら
か
み

ゅ

か
／ー、

江

日

玄
い
ま
な
り
し
ん
や
（
江
口

＊
こ
く
ぼ

こ
と
し
は
、
さ
ん
す
う
を
も
っ
と
、
が

ん
ば
り
た
い
。

さ
ん
す
う
と
、
こ
く
ご
が
、
も
っ
と
で

き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。こ

（
斗
合
田
）

な
わ
と
び
で
、
二
だ
ん
と
び
と
、
あ
や

と
び
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
く
ご
の
ほ
ん
が
、
お
お
き
な
こ
え
で
、

よ
め
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

さ
と
み
（
田

こ
と
し
は
、
あ
や
と
び
が
、

う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

で
き
る
よ

テ
ス
ト
で
、
い
つ
も
ぴ
て
ん
を
と
れ
る

よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

ゆ
り
こ
（
南
大
島
）

し］

かぼ
り＜
ては
、、

え
が
、
も
っ
と
も
っ
と
、
じ
ょ
う
ず
に

か
け
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

か
け
っ
こ
が
、
も
っ
と
は
や
く
は
し
れ

る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

し
ご
と
を
す
る
の
が
、
お
そ
い
の
で
、

お
く
れ
な
い
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

ぼ
く
は
、
字
が
、
う
ま
く
か
け
る
よ
う

に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

と
も
ひ
ろ
（
千
津
井
）

こ
と
し
は
、
も
っ
と
は
や
く
、
ご
は
ん

が
た
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

か
ん
字
が
、
じ
ょ
う
ず
に
、

に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

な
る
よ
う

字
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う
に
、
が

ん
ば
り
た
い
。

玄
お
か
や
す

＊
ぁ
ら
か
わ
に
ほ
（
上
江
黒

＊
な
ら

島

＊
か
き
ぬ
ま
て
る
み
（
田
島

玄
た

だ
な
つ

い
ま
よ
り

r

も
っ
と
、
も
っ
と
、
お
べ

ん
き
ょ
う
を
、
が
ん
ば
り
た
い
。

唸
な
か
じ
ま
ゆ

か^ 
江

口

＊
ぁ
ら
い

＊
こ
ば
や
し

含
あ
ら
い

▼ニコニコ顔の東小の 1 年生

ふ
さ
み
（
田
島

と
し
ょ
の
ほ
ん
を
、
い
っ
ぱ

ど
ん
ど
ん
よ
み
た
い
。

や
す
あ
き
（
斗
合
田
）

の
り
や
す
（
南
大
島
）

＊
な
か
じ
ま
た
か
ゆ
き
（
千
津
井

＊
せ
き
ぐ
ち

の
り
ひ
こ
（
江

ぼ
く
は
、
か
ん
字
が
、
も
っ
と
う
ま
く

な
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

口

ぼ
く
は
、
さ
ん
す
う
の
テ
ス
ト
が
、

1
0
0

て
ん
に
な
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

合
も
り
た
き
ょ
う
す
け
（
南
大
島

こ
と
し
は
、
も
っ
と
字
が
じ
ょ
う
ず
に

か
け
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。



第304号

＊
か
き
ぬ
ま
み
き
（
江
口

こ
と
し
は
、
な
わ
と
び
が
、
も
っ
と
じ

ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

＊
ぁ
ら
い

の
り
こ
（
上
江
黒

広
＊
ほ
あ
し

報

こ
と
し
は
、
な
わ
と
び
を
、
も
っ
と
が

ん
ば
り
た
い
。

玄
い
し
か
わ

め い

寒
風
を
切
っ
て
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
東
小
）

1
9
-
1
 

わ

な
わ
と
び
が
、
ど
ん
ど
ん
と
べ
る
よ
う

に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
ま
る
や
ま

な
わ
と
び
で
、
二
だ
ん
と
び
が
、

る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

含
ま
る
や
ま

で
き

め
ぐ
み
（
下
江
黒
）

こ
と
し
は
、
か
け
っ
こ
で
、
が
ん
ば
っ

て
、
い
っ
と
う
を
と
り
た
い
。

＊
ふ
く
し
ま

あ
さ
こ
（
上
江
黒
）

ゆ
き
え
（
南
大
島
）

わ
た
し
は
、
な
わ
と
び
で
、
こ
う
さ
と

び
が
で
き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

め
ぐ
み
（
南
大
島
）

わ
た
し
は
、
な
わ
と
び
が
、
う
ま
く
で

き
な
い
か
ら
、
も
っ
と
、
が
ん
ば
り
た
い
。

ピ
ア
ノ
が
、
も
っ
と
、
も
っ
と
じ
ょ
う

ゆ

昭和62年 1 月 10 日

か
け
っ
こ
が
お
そ
い
か
ら
、
が
ん
ば
っ

て
、
い
っ
と
う
を
と
っ
て
み
た
い
。

き
（
下
江
黒
）

古
も
と
は
し
ゅ

か
（
南
大
島

ピ
ア
ノ
が
、
も
っ
と
う
ま
く
な
る
よ
う

に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

(6) 

• 

＊
か
き
ぬ
ま
み

え
（
下
江
黒
）

＊
き
む
ら

玄
あ
ら
い

な
わ
と
び
が
、
あ
ま
り
じ
ょ
う
ず
で
な

い
の
で
、
も
っ
と
、
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
と
し
こ
そ
、
ピ
ア
ノ
が
、
う
ま
く
ひ

け
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
た
か
は
し

こ
と
し
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で
、
ク
ロ
ー

ル
で
お
よ
げ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

ず
に
な
り
た
い
。

こ
（
上
江
黒
）

め
ぐ
み
（
田

あ
ず
さ
（
下
江
黒
）

ゆ

玄
う
し
く
ぼ
け
い

か

ヘ江

口 島

玄
な
か
む
ら
た
か

玄
あ
お
き

島

こ
と
し
は
、
も
っ
と
は
や
く
、
お
き
ら

れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

と
も
こ
（
南
大
島
）

か
け
あ
し
が
、
お
そ
い
か
ら
、
が
ん
ば

っ
て
、
一
と
う
を
と
り
た
い
。

さ
ち
え
（
田

ピ
ア
ノ
の
、
れ
ん
し
ゅ
う
を
、
い
っ
ぱ

い
し
て
、
う
ま
く
な
り
た
い
。

＊
ま
ち
だ

し
（
下
江
黒
）

＊
さ
か
う
え

き
い
ち
（
中
谷

ぼ
く
は
、
か
け
あ
し
が
、
も
っ
と
、
は

や
く
な
り
た
い
。

玄
し
み
ず
と
し
は
る
（
矢
島

ぼ
く
は
、
す
い
え
い
が
、
う
ま
く
な
り

ヽ
4
0

た
し

＊
し
ま
だ
の
ぶ
た
か
（
大
佐
貫

し
ゅ
う
じ
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う

に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
ぉ
ち
あ
い

よ
し
ゆ
き

(
1
1

戻
）

J

,1 

こ
と
し
ょ
,9~ 

ヽ
4
0

た
し

マ
ラ
ソ
ン
を
、
が
ん
ば
り

＊
き
じ
ま

こ
う
い
ち
（
梅
原

ぼ
く
は
、
べ
ん
き
ょ
う
を
、
が
ん
ば
り

た
い
。

＊
え
も
り

だ
い
す
け
（
新
里

ー西

年小

A 学

組校

(28名）

字
を
、

よ
う
に
、

い
っ
ぱ
い
お
ぼ
え
て
、

が
ん
ば
り
た
い
。

玄
あ
ら
い

字
を
、

ょ
う
に
、

も
と
あ
き
（
南
大
島
）

み
な
い
で
、
い
っ
ぱ
い
か
け
る

が
ん
ば
り
た
い
。

＊
さ
い
と
う

よ
し
ひ
さ
（
斗
合
田
）

か
け
る

し
ゅ
う
じ
が
、
う
ま
く
な
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
。

＊
せ
き
ね

か
ず
ひ
ろ
（
須
賀

か
ら
だ
が
、
ち
い
さ
い
の
で
、

ぶ
な
か
ら
だ
に
な
る
よ
う
に
、

を
、
が
ん
ば
り
た
い
。

じ
ょ
う

マ
ラ
ソ
ン

よ
し
ゆ
き
（
大

あ
き
ら
（
矢

ぼ
く
は
、
み
ん
な
よ
り
、
べ
ん
き
ょ
う

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
。

＊
た
る
み

島

ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
が
ん
ば
り
た
い
。

玄
あ
ら
き

か
ず
お
（
大
輪

ぼ
く
は
、
べ
ん
き
ょ
う
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
。

＊
う
え
た
け
み
ね
か
ず
（
中
谷

お
と
し
だ
ま
で
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
カ
セ
ッ

ト
を
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

＊
は
ら
ぐ
ち

輪

る＜元気な子



(7) 広 報

わ
た
し
は
、
さ
か
あ
が
り
や
、

昭和62年 1 月 10 日

＊
た
ぐ
ち
ふ

＊
せ
き
ぐ
ち

マ
ラ
ソ

ぼ
く
は
、
お
と
し
だ
ま
で
、
フ
ァ
ミ
コ

ン
の
カ
セ
ッ
ト
を
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
な
ぶ
（
中

ゆ
う
じ
（
矢

ゆ
き
の
ぶ
（
新

と
も
ゆ
き
（
矢

ぼ
く
は
、
は
し
る
の
を
が
ん
ば
っ
て
、

た
い
じ
ゅ
う
を
へ
ら
し
た
い
。

＊
い
し
か
わ

み
こ
（
大

さ
か
あ
が
り
を
が
ん
ば
り
た
い
。

輪 島
）

里

お
と
し
だ
ま
で
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
カ
セ
ッ

ト
を
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

マ
ラ
ソ
ン
を
が
ん
ば
り
た

わ
た
し
は
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
を
の
こ
さ

ず
た
べ
て
大
き
く
な
り
た
い
。

＊
た
ち
き
り
え
（
梅
原

ひ
と
み
（
新

わ
た
し
は
、
ピ
ア
ノ
が
、
じ
ょ
う
ず
に
、

な
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

玄
な
か
ざ
と

里

こ
と
し
は
、
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

＊
か
ま
た

里

六
お
か
ど

島

こ
と
し
ょ
,

f

 

~
゜
し

わ
た
し
は
、
お
り
ょ
う
り
を
お
ぼ
え
て
、

ケ
ー
キ
を
つ
く
っ
て
み
た
い
。

ま
ゆ
み
（
新

＊
く
り
は
ら
み

わ
（
新
里
）

玄
か
わ
だ

め

谷

い

わ
た
し
は
、
ピ
ア
ノ
が
じ
ょ
う
ず
に

な
り
た
い
。

＊
た
ぐ
ち
よ
し

こ
（
大
輪

わ
＊
か
と
う
あ
っ
し
（
中
谷

ン
を
が
ん
ば
り
た
い
。

第304号

西小学校 1 年生

橋本和子先生

担任・上原千鶴子先生

青木尚子先生

からのメッセージ

| 

に やてもすお新

讐 ; さ‘わね姉し一しめか゜ちい 爪
に いんらそゃ―

が 子どなしん ] の
ん に : いて‘ み
ばにな ―‘おがな

つ 讐 つみ [ み兄入さ
て てて んち学ん

；ミ つく 喜 なやし‘
けだ か二ん : 四

さてさらわ に 月い‘いれい年生な に
゜ 雷 ねるが°りのは

。、っ何ま〔、

J
と
し
は
、
は
や
く
ね
て
、
は
や
く
ぉ

＊
し
ま
だ

そ
ら
が
と
べ
た
ら
い
い
な
あ
と
お
も
う
。

そ
し
て
う
ち
の
人
た
ち
を
の
せ
て
、
い
ろ

ん
な
と
こ
へ
い
っ
て
み
た
い
。

わ
た
し
は
、
さ
か
あ
が
り
が
じ
ょ
う
ず

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

玄
う
ち
や
ま

ゆ
り
え
（
大

こ
う
じ
（
大

お
き
る
の
が
お
そ
い
の
で
、
こ
と
し
は
、

は
や
く
お
き
る
の
を
、
が
ん
ば
り
た
い
。

な
お
と
（
大

ー西

年,Jヽ

B 学

組校

輪 輪
(28名）

わ
た
し
は
、
か
け
っ
こ
が
、
も
っ
と
は

や
く
な
り
た
い
。

＊
お
が
わ

輪

＊
よ
し
だ
み
ち
こ
（
川
俣
）

＊
さ
い
と
う
え
み

こ
（
大
輪

か
け
っ
こ
が
、
は
や
く
な
り
た
い
。

＊
た
ぐ
ち
り
つ

こ
（
大
輪
）

わ
た
し
は
、
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
な
。

＊
た
ち
か
わ
ま
り
（
梅
原

わ
た
し
は
、
な
わ
と
び
が
う
ま
く
な
る

ょ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
さ
か
う
え
み
つ
よ
（
中
谷

先生を囲んで、ニコニコ笑顔（西小A 組）

玄
お
か
や
す
け
い
い
ち
（
梅
原

あ
や
と
（
梅

テ
ス
ト
で

1
0
0

て
ん
、
は
や
お
き
、

つ
だ
い
を
、
が
ん
ば
り
た
い
。

玄
お
ん
だ

き
る
の
を
、
が
ん
ば
り
た
い
。

お
て 原

＊
さ
か
む
ら

こ
と
し
は
、
な
わ
と
び
が
、
じ
ょ
う
ず

に
な
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

ふ
み
と
し
（
新

が
っ
こ
う
の
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
で
、
す

き
き
ら
い
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

里



第304号

ぼ
く
は
、
ず
こ
う
を
つ
く
る
と
き
、
ぶ

玄
け
づ
か

玄
た
け
い

広
＊
ほ
ん
ざ
わ

あ
っ
し
（
新
里

た
か
の
り
（
大
輪

こ
う
い
ち
（
新
里

報

＊
ま
と
ば

め ぃ ゎ

＊
さ
い
と
う

ま
さ

し
（
大
佐
貫
）

に
っ
ぽ
ん
い
ち
、
か
け
あ
し
が
は
や
く

な
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
で
た
い
。

ま
く
ま
、

,

.

,

,

9

 

る
よ
う
に
、

も
っ
と
も
っ
と
、

が
ん
ば
り
た
い
。

が
っ
こ
う
か
ら
、
か
え
っ
た
ら
す
ぐ
し

ゅ
く
だ
い
を
や
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

そ
う
じ
と
、
ま
っ
て
い
る
と
き
、
ば
た

ば
た
し
な
い
よ
う
に
、
き
を
つ
け
た
い
。

ぼ
く
は
、
お
と
も
だ
ち
が
、

ふ
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

＊
ま
つ
も
と

輪

て
を
あ
げ

り
ょ
う
た
（
大

と
し
つ
ぐ
（
大
佐
貫
）

い
っ
ぱ
い

お
う
ち
で
、
ち
ゃ
わ
ん
あ
ら
い
の
お
て

つ
だ
い
を
、
も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
。

や
す
ま
さ
（
大
佐
貫
）

が
っ
こ
う
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
、
て
を

あ
げ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
う
い
ち
（
中
谷

昭和62年 1 月 10 日 (8) 

唸
さ
か
う
え

ぼ
く
は
、
か
ん
じ
の
テ
ス
ト
で
、
も
っ

と

0
0て
ん
を
と
り
た
い
。

＊
き
む
ら
た
か
ひ
ろ
（
大
佐
貫

＊
し
の
ぎ

含
た
ぐ
ち
え
り
（
大
輪

＊
む
ら
た
あ
や
（
大
輪

＊
ふ
く
だ

原
）

＊
ま
つ
も
と

ま
さ
の
り
（
大

ゆ
き
ひ
で
（
大

お
て
つ
だ
い
を
が
ん
ば
っ
て
、
お
こ
ず

か
い
を
た
め
て
、
ほ
し
い
も
の
を
、
い
っ

ぱ
い
か
い
た
い
。

わ
た
し
は
、
も
っ
と
、
ち
ゃ
ん
と
て
を

あ
げ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
の
と
き
、
も
っ
と
て
を
あ

げ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

の
り
こ
（
梅

な
わ
と
び
を
、
が
ん
ば
っ
て
、
つ
づ
け

て
0
0か
い
と
べ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

あ
そ
び
に
い
っ
て
、
じ
か
ん
ど
お
り
に

か
え
っ
て
こ
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
と
し
は

じ
か
ん
を
ま
も
り
た
い
。

お
て
つ
だ
い
を
、
い
っ
ぱ
い
し
て
、
お

か
あ
さ
ん
を
や
す
ま
せ
て
あ
げ
た
い
。

＊
ほ
そ
ぬ
ま

か
ず
こ
（
南
大
島 ゜

こ
と
し
は
、
テ
ス
ト
で
、
み
ん
な

0

て

ー

ん
を
と
り
た
い
。

玄
は
ん
だ
み
え
（
新
里

＊
お
だ
ぎ
み
き
（
新
里

輪
ヽ

ぼ
く
は
、
も
っ
と
テ
ス
ト
を
、
が
ん
ば

り
た
い
。

玄
し
の
は
ら

き
っ
ち
ょ
な
の
で
、
が
ん
ば
り
た
い
。

輪

玄
か
き
ぬ
ま
よ
し
か
ず
（
大
佐
貫
）
¥
 

こ
と
し
は
、
え
が
、
お
と
う
さ
ん
よ
り

じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

六
や
り
た
た
か
ひ
と
（
川
俣
）

ー西

年,Jヽ

c 学

組校

(27名）

＊
か
ま
た

き
（
大
佐
貫
）

お
べ
ん
き
ょ
う
を
が
ん
ば
っ
て
、
テ
ス

ト
で
、
0
0．
て
ん
を
い
っ
ぱ
い
と
り
た
い
。

み
ん
な
と
、
お
お
き
な
こ
え
で
、

な
し
を
、
い
っ
ぱ
い
し
た
い
。

さ
と
み
（
新

里
）

お
は

こ
と
し
は
、
も
っ
と
、
は
や
く
ね
て
、

は
や
く
お
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り

、
~

0
 

た
し

玄
い
の
う
え
よ
し
み
（
中
谷

＊
な
か
や
ま
み

み
ん
な
と
、
な
か
よ
し
に
な
っ
て
、
い

っ
ぱ
い
あ
そ
び
た
い
。

＊
お
お
つ

ま
き
こ
（
矢

島
）

こ
と
し
は
、
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
、
お
と

も
だ
ち
を
つ
く
り
た
い
。

唸
お
の
ざ
わ

さ
と

こ
（
梅
原

さ
ち
え
（
新

わ
た
し
は
、
は
や
ね
、
は
や
お
き
が
、

で
き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

玄
あ
お
や
ぎ

里

みんなで、 はい．／ポーズ（西小 B 組）



ぼ
く
は
、
こ
と
し
は
、
ほ
っ
か
い
ど
う

＊
さ
い
と
う
あ
っ
し
（
大
輪

ま
V

ょ
、
こ
と
し
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

,1~’ に
い
き
た
い
。

第304号

/“ 

ぼ
く
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
よ
り
、
こ
ま

ま
わ
し
が
、
う
ま
く
な
り
た
い
。

＊
は
す
み
た
け
し
（
大
佐
貫

に
い
き
た
い
。

＊
せ
り
ざ
わ
り
ょ
う
す
け
（
中
谷

ぼ
く
は
、
こ
と
し
は
、
お
と
も
だ
ち
を

い
っ
ぱ
い
ふ
や
し
た
い
。

＊
か
ね
こ

＊
か
す
が

ひ
さ
お
（
新

あ
き
ひ
さ
（
矢

島

ぼ
く
は
、
マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
、
い

っ
と
う
に
な
り
た
い
。

里

こ
と
し
は
、
と
う
き
ょ
う
タ
ワ
ー
に

い
っ
て
み
た
い
。

＊
ほ
し
の

里

こ
と
し
は
、
さ
か
あ
が
り
が
、
＇
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

＊
な
が
せ
は
や
と
（
中
谷

＊
ふ
く
だ

こ
と
し
の
、
う
ん
ど
う
か
い
の
、
か
け

っ
こ
で
、
一
と
う
し
ょ
う
に
な
り
た
い
。

み
つ
の
り
（
大
佐
貫
）

し
っ
か
り
、
お
べ
ん
き
ょ
う
し
て
、
お

べ
ん
き
ょ
う
が
も
っ
と
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
。

ま
さ
ゆ
き
（
新

＊
ぁ
ら
い

み
の
る
（
大
輪

こ
と
し
は
、
と
し
ょ
の
本
よ
み
が
、
い

ち
ば
ん
に
な
り
た
い
。

＊
す
ず
き
と
も
た
か
（
新
里

こ
と
し
は
、
ぜ
っ
た
い
プ
ー
ル
で
お
よ

げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

＊
こ
い
ぬ
ま
え
い
じ
（
川
俣

＊
し
お
だ
き

玄
き
じ
ま

原

プ
ー
ル
を
が
ん
ば
っ
て
、
も
っ
と
、
お

よ
ぐ
の
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

み
さ
こ
（
梅

こ
と
し
は
、
ぜ
っ
た
い
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
い
き
た
い
。

ぬ
え
（
南
大
島
）

＊
せ
し
も
け
い

こ
（
新
里

こ
と
し
は
、
お
と
も
だ
ち
を
、
も
っ
と

い
っ
ぱ
い
つ
く
り
た
い
。

含
あ
お
の
け
い

こ
（
梅
原

ち
え
こ
（
新

さ
ち
ょ
（
梅

こ
と
し
は
、
こ
う
さ
と
び
と
、
あ
や
と

び
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
が
っ
こ
う
で
、
な

に
か
―
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
た
い
。

＊
よ
し
な
が

原
）

わ
た
し
は
、
お
と
も
だ
ち
を
、
い
っ
ぱ

い
つ
く
り
た
い
。

＊
た
ぐ
ち
ゆ
か
り
（
大
輪

＊
は
ら
ぐ
ち
み

ほ
（
大
輪

こ
と
し
は
、
が
っ
こ
う
の
お
べ
ん
き
ょ

う
を
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
と
し
は
、
お
と
も
だ
ち
を
い
っ
ぱ
い

つ
く
り
た
い
。

＊
き
た
か
く
あ
つ
し
（
新
里

里

ま
V

ょ
、

,

1

,

9

 

に
い
き
た
い
。

j
と
し
ま
、', 

ほ
っ
か
い
ど
う

こ
と
し
は
、
と
う
き
ょ
う
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
い
っ
て
み
た
い
。

な
お
き
（
大
佐
貫
）

ま
ゆ
み
（
大
佐
貫
）

こ
と
し
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
、

い
っ
て
、
パ
レ
ー
ド
が
み
た
い
。

＊
し
お
の

わ
た
し
は
、
こ
と
し
は
、
も
っ
と
え
が

う
ま
く
な
り
た
い
。

＊
ほ
り
ぐ
ち

＊
な
か
じ
ま

玄
あ
ら
き

な
お
こ
（
大

輪

こ
と
し
は
、
ま
た
ほ
っ
か
い
ど
う
に

い
っ
て
み
た
い
。

＊
こ

じ
ま

り

か
（
新
里

お
と
も
だ
ち
を
、
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
、

な
か
よ
く
あ
そ
び
た
い
。

""`‘ 
食

. ‘. ' 

＊
は
ら
ぐ
ち
の
ぶ
え
（
大
輪

も
っ
と
、
お
と
も
だ
ち
を
つ
く
っ
て

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
た
い
。



第304号 広 報 め い わ 昭和62年 1 月 10 日 (10) 

おかめカボチャをご存じですか

大輪の門間徳吉さんは、テレビで紹介されたのを見て埼玉県大

井町の農家から 10粒の種を取り寄せ、通称「おかめカボチャ」とい

われるユニークな形をしたカボチャを栽培。置物に最適と主婦層

にひっぱりだこ。どちらかといえば観賞用かな• •…••…• •。

もちつきに、

中央保育園で、

はしゃ ぐ中保園児

もちつき大会。キネとウスを使って園児と保母

が協力してペッタン、ペッタンとモチ米 7 キロをつき上げました。

園児たちは普段味わったことのないモチつきに一段とはしゃき＼

つき上げたモチを雑煮やきなこなどで舌つづみを打ちました。

青少推補導員夜間パトロール

とかく青少年の非行は休暇中に芽ばえるもの 。年

末年始を迎えて一段と監視の目が必要です。

そこで村青少年育成補導推進員の人たち 20人は、村駐

在警察官 2 人を含め年末の23 日から年始の 9 日まで 3~

4 人一組で、神社、仏閣境内やゲームコーナー設置場所

など非行が芽ばえそうな場所のパトロールを行いました。

夜 7 時ごろから、一段と冷え込む10時ごろまで監視の目

を光らせました。

1
1

お
め
で
た

1
1

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
旺
暉

泉
田
奈
央
美
憲
一
三
女
矢
島
％

清
水
美
由
紀
好
市
二
女
矢
島
潟

藤
野
和
久
正
巳
二
男
川
俣
附

島
田
真
利
香
晴
夫
長
女
田
島
％

関
根
直
美
克
美
長
女
南
大
島
％

泉
田
知
宏
嘉
弘
二
男
矢
島
汽

吉
永
真
人
重
美
長
男
梅
原
％

` 応
｀
§
‘
f
升

名
め
し
オ

（敬称略）

円
高
対
策
に
よ
り
、
県
・
村
で
行
っ
て

い
る
融
資
制
度
が
改
正
さ
れ
、
利
率
な
ど

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(
6
1
年
認
月
1

日
施
行
）

0
中
小
企
業
関
係
制
度
融
資
の
既
借
入
金

の
融
資
期
間
の
一
年
延
長
措
置1
1

商
業
設

備
近
代
化
資
金
な
ど
五
資
金
に
つ
い
て
六

十
年
度
以
前
に
借
入
て
い
る
も
の
は
「
最

終
返
済
期
日
」
を
延
長
し
、
長
期
分
割
返

済
が
で
き
る
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
農
業
共
済
（
園

芸
施
設
）
、
水
道
料
、
国
民
年
金
で
す
。

2
7
日
東
部
児
童
館

2
8
日
明
和
村
役
場

2
9
日
明
和
農
協
第
一

融
資
制
度
、
円
高
対
策
で

利
率
な
と
が
緩
和

であ田 石薗息島薗 吉岡問ら肢し料体 圏に~ 0.2 ど圏
しり口前 崎部瀬田部氏 永田亘合れ機金障要 上 係申借該パ十融
たま滋月訂 朋 長 II 亘せま能の害領—肢 又請受当 l ー資[ ［ゞ：喜 喜仁円 l] 貸名 ぉ塁亨＇：こ：塁塁喜よ般機庄↑覧：亨塁塁
和・ぁ；； 73 7568 7875 よ < 英翌’さ言； 9 讐り岨 眉畠 喜計嘉嘉虞は、嘉
穂・保め正 ^ ^ ^ 男二亘゜細割ヒるれ 金害 商 28 に II きいき[ :9 : 1 ：日塁芦息 ゃ 長長［ 臣塁畠霞閂 問t 》旦讐悶］ : ] ^ 男女亘場対に自 働で 0 3 らも II

t:、‘の 矢千田大千地み 亘住象新動 1 対 事に月れ現小
あ稔•と 津 津一 梅江三民者た車日象 務役 31 ま行口

］やさこ 島井島輪井区は II 原口＇ 課にに道？‘ 所場 日しよ資
まんろ ］月死新 言 に加‘使 □ へ商 以たり金
。りとで 因冗％ % ％日亡 % % おえ上用身 工前゜約な

►対象，募集人員＝小・中学生及び保護者 150人い経費＝ 1 人1800円 ►申込み＝ 1 月 31 日までに同自然の家合02??(?8)5666へ。
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；ギ古キ十ギ出へ名午rギャャ士午H→古午rt午B→←子r知

（野

⑪
 ► 
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わが家の華
,......................................... 

⑦ 

ー
和
彦
さ
ん

J
I
俣
．
の
長
男

文
江
さ
ん

は
り
や
あ
き
ひ
ろ

張
谷
明
広

v

ん

(
2歳
9

カ
月
）

『なんでも、まねしたがりやの、いたずらっ

こなんですよ。動物とショベルカーが大好き。 :· 

このごろでは、 「わあ、そんなこともできる [ 
.~ の？」とほめると、得意顔でお手伝いしてく へ／

れるんですよ』とお母さん。 •’、9:

--// 

球］芍
管ん胴◎可宕宕◎

明和西少年野球クラブ

監督・新井悌介さん。部員＝37人

「楽しいお正月を一。」 と歳末慰問

村民こぞって明るいお正月を と、 12 月 15 日

内）、 17 日（施設入所者）の両日、村長、助役らが二班に

分かれ独居老人や重度障害者など98人の歳末慰問を行

「元気で良いお正月を」いました。

ないと年末気分が湧いてきませんよ」など年末年始談

義に花を咲かせ激励しました。

今

位都合 の月
ヽ

によ 相談 g 
りは
お

ヽ

い休 信たみ
ださ し

きせ

届談まて
す

゜

゜ ゜場 日
年

所 時

[ 言 I 2 
金

後午月5 
3 日 相
時ま 午
で前 談
10 
時

（村

「これをいただか
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9
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実
施
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明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
メ
イ
ト

゜ ゜蛙｝ 日 交

所 時通

昇 I 1 事
市後午 1月6 故
民 3 日

悶室摩で午前 相
10 談
時

0
日

が 野 基こる勝 目てびは
ん球現礎そこに昨標いの‘ぼ 時れ
ばを大在訓はと暉年にるび楽< i憂 ま‘い乳妊場ら 2 前
ろ‘好‘練とはきはし能としら B勢 で受ず児婦 2 月 9
ういき部に‘でま邑て力碁< °付れ健健所時 3 時時
°つの員励寒きし楽いを本仲 Hiがに はも診診 ゜日 30
し‘をん風また郡まフを良和ん向 当保＾ ＾保 ‘分 1
よ新募でをせ゜各すル忠く西 、か 日健 2 1 健 受か月
に五集いホん残種゜に実‘少はっ のセ月月セ 付ら 14
優年中まホで念大発に礼年 午ン 12 14 ン II 10 日
勝生ですにしな会揮‘儀野ろて 後夕日日夕 午時‘
に・す゜受たがで す自正球ぅ 1 l ーー l 後 30 受
向六゜けがら二る分しク 時で 1 分付
か年特 な‘優回 このくラ
つ生にが今勝準と持‘ブ 2 わ か午
て 1‘ ら年す優 をつのヒ

＊県立東毛自然の家主催で「冬空のつとい」が開かれます。 ►期日＝62年 2 月 ?·8 日 (1 泊 2 日） ►会場＝東毛自然の家（薮塚本町）

健

康

相

火
火

———
-D 
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地区 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科耳鼻科 内 科外科
千代田

日
月日 科別 明和地区

1 月 18 日
白沢医院川田医院 堀越医院合（73) 4151 寺内医院 竹越医院

曜 云（72)1600 云（72)3724 増田医院云（72)1387 云（72)3031 云 (84)3137 

1 月 25 日
落合医院後藤園医院 礫川堂医院 館林地区が

当 云 (72) 3160 云（72)3975 後藤衝医院云（72)3975 云 (74)0184 担当します

2 月 1 日
根岸医院小倉医院 阿久津医院云（72)3315 永寿堂医院 井上医院
合 (72)3262 ff (72) 0606 田内医院合（72)3855 ff (72) 4469 云 (82)1131

番

i ; 
2 月 8 日

古屋（伺医院大神医院 多々良診）合 (72) 3060 海宝医院 小西医院

医
云（63) 6161 云（62)2200 須田医院云（72)0862 云 (74)0811 ff (86) 2261 

佐々木医院川田国医院 大塚医院云（72)0176 津久井医院 石山医院
2 月 15 日

合 (62) 2623 合 (72)3314 ゆたか医院 ff (73)7308 云（72)3316 云 (82)0103 

受賞おめでとう

12月の
(1 日～20 日まで）

救急車出動回数
•交通事故 5 件

●急病 4 件

•その他 4 件

●計 13件

砂賀さん (37歳）

＝斗合田＝

圏
蘭
部
忠
雄
さ
ん
（
千
津
井
）
は
五
万
円
を

0
野
口
歌
子
さ
ん
（
須
賀
）
は
三
万
円
を

蒼
須
藤
順
一
さ
ん
（
入
ケ
谷
）
は
三
万
円
を

0
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
卸
足
利
市1
1

は
六

千
円
を

〶
長
崎
賢
一
さ
ん
、
落
合
勝
敏
さ
ん
は
一

万
四
二
六
九
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

．
ふ"
.
u
5
：
吊
因
”
で
が2出
J.. 

伯
料
甜
ま
け
・
討
？
伍
い
租
：
＂
料
・
紺
了
函
い
・
拍
ま
阻
採
図
付
・
i

5
~
:
h
料
・
討
＂
：
”
阻
甜
ま
国
~
磁
t
了
が
＂
甜
了
泊
x
也
•
5店
白
マ
・
い
い
・
討
ゞ
ぶ
因
出

r
.. ”
阻
柑
5.. 

函
~
甜
苫
料
甜
？
泊

X
柑
·
·
泊
呂“
2・
・
~
糾
甜
了m2．
討
＂
：
角x
"
5..
 5料
如
5・
パ
＂
箪
｀
苓
阻
沿
i
了
沿
凸
ぷ
ま
科
甜
乞
代
[
空
ふ
柑
甜
芝
科
紅
T
氏
昇
さ
;
ビ
＂
了
m
＂
白
交
ふ
只
＂F

・
h
ツ
M
芸

H
店
F

・
珀
”
泊
t
・
ぶ
い
閑
~
マ
ぶ

u
＂
？
ふ
り
印
ざ
伯I
＂
？
位
X
”
?
ふ
{
因
；
m
~．
函
i
・
.
aい
J
t
・

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
長

年
活
躍
さ
れ
た
人
た
ち
が
、

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
喜
び
の
人
々

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

群
馬
県
消
防
協
会

精
勤
章
（
団
員
歴
1
0
年
）

◎
砂
賀
新
一
さ
ん
（
村
消
防
団
本
部
副
団
長
）

地
区
消
防
組
合
管
理
者
表
彰
）

優
良
婦
人
消
防
隊
表
彰
（
館
林

消
防
組
合
消
防
団
長
表
彰

県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
が
高
い
ぺ
j

ス
で
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の
十
二
月
一

日
か
ら
十
六
日
の
、
わ
ず
か
半
月
の
間
に

十
三
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

交
通
事
故
の
月
別
、
時
間
帯
別
を
み
て

み
ま
す
と
、
発
生
件
数
で
は
七
・
八
月
ご

ろ
の
夏
季
と
年
末
年
始
が
比
較
的
多
く
、

優
良
団
員
表
彰
（
館
林
地
区

0

小
久
保
憲
一
（
第
一
分
団
班
長
）

0

多
田
和
幸
（
第
一
分
団
員
）

0

島
田
貴
好
（
第
二
分
団
員
）

0

黒
沢
信
幸
（
第
二
分
団
員
）

0

早
川
文
之
（
第
三
分
団
班
長
）

0

田
口
尊
生
（
第
三
分
団
員
）〔

敬
称
略
〕

0

中
谷
婦
人
消
防
隊
（
隊
長11
松
本
一
枝
）

0

上
江
黒
婦
人
消
防
隊
（
隊
長1
1
内
田
京
子
）

〔
敬
称
略
〕

交通事故死が
急増、注意．／

置(-
せ
豆
い土

ん
9
色
＿4
と
潟
一

e

斧
・

雀
心
い
で

と
、
こ
、

行
く

昭
和
五
八
年
か
ら
現
在
ま
で
新
里
地
区

子
ど
も
育
成
会
長
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
良
き
理
解
者
・
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
ま
た
、
昭
和
六
0
年
か
ら
村
子
ど
も

会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し
て

手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

谷津さん

＝新

(62歳）

里＝

ま
た
、
死
者
数
で
も
同
じ
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
時
間
帯
で
は
、
朝
の
八
時
、
夕
方
の

五
時
が
断
突
で
、
全
体
の
二
割
以
上
を
占

め
、
そ
の
前
後
に
も
集
中
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
曜
日
別
で
は
、
土
曜
日
が
ト

ッ
プ
で
全
体
の
約
一
六
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
年
齢
別
で
は
、
老
人

(
6
0
歳
以

上
）
と
子
ど
も
(
1
5歳以
下
）
の
事
故
が

最
も
多
く
、
合
わ
せ
て
全
体
の
三
0
％
近

く
に
達
し
て
い
ま
す
。

と
か
く
年
始
は
、
さ
わ
が
し
く
、
何
か

と
正
月
気
分
で
お
ち
つ
か
な
い
も
の
。
こ

ん
な
時
が
い
ち
ば
ん
危
険
な
の
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ぱ

く
た
ち
、
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

群
馬
県
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡

協
議
会
長
表
彰
（
育
成
功
労
者
）

◎
谷
津
好
一
さ
ん
（
新
里
子
ど
も
育
成
会
長
）

ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
良
く
守
り
、
悲
惨
な

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
（
文
中
数
字11

6
0年
交
通
年
鑑
に
よ
る
）

館
林
警
察
署
管
内

屯
人
身
交
通
事
故
発
生
状
況

▼
件
数
1
1

四
一
九
件
▼
死
者
1
1

七
人
▼

傷
者
1
1

五
0
二
人

0
明
和
村
の
場
合
…
▼
件
数1
1

三
七
件
▼

死
者
1
1
0

人
▼
傷
者
1
1

四
七
人

屯
事
故
原
因
別
状
況
（
ワ
ー
ス
ト
順
位
）

▼
一
時
停
止
違
反
（
口
％
）
▼
わ
き
見

運
転
（
賃
％
）
▼
安
全
速
度
義
務
違
反
（

□
%
)
ア
優
先
通
行
違
反
（
い
％
）
▼
と

び
出
し
（
口
％
）

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J
 

~
□

国
一

｛
表
紙
は
花
の
女
王
と
い
わ
れ
る
特
｛

直
の
カ
ト
レ
ア
（
野
本
和
雄
さ
ん
栽
~

二
培
）
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
・
シ
ク
ラ
メ
~

口
／
（
小
久
保
憲
一
さ
ん
栽
培
）
で
す
。
~

丁
王
に
千
津
井
地
区
で
栽
培
し
て
い
ま
~

｀
ノ
。
ラ
ン
は
欧
米
で
改
良
発
達
し
明
~

閾
以
降
日
本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
一

｛
姿
、
形
、
色
、
香
り
な
ど
千
差
万
~

町
で
気
品
高
く
美
し
い
さ
ま
ざ
ま
の
~

冨
種
が
あ
り
五
万
種
以
上
に
及
び
ま
ー

：
す
。
こ
れ
等
が
花
の
女
王
と
い
わ
れ
一

｛
る
由
縁
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
｛

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

交
通
メ
モ

(
1
1
.
3
0
現
在
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第305号 広 報 め い わ 昭和62年 2 月 10 日 (2) 
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¥ 4月から移転される農業共済事務
----------------------------

＊
組
合
の
名
称
：
．
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事

務
組
合

＊
組
合
の
区
域
：
•
明
和
村
、
館
林
市
、
板

倉
町
、
千
代
田
町
、
大
泉
町
、
邑
楽
町

の
区
域

＊
事
務
所
の
所
在
地

館
林
市
仲
町
1
4番

市
役
所
一
階
に
設
置

事
務
所
は
、

1
8館
林

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

｛
変
ほ
う
す
る
農
業
情
勢
に
対
応
し
、
農
業
共
済
事
｛

｛
業
の
運
営
基
盤
の
確
立
と
農
家
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
｛

｛
上
を
図
る
た
め
、
明
和
村
、
館
林
市
、
板
倉
町
、
千
｛

｛
代
田
町
、
大
泉
町
、
邑
楽
町
は
、
従
来
各
市
町
村
で
｛

｛
行
っ
て
き
た
農
業
共
済
事
業
を
統
合
し
、
事
務
を
共
｛

｛
同
処
理
す
る
一
部
事
務
組
合
「
館
林
邑
楽
農
業
共
済
｛

｛
事
務
組
合
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

｛
今
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
広
域
事
業
が
開
始
さ
れ
｛

；
王
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
｛

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

.

 

1
8か
ら
広
域
化
ス
タ
ー
ト

農

業

共

済

業

務

か
ら
派
遣

職
員
は
、

は
ほ
ぼ
現
状
の
ま
ま
移
行

共
済
連
絡
員
‘
損
害
評
価
員
等

月
村
議
会
で
議
決

館
林
市
長
と
郡
内
五
町
村
長
は
、
県
の

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
現
状
と

将
来
を
展
望
し
、
研
究
、
検
討
を
重
ね
昭

和
六
十
二
年
四
月
の
事
業
開
始
を
目
標
に

農
業
共
済
事
業
の
統
合
、
事
務
の
共
同
処

理
を
行
う
こ
と
に
合
意
、
関
係
市
町
村
議

会
の
審
議
を
経
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
明

和
村
は
、
第
三
回
村
議
会
定
例
会
「
昭
和

6
1
年
9
月
）
で
議
決
。
」

こ
の
組
合
の
執
行
機
関
は
、
関
係
市
町

村
長
等
が
あ
た
り
、
議
決
機
関
は
関
係
市

町
村
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
十
二
名
の
議

員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

共
済
連
絡
員
、
損
害
評
価
員
等
の
定
数

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
現
状
の
ま
ま
移
行
さ

れ
ま
す
。

関
係
市
町
村

職
員
は
当
分
の
間
、
関
係
市
町
村
か
ら

の
職
員
派
遣
に
よ
っ
て
、
事
務
の
共
同
処

理
が
行
わ
れ
ま
す
。

明
和
村
は

6
1年
9

1

＝
方
「
館
林
市
民
セ
ン
タ
ー
」

林
市
役
所
一
階
）

（
旧
館

四
月
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
対
象
範
囲

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
該
当
者
は

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
受
給
資
格
者
1
1

昭
和
5
8年
4
月
2
日
以

後
に
生
ま
れ
た
児
童
を
含
む
1
8歳
未
満
の

児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
、

又
は
昭
和
認
年
4

月
2

日
以
後
に
生
ま
れ

た
児
童
を
含
む
1
8歳
未
満
の
児
童
を
三
人

以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。
（
児
童
は
自
分

の
子
供
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
養

育
し
て
い
れ
ば
要
件
を
満
た
し
ま
す
。
）
前

年
の
収
入
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
支
給
額
1
1

昭
和
5
8年
4
月
2

日
以
後
に

生
ま
れ
た
二
人
目
の
子
供
は
、
月
額
二
千

五
百
円
、
昭
和
5
3年
4
月
2

日
以
後
に
生

ま
れ
た
三
人
目
以
降
の
子
供
は
一
人
に
つ

き
月
額
五
千
円
の
支
給
。

＊
受
付
1
1

現
在
受
付
中
。
昭
和
6
2年
4

月

1

日
に
新
し
く
対
象
と
な
る
人
は
3

月
3
1

日
ま
で
に
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

＊
手
続
方
法
1
1

印
鑑
と
健
康
保
険
証
又
は

年
金
手
帳
を
持
参
し
、
住
民
課
へ
。

＊
現
在
受
給
中
の
人
1
1

現
在
受
給
さ
れ
て

い
る
人
で
、
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
新
た

な
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

芦砂五
四月から

児童手当制度

支給対象範囲



(3) 第305号 広 報 め い わ 昭和62年 2 月 10 日

◎所得税申告納税相談日程

相談日 午前午後 種別 至Rク人 当 区 場所

2 月 午前 所得税申告 斗合田、下江黒、上江黒、千津井、江日 中

1 g日 午後 ,, 田島、南大島、中谷
央

公

2 月 午前 所得税申告 新里、梅原、川俣、入ヶ谷
民

20 日 午後 ク 須賀、大輪、大佐貰、矢島 館

合相談時間は、いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

◎住民税申告相談日程

2 月 午前 住民税申告 斗合日、上江黒 東
---------------→ー一唱~ ＂~ー＇テ·噸~噸~噸····--·-------- ----- -----------

2 6 日 午後 ク 千津井 部

児

2 月 午前 住民税申告 江日 童
............. ---- ------ --- ---- ---- ---------------- --------------

27 日 午後 /1 下江里、田島 館

3 月 午前 住民税申告 川俣、須賀 明
- ----------- ---------------------- --- - -----------------

和2 日 午後 ク 大輪
農

午前 住民税申告 矢島
協

3 月 第........... -... ••••••••• ••••••••••••••••••• • - -―ーー・ーー...・・・・士＊

3 日 午後 /1 入ヶ谷、大佐貰

3 月 午前 住民税申告 南大島（七軒、八軒以外） 中
------ -------------

4 日 午後 り 南大島（七軒、八軒）、中谷 央

公

3 月 午前 住民税申告 梅原 民

5 日 午後 り 新里 館

合相談時間は、いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

所得税 . 

一
ナ

住民税の申告

所得税、住民税の申告手続きの準備

は、 もう整いましたか。今年も申告時

期がまいりました。次の日程で申岩相

談が開かれますのでご相談ください。

＊
申
告
書
は
各
自
記
載
し
て
ご
持
参
く
だ

さ
い

＊
記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
ト
ラ
ブ

な
り
ま
す

※
く
わ
し
く
は
、
役
場
税
務
課
又
は
館
林

税
務
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

柑
談
す
る
場
合
は
、
次
の

点
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い

昭和 61 年分農業所得の標準額決定

水稲 8万7,600円

裏作 5万0,300円

背通畑 (1 等） 13万4,100円
，，，（ 2 等） 8万1,300円

陸田 8万7,600円

ナス（露地） 33万2,500円

〔施設園芸・果樹］
キュウリ（加温）

収入金 X67%-58万1,700円

キュウリ（無加温）
収入金 X67%-15万0,700円

ラ収入金 X78%-15万7,400円

ス収入金 X78%-29万5,500円

トマト（加温）

収入金 X76%-58万1,700円

トマト（無加温）

収入金 X76%-29万5,500円
イチゴ（無加温）

収入金 X77%-22万4,300円

その他の野菜

収入金 X72%-15万0,400円
梨（青系）

収入金 X73%-10万3,000円

梨（赤系）

収入金 X73%- 7万2,000円
和
乳

確定申告は、 2 月 16 日から

3 月 16 日まで。正しくお早めに

※ 10アールあたり

ぶどう

収入金 X76%- 6万5,000円

［養豚＝ 1 頭あたり〗

一貫飼育 10万0,300円

肉用豚 900円

繁殖豚 6万5,200円

〔養鶏＝採卵用 10羽あたり］

1 千羽未満 1万2,000円

5 千羽未満 1万3,000円

〖肥育牛＝ 1 頭あたり］

牛 24万7,900 円

牛 15万3,200円

相
談
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

所
得
税
…
•
…

,
.
2

月

1
9日
・

2
0日

住
民
税
…
•
•
…
.
2
日
2
6日
ー

3

月
5

日
（
実
6

日
間
）

ル
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
、
明
確
に

答
え
ら
れ
る
方
が
ご
相
談
く
だ
さ
い

玄
住
所
、
氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
は
必

ず
自
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

玄
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

―
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の
払
込
み
保
険

料
が
九
千
円
を
超
え
る
場
合
は
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
税
、
農
業

者
年
金
の
保
険
料
等
の
領
収
書
も
、
ご

持
参
く
だ
さ
い

玄
損
害
保
険
料
控
除
は
、
金
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
払
込
み
証
明
書
が
必
要
と

増
加
の
避
け
ら
れ
な
い
老
人
医
療
費
を
、

国
民
全
体
で
公
平
に
負
担
し
、
安
心
し
て

老
後
を
託
せ
る
社
会
制
度
の
確
立
を
1
|

と
、
昨
年
末
老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、

外
来
、
入
院
の
一
部
負
担
な
ど
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
一
部
負
担
の
改
定
。
（
）
内
は
改
正
前

で
す
。

▽
外
来
…
一
カ
月
八
百
円
(
-
力
月
四
百

円
）

▽
入
院
：
·
-
日
四
百
円
限
度
撒
廃
二
日

三
百
円
ニ
カ
月
限
度
）

〇
施
行
日
：
．
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
細
は
住
民
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

-| :'  

今年の 1 月 1 日から

外来・・・・・・・• •800 円

入院……••400 円

になりました。

昭
和
5
8
年4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
第

二
子
分
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
昭
和
6
3
年
4
月
1
日
か
ら
は1
1

第
二
子

以
降
の
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
が
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
等
に
つ
い
て
は

米
年
度
の
適
当
な
時
期
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

詳
細
は
住
民
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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村
民
マ
ラ
ソ
ン
四

み
ん
な
さ
わ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

~
「
マ
ラ
ソ
ン
は
孤
独
と
の
戦
｛

｛
ぃ
」
。
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
｛

｛
「
が
ん
ば
れ
／
．
」
の
声
が
沿
道
｛

｛
か
ら
と
び
ま
す
。
参
加
者
全
員
i

｛
が
完
走
。
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
、
｛

｛
さ
わ
や
か
な
汗
。
何
人
か
の
優
i

｛
勝
者
に
勝
因
を
う
か
が
っ
て
み
一

一
ま
し
た
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

今
年
で
八
回
目
。
新
春
恒
例
の
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
一

月
十
八
日
、
明
和
中
学
校
校
庭
（
周
辺
を
ス
タ
ー
ト
地
点
）
で

開
か
れ
、
チ
ビ
ッ
コ
か
ら
大
人
ま
で
老
若
男
女
の
四
百
十
九
人

が
、
日
ご
ろ
鍛
え
あ
げ
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

十
五
の
部
門
で
―
k
mか
ら
五
k
mの
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
会
場
、

コ
ー
ス
沿
道
に
は
家
族
連
れ
な
ど
が
多
数
く
り
出
し
、
力
走
す

る
一
人
ひ
と
り
に
声
援
を
送
り
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
新
春
の
行
事

を
楽
し
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
完
走
し
、
思
い
思
い
の
満
足
感

に
ひ
た
り
な
が
ら
走
り
終
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
談
義
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

い
~

一 ゃ
村田和宏くん（西小 2 年）

小学生低学年男子の部

九か
〇
小
学
生
低
学
年
（
男
子
の
部
）

食
一
・
ニ
年

1
.
o
k
m

0

一
位
村
田
和
宏
（
西
小

2

年
）

〈
タ
イ
ム
4

分
9
秒
3
6〉

0

二
位
小
菅
洋
（
東
小

2

年
）

0

三
位
日
比
野
健
一
（
東
小

2

年
）

0

同
（
女
子
の
部
）

0

一
位
海
老
原
響
子
（
西
小

2

年
）

〈
タ
イ
ム
4

分
2
1
秒3
4〉

0

二
位

0

三
位

次
の
と
お
り
で
す

上
位
入
賞
者
は
、

東
小
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
一
位
を

と
っ
た
の
で
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
か
て

て
満
足
で
す
。

0

二
位
木
村
裕
子
（
東
小

2

年
）

0

三
位
岡
田
真
佐
子
（
西
小

2

年
）

〇
小
学
生
中
学
年
（
男
子
の
部
）

＊
三
•
四
年

1
.
2
k
m

0

一
位
奈
良
原
慎
（
東
小

4

年
）

〈
タ
イ
ム
4

分
3
1秒
2
8
)

0

二
位
吉
永
寿
（
西
小

4

年
）

0

三
位
清
水
昌
弘
（
西
小

4

年
）

0

同
（
女
子
の
部
）

0

一
位
鈴
木
裕
美
子
（
西
小

4

年
）

〈
タ
イ
ム
5

分
5

秒
1
6〉

今
成
奈
津
子
（
西
小

3

年
）

青
木
ま
ゆ
み
（
西
小
3

年
）

笠井健雄くん（東小 6 年）

小学生高学年男子の部

大
人
の
人
に
ピ
ッ
タ
リ
く
っ
つ
い
て
い

け
た
の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
学
生
の
部
、
一
般
男
子
の
部
と
同
時

に
ス
タ
ー
ト
し
た
）

毎
日
、
む
り
を
し
な
い
練
習
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
が
実

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
優
勝
で
き
て
良

い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。 口

田口益世さん（明中 2 年）

中学生女子の部

高瀬 磨くん（明中 2 年）

中学生男子の部

昨
年
出
場
し
て
、
優
勝
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
今
年
こ
そ
は
と
、
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

い
つ
も
夜
、
お
母
さ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
走
っ
て
い
ま
す
。
か

て
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

練
習
は
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
の
で
自
信

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
調
子
が
良

か
っ
た
の
で
か
て
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

海老原響子さん（西小2年）

小学生低学年女子の部

石川季代さん（西小 6 年）

小学生高学年女子の部
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▲各部門で優勝した皆さん

—! 

→ーニコー竺．ヽ、文・＼ヽ
▲スポーツクラブ対抗で優勝した干津井チーム

0
二
位

／
圏
小
学
生
高
学
年
（
男
子
の
部
）

＊
五
・
六
年

1
.
5
k
m

0
一
位
笠
井
健
雄
（
東
小

6

年
）

〈
タ
イ
ム
5
分
2
3秒
6
3
)

0
二
位
三
橋
淳
（
西
小

6

年
）

0
三
位
新
井
悦
雄
（
東
小

6

年
）

0

同
（
女
子
の
部
）

0
一
位
石
川
季
代
（
西
小
6
年
）

〈
タ
イ
ム
6

分
2

秒
5
2〉

0

二
位
奈
良
原
絵
実
（
東
小

6

年
）

0
三
位
鯉
沼
美
幸
（
西
小

6

年
）

〇
中
学
生
（
男
子
の
部
）
＊
5

．

o
k
m

0

一
位
高
瀬
磨

(
2年
）

〈
タ
イ
ム
1
8
分2
4秒
0
6〉

0

二
位
岡
安
稔
夫

(
2年
）

0

三
位
飯
塚
克
則

(
2年
）

〇
中
学
生
（
女
子
の
部
）
＊
3

．

o
k
m

0

一
位
田
口
益
世

(
2年
）

〈
タ
イ
ム
1
1分
3
1
秒6
6〉

岩
瀬
理
絵

(
1年
）

0

二
位

0
三
位

0

一
位

0

三
位
吉
永

0
学
生
の
部

＊
高
校
生
1

大
学
生

5
.
o
k
m

0
一
位
笠
井
康
史
（
高
校
2
年
）

〈
タ
イ
ム
1
8
分1
5秒
0
9〉

0
二
位
田
沼
進
（
高
校
2
年
）

0
三
位
高
瀬
博
司
（
高
校
2
年
）

〇
一
般
男
子
の
部

*
5
.
o
k
m
 

荒
木
博
（
大
佐
貫
）

〈
タ
イ
ム
1
9
分
2
7
秒
〉

0

二
位
関
根
茂
（
日
興
リ
カ
）

〇
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
男
子
）
1
1

タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
（
※
自
分
の
所
要
タ
イ
ム
を

申
告
し
て
お
き
、
そ
の
タ
イ
ム
差
を
競

う
も
の
）
＊

3

．

o
k
m

0
一
位
石
村
吉
久
（
大
佐
貰
）

〈
タ
イ
ム
差
十
5
秒
〉

島
田
邦
昭
（
江
口
）

清
水
勝
哉
（
矢
島
）

直
美

(
2年

〇
同
（
女
子
）
玄

3
.
o
k
m

0

一
位
飯
塚
民
枝
（
江
口
）

〈
タ
イ
ム
差
＿
2
0秒
〉

0

二
位
田
子
真
佐
美
（
江
口
）

0
三
位
北
条
富
子
（
新
里
）

〇
ス
ポ
—
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
（
個
人
）

玄
年
齢
3
0歳
未
満

3
.
o
k
m

佐
藤
茂
正
（
日
本
キ
ャ
ン
パ
ソ
ク
）

〈
タ
イ
ム
1
1分
2
0秒
〉

大
月
一
十
四
（
日
本
キ
ャ
ン
パ
ノ
ク
）

▲マイペースで行こう さあ．／だれがー等かな▼

0
二
位

0
一
位

須
藤
征
幸
（
緑
親
会
）

＊
年
齢
3
0歳
以
上

3
.
o
k
m

奈
良
原
勇
―
―
一
郎
（
千
津
井
）

〈
タ
イ
ム
9

分
2
7秒
〉

0
二
位
飯
塚
忠
（
千
津
井
）

0
三
位
堀
口
正
敏
（
新
里
）

〇
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
（
団
体
）3

．

o
k
m

0
一
位
千
津
井
チ
ー
ム

0
二
位
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
チ
ー
ム

0
三
位
新
里
チ
ー
ム

0
三
位

蒼
同

0
一
位

グ·

ヽ， ー』 ヽ , ’ ・・

ヽ．
マ→←れ，←

▲寒風を切って力走する選手

学
校
で
陸
上
（
短
距
離
）
を
や
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
マ
ラ
ソ
ン
に
も
生
か
す

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
来
年
は

も
っ
と
タ
イ
ム
を
縮
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

が勝ギ
んにン健
ばつグ康
りなを維
まがし持
すつて増
゜たい進
とまの
思すた
い°め
まそ‘
すの毎
゜結日奈良原勇三郎さん（千津井）

犀 9 ::/ 壮年男子及びスポーツクラブ
も優 ョ対抗個人 (30歳以上）の部

毎
日
、
6
k
mぐ
ら
い
走
っ
て
い
る
の
で

そ
の
成
果
が
実
り
、
優
勝
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
で
す
ね
。

荒木 博さん（大佐貫）

一般男子の部

笠井康史さん（高 2 年）

学生の部
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今月 の 話題

l
 

►

気
は
く
い
っ
ぱ
い
の
選
手
た
ち

►

郡
大
会
（
小
学
生
女
子
個
人
）
で

優
勝
し
た
石
崎
裕
子
さ
ん

I
 
I
 0| 

行
わ
れ
る

〇
小
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

▼
優
勝
1
1

石
崎
雅
章
（
矢
島
）
▼
準
優

勝
1
1

多
田
貴
仁
（
上
江
黒
）
マ
ニ
位1
1

門

間
拓
美
（
大
輪
上
）

0

同

1
1

女
子
個
人
戦

ア
優
勝1
1
石
崎
弘
子
（
大
佐
貫
）
▼
準

優
勝
1
1

奈
良
原
絵
実
（
千
津
井
）
マ
ニ
位

1
1

石
崎
裕
子
（
矢
島
）

奎
同

1
1

男
子
団
体
戦

▼
優
勝
1
1

矢
島
子
ど
も
会
▼
準
優
勝
1
1

上
江
黒
子
ど
も
会
マ
ニ
位
1
1

南
大
島
子
ど

も
会

0

同

1
1

女
子
団
体
戦

マ
俊
勝
1
1

中
谷
子
ど
も
会
▼
準
優
勝
1
1

江
口
子
ど
も
会
マ
ニ
位
1
1

大
佐
貫
子
ど
も

会〇
中
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

▼
優
勝
1
1

木
村
貴
雄
（
川
俣
）
▼
準
優

勝
1
1

成
田
裕
（
大
佐
貫
）
マ
ニ
位
1
1
大

沢
秀
一
（
中
谷
）

0

同

1
1

女
子
個
人
戦

▼
優
勝
1
1

吉
永
直
美
（
梅
原
）
▼
準
優

勝
1
1
田
0
仁
美
（
矢
島
）
マ
ニ
位1
1

新
井

静
香
（
江
口
）

0

同

1
1

男
子
団
体
戦

▼
優
勝
1
1

田
島
子
ど
も
会
▼
準
優
勝
1
1

矢
島
子
ど
も
会
マ
ニ
位
1
1

川
俣
子
ど
も
会

奎
同

1
1

女
子
団
体
戦

▼
優
勝
1
1

矢
島
子
ど
も
会
▼
準
優
勝
1
1

新
里
子
ど
も
会
マ
ニ
位
1
1

大
佐
貫
子
ど
も

会
〔
敬
称
略
〕

明
和
で
郡
大
会

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

〇
小
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

2

位
1
1

多
田
貴
仁
（
上
江
黒
）

0

同

1
1

女
子
個
人
戦

一
位1
1

石
崎
裕
子
（
矢
島
）

0

同

1
1

男
子
団
体
戦

2

位
1
1

明
和
A

チ
ー
ム
（
矢
島
子
ど
も

会
）
1
1

真
下
信
行
、
清
水
潤
、
大
津
康
弘

〇
中
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

3

位
1
1

木
村
貴
雄
（
川

同

1
1

女
子
個
人
戦

俣

2

位
1
1

吉
永
直
美
（
梅

0

同

1
1

男
子
団
体
戦

2

位
1
1

明
和
A

チ
ー
ム
（
田
島
子
ど
も

会
）
1
1

都
丸
攻
、
都
築
正
則
、
滝
口
裕
一

蒼
同

1
1

女
子
団
体
戦

2

位
1
1

明
和
A

チ
ー
ム
（
矢
島
子
ど
も

会
）
1
1

清
水
聡
子
、
清
水
美
津
江
、
鈴
木

め
ぐ
み
〔
敬
称
略
〕

原

新春恒例の上毛かるた大会
新春恒例の上毛かるた大会は、 1 月 11 日、村社会体育館で

小学生・中学生の地区代表 241 人が郡大会出場権をかけて行
われました。 「鶴舞う形の群罵隈・・・・・・」と読みあげられると

気はくがぷつかLJ合い、各部門ごとに 44枚の争奪が 3 時ごろ
までくリ広げられました。また、 25日、明和村中央公民館を

会場に行われた郡大会には、各町村の代表、 120 人ほどが出
場。県大会出場権をかけて熱戦を展開。明和からは、村大会

で優勝・準優勝した40人ほどが出場し、？部門で三位以内に

入賞するなと好成績を収めました。

村
大
会
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す

館
林
地
区
消
防
組
合
、

・
＇

日
，
』
六
i
グ1 月 11 日、館林地区消防組合の新春恒例の出初め式

が、館林市役所南面院車場で行われ、明和村、館林市

などの消防団員六百人ほどが参加。各市町村長、議員

らの来賓を前に、分列行進など新春の雄姿を披露しま

した。また、地元のとび職組合のはしご乗りの名演技、

少年クラブ鼓笛隊演奏も披露され、式を盛り上げまし

た。

出
初
め
式

華
麗
な
演
技
に
歓

声

とび職組合による

はしご乗りの名演技

今

月
の
話
題

今月 の 話題
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お
早
め
に
し
ま
し
ょ
う

表
彰
申
請
は

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の

( 
今月 の 話題

`’‘`‘’,.. •し、――`’h^ｷr 

夜空を焦がす炎に歓声があがります。

南
大
島
（
稲
荷
山
）
地
区
で

と
ん
と
焼
き
楽
し
む

※
主
な
要
件

地
区
表
彰
（
銅
章
）
1
1
2

月
2
5
日
締
切
り

自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し

五
年
以
上
又
は
、
小
特
•
原
付
の
運
転
免

許
を
有
し
十
年
以
上
運
転
に
従
事
し
事
故

南
大
島
地
区
（
稲
荷
山
）
の
青
年
た
ち

（
代
表1
1

合
屋
博
さ
ん
ら
2
0
名
）
が
主
催

で
、
一
月
十
五
日
夜
、
地
区
内
の
田
を
使

っ
て
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
、
区
民

を
は
じ
め
、
近
在
か
ら
二
百
入
ほ
ど
が
訪

ず
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
催
し
た
青
年
た
ち
が
、
子
ど

も
の
こ
ろ
味
わ
っ
た
良
さ
を
今
の
子
ど
も

た
ち
に
も
と
行
わ
れ
た
も
の
で
今

年
で
七
年
目
。
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
青
竹

を
心
に
山
と
積
ま
れ
た
ダ
ル
マ
な
ど
に
六

時
の
合
図
で
火
が
つ
け
ら
れ
、
真
赤
な
炎

が
夜
空
を
焦
が
す
と
、
子
ど
も
た
ち
な
ど

か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、
照
ら
し
出
さ
れ
た

見
物
人
の
顔
は
み
ん
な
楽
し
そ
う
。

主
催
者
が
用
意
し
た
、
お
で
ん
や
甘
酒

で
舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら
無
病
息
災
、

ご
こ
（
ほ
う
じ
ょ
う

五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。

安
全
の
確
保
④
防
災
機
器
等
の
普
及
推
進

⑤
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生

防
止
対
策
の
推
進

昭
和
6
0年
中
の
館
林
地
区
消
防
組
合
管

内
の
火
災
発
生
状
況
等
は
…
…

0
火
災
発
生
状
況
1
1
全
体
で
1
1
3
件
発
生
、

昨
年
よ
り
2

件
の
増
。
こ
の
う
ち
5
9
件(
5
2

％
）
が
建
物
火
災
で
昨
年
よ
り
4
件
の
増

L
·
D
r
』
·
,
J
·
-
r

昌
f
J

~
r
~
r

i
↓
·
·
―
,
9
r
~
~
L
·
·
r

、
~
」
·
日
―
’
~
ー
己

·
-
r
」
·
·
「,
9
「
~
-
'
~
し
三

·
-
9
,
9
「

9

「

L
言
，
i
二
雪
r
~
9
r
~
r

J
·
·
『

違
反
の
な
い
こ
と
。
「
防
火
の
大
役
、
あ
な
た
が
主
役
」
を

県
表
彰
（
銀
章
）
1
1
2

月
2
8
日
締
切
り
統
一
標
語
に
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十

自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し
三
日
ま
で
（
前
半
七
日
間
は
、
車
両
火
災

十
年
以
上
運
転
に
従
事
し
事
故
·
違
反
の
及
び
林
野
火
災
の
防
止
に
重
点
）
、
春
季
全

な
い
こ
と
。
銅
章
を
授
章
済
の
こ
と
。
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

県
表
彰
（
金
章
）
1
1
2

月
2
8
日
締
切
り
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
空
気
が
乾
燥

自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し
し
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の
発
生
が

十
五
年
以
上
運
転
に
従
事
し
事
故
・
違
反
多
い
時
期
。
火
災
は
尊
い
命
や
貴
重
な
財

の
な
い
こ
と
。
銀
章
を
授
章
済
の
こ
と
。
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

警
察
署
長
又
は
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
意

推
せ
ん
を
得
る
こ
と
。
識
を
一
層
高
め
、
悲
惨
な
火
災
事
故
防
止

※
い
ず
れ
も
交
通
安
全
協
会
員
の
こ
と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
い
ず
れ
も
過
去
に
同
等
種
類
の
表
彰
を
卍
重
点
目
標

1
1

①
高
齢
者
、
身
体
不
自
由

受
け
て
い
な
い
こ
と
者
等
を
中
心
と
し
た
死
傷
防
止
対
策
の
徹

申
請
先
・
問
合
せ
先
1
1

館
林
交
通
安
全
協
底
②
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策

会
へ

(
6⑰
5
0
3
0
)

の
推
進
③
特
定
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火

春の全国火災予防運動
2 月 28 日

~ 

3 月 13 日

0
市
町
村
別
発
生
件
数
1
1

館
林
市
5
6
件
、

明
和
村
1
3
件
、
板
倉
町
2
0
件
、
千
代
田
町

4
件
、
邑
楽
町
2
0
件
。

0
出
火
原
因
別
1
1

た
き
火
2
3
件
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
1
5
、
た
ば
こ
1
6
、
放
火
1
5
、
火
遊
び

4
、
ス
ト
ー
ブ
2
、
煙
突
1

、
電
燈
等
の

配
線
2
、
マ
ッ
チ
ラ
イ
タ
ー
2
、
風
呂
ヵ

マ
ド
ー
、
そ
の
他
3
2
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎市町村別損害額

市町村 6 1 年の損害額 前年との比較 一日損当た害りの額

明和村 107万3千円 • 976万6千円 2,939円

板倉町 1,710万5千円 806万9千円 4万6,863円

千代田町 2 億5,050万4千円 2 億0,909万 1千円 68万6,312円

邑楽町 1,419万7千円 • 6,973万7千円 3万8,895円

館林市 2 億5,096万7千円 7,500万5千円 68万7,580円

コマ回しって、 楽しいな
中央幼稚園で 1 月 16 日、園の教室でコマ回し大会が行わ

れました。園児たちは、最初はうまくいかず苦労していた

ようですが、何回かやるうちに回せるようになると興味を

おぼえ、コマ回しに熟中。

なかには 2 分以上も回せるなど、はしゃきながら楽しい

ひとときを過ごしました。

今月 の 話題
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
各
種
年

金
に
つ
い
て
の
相
談
会
が
開
か
れ
ま
す
。

ぉ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

1
1
2

月

1
7日
午
前

1
0時
か
ら

午
後
3

時
ま
で

＊
会
場
1
1

村
中
央
公
民
館

玄
対
象

1
1

村
民

＊
内
容

1
1

各
種
年
金
の
受
給
手
続
き
や

制
度
な
ど
全
般
に
つ
い
て

＊
相
談
員
1
1

保
険
事
務
所
の
相
談
官

※
く
わ
し
く
は
住
民
課
へ
。

相
談
に
の
り
ま
す

3

月

2
H
\
2
0
日
ま
で
に

〇
建
設
工
事
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1毎
年
度
提
出

0

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
1
1
1
1
1
1

隔
年
制

人
札
参
加
指
名
願
は

専
門
担
当
官
が

年
金
相
談

◎老齢基礎年金の請求窓口
国民年金

最後に加入してい

た年金制度は国民

年金ですか

60歳までの期間す

べてが国民年金の

加入期間でしたか

いいえ

最後に加入してい
た年金制度は厚生
年金保険（船員保
験を合む）ですか

村
が
行
う
、
6
2年
度
の
建
設
工
事
や

物
品
等
の
発
注
を
希
望
す
る
業
者
は
、

3

月
2

日
か
ら

2
0日
ま
で
に
、
建
設
省

統
一
様
式
（
全
国
様
式
）
を
使
用
の
う

え
、
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

いいえ

巌後に加入してい

た年金制度は共済

組合ですか

氏
名

永
吉
一
成

小
野
伸
也

立
沢
香
央
里

小
松
原
恵

蓮
見
望
美

関
口
綾
香

日
比
野
衣
里

俣
護
者
続
柄

和
美
長
男

順
市
二
男

政
雄
二
女

林
持
長
女

喜
美
二
女

博
長
女

正
道
長
女

地
区
F
E
l

南
大
阜
髭

南
大
島
況

大
佐
貫
％

南
大
島
％

斗
合
田
％

下
江
黒
％

田
島
％

1
1

お
め
で
た

1
1

名年
男

ク
ラ

片久須石石多柿多
島 1呆藤） 1| 井田沼田氏
庭ち
キ

茂ン正繁ゃ圃
喜子雄雄う吉

年
齢
世
帯
主
地
区

6
7
成
行
土
江
黒

7
6
秋
二
田
島

8
7
ト
ヨ
子
上
江
黒

8
3
寿
夫
南
大
鳥

8
7
伊
三
郎
江
口

5
4
ャ
ス
江

2

斤

7

帝

9
6口
名
子
雄
―
―
一
新
里里口

拾厄属％沿％ ％％甘琶

1
1

お
く
や
み

1
1

いいえ

市役所・町村役場

で請求手続きをし

てくださし l

最後の事業所を管
轄する社会保険事
務所で請求手続き
をしてくださし l

今まで共‘i斉組合以
外の年金制度に加
入したことがあり

ますか

ヽ
~

名
め
し
ズ
コ
[

門
3
(

ご
｀
内
＜
：
升

あなたの住所地を
管轄する社会保験
事務所で請求手読
きをしてくださし）

勤務していた共惰

組合に請求してく

ださし＼

変
わ
り
ま
し
た

新
し
い
国
民
年
金
が
昨
年
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
国
民
す
べ
て
に
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
年
金
の
請
求
窓
口
も
変
わ

り
ま
し
た
の
で
、
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
請
求
さ
れ
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
図
に
よ
る
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
碁
礎
年
金
、
遺
族
碁
礎
年

金
の
請
求
窓
口
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険

事
務
所
又
は
、
役
場
住
民
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

年
金
の
請
求
手
統
き
（
窓
口
）
が

今
月
の
納
め
は

年
金
で
す
。

2
4日

2
5日

2
6日

東
部
児
童
館

明
和
村
役
場

明
和
農
協
第
一

水
道
料
、
国
民

今

月
の
納
め

八
千
代
由
佳

野
村
麻
菜
美

奈
良
高
文

福
田
昌
平

石
川
亜
矢

阿
部
大
和

奈
良
飛
鳥

島
田
雅
史

恩
田
祥
平

本
澤
美
幸

勝
司誠

高
志操

和
正

雅
大

祝
二

隆
次

晴
巨操

長
女
千
津
井
知

長
男
田
島
昂

長
男
梅
原
品

長
女
上
江
黒
拓

長
男
大
輪
祐

長
女
田
島
属

長
男
南
大
島
属

長
男
悔
原
拍

長
女
新
里
属

長
女
大
佐
貰
蛉

村 の ＿
つ

ご き

2 月

17 日

20 日

21 日

22 日

23 日

24 日

25 日

3 月

1 日

糖尿病予防教室

農業委員会

明中 1 日入学

危険物収集（金属類）

昭和62年度予算内示

西小 1 日入学

東小 1 日入学

危険物収集

7 • 8 日

（ガラス・セト

モノ・乾電池）

公民館まつり

※予定ですので変わることもあります。
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(84)4626 

／剣道大会参加者募集二〉

＊対

玄期

象＝小学生（低学年・高学年）中学

生（男・女）の二部門

日＝ 3 月 21 日

＊会場＝社会体育館

＊参加費＝無料

＊申込み＝ 3 月 10 日までに社会体育館へ

サ
ー
モ
ン
運
動
に

参
加
し
よ
う
／
．

日時・3
 

月
ー

日（日）

カ
ム
・
バ
ッ
ク

10 時

場所・利根川梅原地先
（東武線鉄橋付近）

当日は、子どもたちが昨年の12月から 80 日以

上もかけて、観察しながら愛情こめてふ化させ

たサケ稚魚三万匹を放流します。子どもたちが

ロマンをのせた感動のいっしゅんです。稚魚の

ない方も、関係者が若干用意しますので、ぜひ、

参加ください。くわしくは、村教育委員会（云

(84) 4 4 9 1) へ。

,ヽ 
\ 

1 歳 6 ヵ月児健康診査

0対 象＝昭和60年 6 月～ 8 月の

間に生まれた児

0期 日＝ 2 月 24 日⑳

1 時～ 2 時

0場

受付午後

所＝村保健センター

〇持参品＝母子手帳、問診票

＝
徊
厨

゜ ゜ $ 場 日

所 時 ,,1 了一

; I 2 政後午 1月6 心
議室時3 日 配•‘ 

c.... 

でま 午前 と
相

10 =6 火火
時

゜ ゜場｝ 日

所 時 年

材館く I 3 金
市後午月5 

; 
] 3 日相
で午前 談
10 
時

゜ ゜繕｝ 日 父I 

所 時
通

昇 ] 後 責事

] 室 3 げ故
り午前 相
で 10 ＝恥火
時

\ 

過
日
、
明
和
村
と
板
倉
町
の
村
界
に
あ

る
谷
田
川
排
水
機
場
（
所
在
地1
1

板
倉
町

飯
野
）
の
窓
ガ
ラ
ス
百
枚
以
上
が
心
な
い

者
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
明
和
村
、
板
倉
町
、
館

林
市
な
ど
近
隣
市
町
村
を
大
雨
に
よ
る
被

害
か
ら
守
る
大
切
な
排
水
機
場
、
公
共
施

設
な
の
で
す
。

（
毎
月
実
施
）
』

こ
の
よ
う
に
重
要
な
施
設
が
、
一
部
の

不
心
得
者
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
こ
と
は

私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

排
水
機
場
は
、
み
ん
な
の
も
の
。
私
た
ち

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
建
設
さ
れ

て
い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
排
水
機
場
に
限
ら
ず

公
共
施
設
は
大
切
に
し
よ
う
。

▼ガラスを壊された排水機場

時

2

月

1
9日
、
3

月
3

日

受
付
1
1

い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0分

1
1
0時
3
0分
ま
で

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診
(
2月
1
9日
因
）

乳
児
健
診
（
3

月

1
2
日
因
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
1
2

時
ま
で
。

0対

0期

0場

0 内

日＝ 2 月 17 日閲

30分から

公
共
施
設
は
大
切
に
し
よ
う

窓
ガ
ラ
ス

1
0
0
枚
壊
さ
れ
る

谷田川

排水機場

0
日
健
康
相
談

離乳食講習会

象＝生後 4~6 カ月児

午後 1 時

所＝村中央公民館

容＝離乳食のすすめ方につ

いてなどの講演、調理実演

\ 巡回相談
（子供の発達やしつけ等）

0対

0期

0場

0 内

象＝18歳未満

日＝ 3 月 13 日（金） 10時～2時

所＝村保健センター

容＝発達相談、 しつけ等の

アドバイス

〇申込み＝ 2 月 28 日までに役場住

民課ヘ
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[
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地区 館林邑楽区区 館林地区 明邑楽千和代・ 板地田倉区
日

月日 科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科

2 月 15 日
佐々木医院川田国医院 大塚医院合（72)0176 津久井医院 石山医院

曜 云（62)2623 ff (72) 3314 ゆたか医院合 (73) 7308 合 (72)3316 云 (82)0103 

2 月 22 日
真中医院原医院 記念病院合（72)3155 岡田医院 竹越医院

当
云（72)1630 合 (72)1936 神尾医院合(75) 1288 云（72)3163 ff (84) 3137 

3 月 1 日
横田医院川田医院 後藤医院合(72) 0134 宇沢病院 館林地区が

番
合 (72)0255 ff (72) 3724 上野医院ff(72) 3330 ff (74) 8761 担当します

3 月 8 日
浜野医院後藤債医院 最上医院 井上医院

if 医
合 (88) 5678 合 (72)3975 後藤霞医院合（72)3975 合 (74)3763 云 (82)1131

3 月 15 日
白沢医院小倉医院 森下医院ff(73)7776 館林医院 小西医院
合 (72)1600 ff (72) 0606 清河堂医院 ff (72) 3070 ff (74) 2112 ff (86) 2261 

け
い
こ
藩
姿
の
吉
永
五
三
次
さ
ん
（
梅
原

.. 
ヽ
｀

稔糾也即J()月

疇

1 月の

救急車出動回数
•交通事故 3件
●急病 5件

•その他 1 件
●計 9件

0
石
崎
コ
ウ
さ
ん
（
矢
島
）
は
三
万
円
を

〇
バ
ン
ド
ロ
ザ
ー
ナ
（
代
表1
1

大
川
博
司
）

は
二
万
四
百
円
を

〇
折
原
商
店
お
客
一
同
は
九
千
七
百
五
十

八
円
を

〇
柿
沼
福
雄
さ
ん
（
田
島
）
は
五
万
円
を

〇
石
川
伊
三
郎
さ
ん
（
江
口
）
は
一
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
二
月
に
旧
梅
島
小
学
校
時
代
の
同

窓
会
が
恩
師
を
迎
え
て
二
十
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
、
そ
の
楽
し
さ
は
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
宴
席
で
鑓
田
先
生
と
の
会
話

中
、
銃
剣
道
の
話
し
が
は
ず
み
ま
し
た
。

昨
年
五
月
館
林
教
育
委
員
会
で
銃
剣
道
教

東
毛
地
区
水
稲
競
技
会

室
を
開
校
す
る
の
で
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
私
も
自
衛
隊
在
職
中
多

少
の
心
得
も
あ
る
の
で
参
加
し
た
次
第
で

す
。
銃
剣
道
連
盟
支
部
長
の
半
田
準
一
先

生
、
バ
加
田
先
生
な
ど
鍔
卸
た
る
名
士
数
名

と
初
心
者
数
名
の
参
加
を
得
て
練
習
を
開

鯉沼忠男さん

（大佐貫）

最
優
秀
賞
に
輝
く

鯉
沼
さ
ん

農
作
物
損
害
評
価
会
委
員
を
し
て
い
る

鯉
沼
忠
男
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、
昨
年
十
月
行

わ
れ
た
群
馬
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
主

催
の
東
毛
地
区
（
邑
楽
館
林
、
山
田
桐
生
、

新
田
太
田
）
昭
和
六
十
一
年
産
水
稲
の
損

害
評
価
検
見
競
技
会
で
最
優
秀
賞
に
耀
き
、

こ
の
ほ
ど
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
自
分
の
経
験
な
ど
か
ら
培

っ
て
得
た
り
感
I
Iが
た
よ
り
、
設
定
し
た

あ
る
ほ
場
の
収
穫
量
を
予
想
し
、
最
も
実

収
穫
量
に
近
い
数
値
を
競
う
も
の
で
す
。

鯉
沼
さ
ん
は
、
持
ち
前
の
キ
ャ
リ
ア
を

生
か
し
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

始
し
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
昨
年

秋
季
の
県
大
会
に
二
回
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
銃
剣
道
と
い
う
と
旧

軍
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
す
が
国
体
の
競
技
種
目
に
も
認
め
ら

れ
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
ま
す
。
老

若
関
係
な
く
剣
道
と
同
様
に
、
心
技
体

を
練
磨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
律
、
礼

節
を
知
り
社
会
人
と
し
て
の
道
徳
性
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
村
に
も

経
験
さ
れ
た
方
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い

方
、
多
数
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

楕
古
日
は
月
二
回
第
二
、
第
四
土
曜
日

に
館
林
城
沼
体
育
館
で
午
後
七
時
か
ら

半
田
先
生
指
導
の
も
と
経
験
者
、
初
心

者
、
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
汗
を
流
し

て
お
り
ま
す
の
で
明
和
村
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

文
・
題
字
と
も
吉
永
さ
ん
で
す
。

江
森
政
美

《
か
ほ
や
が
沼
支
部
》

細
田
武
子

何
ほ
ど
の
打
算
も
な
き
に
彩
競
ふ
う
る
し

楓
は
あ
れ
か
こ
れ
か
と

坂
上
千
枝
子

地
穴
長
く
世
に
出
で
し
岬
哀
れ
な
り
短
き

生
命
途
に
散
ら
ば
ふ

山
形
ト
メ

背
負
は
ん
と
心
に
決
め
て
受
付
け
る
団
体

応
募
に
足
ひ
き
て
来
つ

立
岡
正
夫

参
詣
の
危
よ
け
だ
ん
ご
家
中
で
食
む
に
茶

を
く
む
テ
レ
ビ
向
き
て

ち
ち

訪
ひ
行
か
ば
亡
父
に
語
る
か
仏
間
よ
り
あ

の
子
は
病
み
て
と
詫
び
る
小
声
す

柿
沼
ま
つ

,
J
し

落
葉
焚
く
煙
り
野
を
這
ふ
没
つ
陽
に
大
根

す
だ
れ
に
並
べ
干
し
た
り

瀬
下
一
江

無
事
バ
ザ
ー
す
み
し
今
宵
は
湯
に
ひ
た
り

こ

「
お
月
様
い
く
つ
」
孫
と
繰
り
返
へ
す

奈
良
原
き
く
の

「
い
つ
ま
で
も
待
っ
て
い
る
よ
L
oと
言
ひ

く
れ
し
忍
ば
ず
の
池
に
今
日
ひ
と
り
竹
つ

江
森
佳
世
子

い
で
ゆ
ま
み

水
晶
の
温
泉
に
浸
り
眉
あ
げ
て
は
じ
け
る

肢
体
に
羨
し
み
魅
入
る

〈
明
和
支
部
》

1 文芸欄

こ
ほ
ろ
ぎ

短
歌
会
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復活にかける江口地区の有志の皆さん

` 茶、
疇る

呼吸を合わせて「エイツ」
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行明和村役場
集総務課広報係
刷（か約イシカワデザイン

I
Iさ
さ
ら
＂
復
活
の
き
ざ
し
…
。

二
月
十
四
日
、
地
区
集
会
所
で
江
口

地
区
の
熟
年
者
二
十
人
ほ
ど
が
、
お

よ
そ
三
十
年
ぶ
り
に
練
習
を
兼
ね
て

地
域
に
伝
わ
る
「
さ
さ
ら
舞
い
」
を

披
露
。
「
正
式
な
復
活
は
地
域
の
盛

上
り
し
だ
い
」
と
し
な
が
ら
も
熱
の

入
っ
た
踊
り
は
、
見
物
に
訪
ず
れ
た

人
た
ち
を
魅
了
さ
せ
ま
し
た
。

さ
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従
米
ガ
ラ
ス
は
、
無
色
（
白
色
）
と
有

色
（
色
付
き
）
の
一
一
種
類
に
分
け
て
持
ち

出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
三
月
一
日
の
持
ち
出
し
日
か
ら
、
無
色
、

茶
色
、
茶
色
以
外
の
有
色
の
三
種
類
に
分

別
し
持
ち
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

現
在
、
村
で
は
資
源
再
利
用
の
観
点
か

ら
、
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
ヘ
売
却
す
る
方
法

で
処
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
ガ
ラ
ス
関
係

市
場
の
変
動
に
よ
り
、
有
色
ガ
ラ
ス
の
需

要
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

三
種
類
の
色
分
け
が
必
要
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
つ
ま
り
、
い
ま
ま
で
の
二
種
類
の

色
分
け
で
は
、
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
ヘ
の
売

却
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の

こ
こ
で
、
危
険
物
収
集
の
経
緯
に
つ
い

て
み
て
み
ま
す
と
。

当
初
、
不
燃
性
ご
み
と
称
し
て
い
た
危

険
物
類
収
集
は
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
開

始
。
当
時
、
館
林
市
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
（
埋
め
立
て
）
し
て
い
ま
し
た
。
が
、

途
中
で
金
属
類
だ
け
は
、
資
源
の
有
効
利

用
と
い
う
こ
と
で
業
者
に
売
却
処
理
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
も
行

っ
て
い
る
方
法
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ガ
ラ
ス
・
セ
ト
モ
ノ
は
、

依
頼
先
（
館
林
市
）
で
埋
め
立
て
地
が
飽

和
状
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
依
頼
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

で
す
。

村
で
は
燃
え
る
ご
み
を
週
二
回
、
燃
え

な
い
ご
み
を
年
三
回
収
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
ガ
ラ
ス
類
が
今
年
三
月
＿
日

か
ら
持
ち
出
し
方
法
が
従
来
と
少
し
変
わ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＼持ち出した物を整理する衛生役員さん
-------------------------------------

千円

2500 

2000 

1500 
二
、
一
九
六
千
円

地
区
・
行
政
・

業
者
一
体
と
な
っ
て

そ
こ
で
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
観
点
か
ら
各
地
区
の

衛
生
役
員
の
ご
協
力
の
も
と
に
、
地
区
、

行
政
‘
業
者
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
現

在
の
処
理
方
法
が
確
立
さ
れ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
金
属
類
・
ガ
ラ
ス
類
は
、
業

処
理
は
、

因
辿
g
g
g

ガ
ラ
ス
は
無色. 
茶色

色
ー
』

有
＇
＂

. 

(2) 

者
へ
売
却
、
乾
電
池
は
、
処
理
業
者
に
委

託
、
セ
ト
モ
ノ
は
村
内
埋
め
立
て
｀
処
理
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
の
方
法
は
、
・

経
費
節
約
が
図
か
ら
れ
る
こ
と
・
物
の

大
切
さ
が
認
識
で
き
る
こ
と
・
資
源
の

有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

反
面
、
ガ
ラ
ス
類
は
、
分
別
持
ち
出
し

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
収
集
場

整
理
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
等
の
課
題
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
将
来
を
展
望
し
た
場
合
、
限

り
あ
る
埋
め
立
て
処
理
に
対
し
て
、
こ
れ

等
の
方
法
は
、
需
要
が
あ
る
限
り
継
続
が

可
能
な
わ
け
で
す
。
そ
し
ー
て
、
何
よ
り
も

物
の
原
点
で
あ
る
再
利
用
が
で
き
る
点
が

大
き
な
メ
リ
ソ
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
と
も
、
危
険
物
収
集
を
円
滑
に
運

営
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う

の
ご
理
解
ご
協
力
が
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-,-------------" --------------" -----------" ---------------------------------------

5 年間の危険物に要した経費推移 : 

二
、
三
七
二
千
円

トン

150 

100 

50 

5 年間の金属・ガラス収集量推移

122.2 

150.64 

96.2 
ー／•-へ、＼←一

• - - -— 93. 1 1‘‘ヽ＼ゞ7.26 
82.43 ‘‘ -9 ー ガラス

、-- ~—· 
‘ヽ----- 67.23 ----....金属
54.60 60.98 

98.42 

56 57 58 59 60年度
-------------------------------------------------------------------------------

I 

: 56 57 58 59 60年度
』

' --------------------------------------------------------------------------------
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大利根六百メ 一 トルの橋渡し役

3 月いつばいで運休

ミ千津井の渡しミ 船頭さん、ご苦労さま

`̀- ---
冒.,r-_—二- - ~— - "---—で·--

村のシンボル 。利根川の水上

機関として役割を果たしてきた「千

津井の渡し船」が、 3 月いっぱいで

運休することになりましたのでお知

らせいたします。

こ
れ
は
利
用
客

の
減
少
、
船
頭
さ

ん
の
後
継
者
不
足

等
の
理
由
に
よ
る

大
利
根
六
百
訂

の
橋
渡
し
と
し
て

活
躍
し
て
き
た
、

”
千
津
井
の
渡
し
“

が
誠
に
残
念
で
す

が
、
今
月
い
っ
ぱ

い
で
運
休
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

再
運
航
は
未
定
で

す
。

日
は
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
で

に
ぎ
わ
う
「
千
津
井
の
渡
し
」

＝—-一一
\ テレビ撮影にきたモデル嬢と記念ポーズをとる三人の船頭
、、、（左から阿部栄作さん、モデル嬢、田村作治さん、小野沢正雄さん）
------------------------------------------

も
の
で
す
。

時
代
の
す
う
勢
と
も
い
う
べ
き
、
モ
ー

タ
ー
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
等
に
よ
り
、

利
用
客
の
著
し
い
減
少
、
一
時
は
一
日
五

百
人
も
の
利
用
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
渡
し
も

今
で
は
一
日
二
往
復
程
度
で
、
十
人
前
後

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
船
頭
さ
ん

の
確
保
、
後
継
者
不
足
の
問
題
、
某
船
頭

さ
ん
か
ら
は
、
い
く
度
と
な
く
「
高
齢
な

の
で
」
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

が
そ
の
都
度
、
事
情
を
説
明
し
て
継
続
を

お
願
い
し
て
い
た
経
緯
も
あ
る
の
で
す
。

渡
船
は
昭
和
二
十
九
年
四
月
に
県
営

休
日
に
は
、
往
年
の

に
ぎ
わ
い
も
あ
っ
た

現
在
、
船
頭
さ
ん
は
三
人
お
り
ま
す
が
、

高
齢
で
あ
る
た
め
、
三
人
と
も
前
述
し
た

よ
う
な
意
向
と
か
。

船
を
運
航
す
る
に
は
、
一
級
小
型
船
舶

操
縦
士
免
許
（
運
輸
省
）
が
必
要
な
た
め

だ
れ
で
も
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
所

轄
の
館
林
土
木
事
務
所
で
も
苦
慮
し
て
い

る
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

明
和
村
に
委
託
運
航
）
に
な
っ
た
の
と

同
時
に
無
料
化
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
千
津
井
、
江
口
、
斗
合

田
の
三
カ
所
に
あ
っ
た
の
が
統
合
さ
れ

て
現
在
の
「
千
津
井
の
渡
し
」
一
カ
所

に
な
っ
た
の
で
し
た
。

大
利
根
の
風
情
を
伝
え
な
が
ら
水
面

に
航
跡
を
描
い
て
き
た
渡
し
船
ー
。

今
で
こ
そ
利
用
客
は
減
少
し
た
も
の
の

日
曜
日
、
祝
祭
日
、
特
に
、
五
月
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
、
板
倉
雷
電
神

社
（
板
倉
町
大
字
板
倉
）
の
例
祭
に
は

対
岸
の
埼
玉
県
羽
生
市
な
ど
か
ら
家
族

連
れ
な
ど
が
大
勢
つ
め
か
け
、
往
年
の

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
の
で
す
。

県
道
の
一
部
と
し
て
機
能
す
る
一
方

行
楽
面
で
の
需
要
も
大
き
く
、
わ
が
明

和
村
の
誇
り
の
―
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
（

県
営
に
な
る
前
の
サ
オ
舟
時
代
か
ら

船
頭
を
続
け
て
き
た
阿
部
栄
作
さ
ん
は

「
寝
ず
に
船
番
を
し
た
こ
と
、
母
が
危

篤
だ
か
ら
と
夜
船
を
出
し
た
こ
と
、
通

学
し
て
い
た
若
者
が
卒
業
証
書
を
み
せ

に
き
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
な
ど
、
思
い

出
は
つ
き
な
い
が
、
大
役
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
心
が
ほ
っ
と
し
ま
す
ね

]
と
三
十
三
年
間
の
思
い
出
ば
な

し
を
語
り
ま
す
。

三
人
の
船
頭
さ
ん
、
長
い
間
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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…→…肛雙
日票投

告
. . 

一ホ・・

... 
••• 

. 

. 
4」 2日（日）
4月3日（金

◎投 票 所 （別表—①)

墨 第 冒; • 弟•. •. 第 第 ; /‘ 

示饂ず翡区
投 , [ , 冒 区

名

入 JI I 贔 璽 新 上 ] ケ 俣 里 江
公ロ ヽ

の 島 ヽ 黒 田

巴只 贔 の 中
投

千

羹 贔 公口ヽ
靡 ] の 示華

贔 讐 黒; 江 の 区
の ロ 区

鳳 閾
域

の 域
区
域

の

塁

` 
西

1[ 
農 明 東 : 小 , >] 

投: >: <
示華

セ 工
ン 畠 所

方徊 夕
設 l 

投
票
日

1
1
4

月
認
日
⑪

投
票
所

1
1

七
か
所
（
別
表
ー
①
）

投
票
時
間
1
1

午
前
七
時
か
ら
午
後6
時
ま
で

開
票
所

1
1

一
か
所
（
明
和
村
役
場
）

開
票

1
1

即
日
、
午
後
7

時
か
ら

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基
準

日
は
、
4

月
2

日
。
年
齢
は
選
挙
期
日

↓
投
票
用
紙
を
受
け
る

載
台
で
記
入
↓
投
票
箱
↓
出
口

•
B ———

-D 

投
票
は
午
前
ワ
時
か
ら

投
・
開
票

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

ー
四
月
は
統
一
地
方
選
挙
。
全
国
各
一

呵
で
各
種
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
｛

；
本
県
で
も
任
期
満
了
に
伴
い
、
県
議
~

i
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
二
日
に
予
定
~

：
さ
れ
て
い
ま
す
。

~
魅
力
あ
る
豊
か
な
地
域
社
会
実
現
一

ニ
り
た
め
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
の
県
政
~

ー
を
託
す
議
員
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
~

二
，
。
責
任
あ
る
投
票
で
真
実
の
人
を
~

這
び
ま
し
ょ
う
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

入
口

投
票
で
き
る
人
1
1

次
の
要
件
を
満
た
す
人

で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

▼
年
齢
要
件
1
1
昭
和
4
2年
4

月

1
3日
以

前

(
1
3日を
含
む
）
に
生
ま
れ
た
人

▼
住
所
要
件
1
1

昭
和
6
2年
1

月
2

日
以

前
か
ら
明
和
村
に
住
所
を
有
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券
1
1

各
地
区
の
区
長
を
通
じ

て
各
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。
も
し
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
が
あ
る

の
に
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、
早
め
に

村
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
内
）
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

↓
入
場
券
提
出

• 

►

お
礼
の
こ
と
ば
を
の
べ
る
藤
野
さ
ん

◄

真
剣
な
表
情
で
式
に
の
ぞ
む

中
学
二
年
生

昔
で
い
う

I
I元
服
I
I。
「
立
春
式
」
が
二

月
四
日
、
中
央
公
民
館
で
中
学
二
年
生
百

六
十
六
人
（
男
8
7・
女
7
9
)を
対
象
に
、

関
根
校
長
、
担
任
教
諭
、
招
待
者
な
ど
合

わ
せ
て
二
十
人
以
上
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
村
教
育
委
員
会
が
毎
年
、
立
春

の
日
に
、
志
を
新
た
に
し
、
勉
強
や
ス
ポ

ー
ツ
に
励
ん
で
も
ら
お
う
と
実
施
し

て
い
る
も
の
で
今
年
で
二
十
二
回
目
を
数

え
ま
す
。
式
で
は
、
三
田
教
育
長
の
式
辞
、

村
長
、
館
林
警
察
署
長
、
村
議
会
議
長
の

来
賓
祝
辞
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
の

時
期
は
、
成
人
へ
の
変
革
の
時
期
で
す
。

誇
り
と
責
任
を
自
覚
し
て
、
次
の
時
代
を

担
っ
て
い
け
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。

ま
た
、
三
年
生
を
代
表
し
て
、
野
中
秀

子
さ
ん
が
「
激
励
の
こ
と
ば
」
を
、
対
し
て

対
象
者
を
代
表
し
て
、
藤
野
佳
之
君
が
「
お

礼
の
こ
と
ば
」
を
の
べ
て
式
を
閉
じ
ま
し

こ
。t
 

六
六
人
四
対
象
に
立
春
式

1
4歳
の
自
覚
を
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地区別有権者数
（昭61.10.4現在）

地区名
有 権 者 数

男 女 計

斗合田 148 1 4 1 289 

下江黒 135 126 2 6 1 

上江黒 196 I 9 6 392 

千津井 225 2 1 7 442 

江 ロ 226 229 455 

田 島 2 1 0 200 410 

新里 345 359 704 

中谷 235 232 467 

梅原 322 325 647 

南大島 452 458 9 1 0 

大輪 3 1 7 333 650 

J 11 俣 148 150 298 

須賀 1 7 5 1 8 1 356 

入ケ谷 44 49 93 

矢 島 242 257 499 

大佐貫 202 2 1 6 4 1 8 

合計 3,622 3,669 7, 2 9 1 

玄郵便による投票ができる人

投
票

郵
便
に
よ
る

不
在
者

投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投

票
所
に
行
っ
て
自
分
で
候
補
者
の
氏

名
等
を
書
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特

別
の
事
情
に
よ
っ
て
投
票
日
に
自
分

で
投
票
で
き
な
い
人
な
ど
の
た
め
に

次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外
で

仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、

や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た
め
、
投

票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不
在
に
な
る

予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
で
自
分
で
投
票

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
期
間
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

＊
期
間
1
1
4

月
3

日
＼

4

月

1
1日

＊
時
間
1
1

午
前
8

時
3
0分
＼
午
後
5

時
ま
で

＊
場
所
1
1

明
和
村
役
場
の
特
設
不
在
者
投

票
所

＊
持
ち
も
の
1
1

投
票
所
入
場
券
•
印
鑑

不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
身

体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、

又
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

ご
存
知
で
す
か
。

い
ろ
い
ろ
な
投
票
制
度

（表一①）

口 両下肢、体幹等の 心臓、 じん臓、呼

吸器等の機能の障
機能の障害 害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 2 特別項症から第 3

法による戦傷病者 項症まで 項症まで

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、
自

分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

投
票
所
に
行
っ
て
係
員
に
申
し
出
す
れ
ば

代
理
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

代

投
理

票

る
人
で
、
障
害
の
程
度
が
一
定
基
準
に
あ

て
は
ま
る
人
に
限
り
ま
す
。
（
表
ー
①
）

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
期
間
も
考
慮
し
て

お
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

藤野佳之＜

（中学二年生）

ん

今
日
は
、
私
た
ち
二
年
生
の
た
め
に

1
4歳
は
絶
好
の
時
機

成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を

自
分
を
見
つ
め
直
す

こ
の
よ
う
な
式
を
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
ま
で
と
違
い
、
法
的
に
も
責
任
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
十
四
歳
と
い
う
年

齢
、
大
人
ヘ
一
歩
近
づ
い
た
こ
と
を
、
私

達
は
す
な
お
に
喜
び
、
同
時
に
第
一
歩
の

大
切
さ
を
自
覚
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
四
歳
と
は
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
に

は
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
年
齢
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
自
分
か
ら
ぬ

け
出
し
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、

り
っ
ぱ
な
大
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

玄
お
礼
の
こ
と
ば

対
象
者
代
表

藤
野
佳
之

＊
激
励
の
こ
と
ば

三
年
生
代
表

野
中
秀
子

今
日
は
、
村
長
さ
ん
を
始
め
、
た
く
さ

祝
福
の
こ
と
ば
を
胸
に

野中秀子さ

（中学三年生）

ん

ん
の
人
た
ち
が
出
席
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

立
派
な
式
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
皆
さ
ん
は
子
ど
も
か
ら
大
人

へ
の
階
段
を
登
り
始
め
た
、
と
て
も
大
切

な
時
期
で
す
。

未
成
年
で
あ
っ
て
も
刑
罰
責
任
を
負
ゎ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
数
の
人
の
祝

福
の
言
葉
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し
て
の
第

一
歩
を
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

今
日
は
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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表彰状を手にする吉永さん（自宅にて）

銃
剣
道
発
展
に
寄
与
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受
賞
お
め
で
と
う

吉
水
五
三
次
さ
ん
表
彰 ` 

スポーツ

社会体育館から伝言

ft (84)4626 

銃
剣
道
の
振
興
に
活
躍
し
て
い
る
、
吉

永
五
三
次
さ
ん
（
梅
原
5
9歳
）
が
、
こ
の

ほ
ど
、
社
団
法
人
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
群

馬
県
支
部
（
名
誉
会
長1
1

中
曽
根
康
弘
、

支
部
長
1
1

神
谷
甚
三
郎
）
か
ら
、
永
年
、

銃
剣
道
発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
た
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

吉
永
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
自
衛
隊

に
入
隊
す
る
と
同
時
に
本
格
的
に
銃
剣
道

を
開
始
。
以
来
昭
和
五
十
三
年
に
退
官
さ

れ
て
か
ら
も
銃
剣
道
を
愛
し
つ
づ
け
―
二
十

七
年
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
り
修
練
に
励

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
も
館
林
城
沼
体

育
館
で
愛
好
家
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
地

域
の
体
力
づ
く
り
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
一
連
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
た
び
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
銃
剣
道
五
段
教
士
、
剣
道
三
段
、

居
合
二
段
の
腕
前
で
す
。

スポーツ団体は

登録をしよう

(6) 

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

せ終ク回村
し結 1 行＾明
ま果ル政参和
すが＾区加村
゜ま昭別数‘
と和交 96 板
ま 61 通地倉
り年無区町
ま 1 事一、

し月故で館
た＼・実林
の 12 無施市
で月違しの
ぉ一／反た三

知のコ第市
ら最ン七町

総
合
で
江
口
地
区
が
二
位
、
中
谷
1
1
四

位
、
矢
島
1
1

五
位
、
須
賀
1
1

八
位
と
ベ
ス

ト
十
位
に
入
り
ま
し
た
。
前
回
、
村
の
一

位
で
総
合
で
八
位
と
唯
一
の
ベ
ス
ト
十
位

に
入
っ
た
大
佐
貫
地
区
は
、
今
回
残
念
な

が
ら
四
十
三
位
で
し
た
。

ま
た
、
入
ヶ
谷
地
区
が
総
合
で
最
下
位

(
9
6位）
に
甘
ん
じ
た
の
を
は
じ
め
、
下

江
黒
八
十
八
位
、
大
輪
八
十
六
位
、
千
津

井
八
十
二
位
、
梅
原
七
十
二
位
、
新
里
六

十
九
位
と
ワ
ー
ス
ト
上
位
が
続
き
ま
し
た
。

上
位
グ
ル
ー
。
フ
と
下
位
グ
ル
ー
プ
と
の

格
差
が
広
が
り
、
優
劣
が
明
確
に
な
っ
て

い
ま
す
。

べ

l第；：ごし：：コンクール結果i
地域差くつきり．I

「江口」村内 1 位・総合 2 位

「入ケ谷」村内16位・総合96位

）は前回の数字

（別表 1)

交通事故種別 悪質違反行為 村 総

行政 事故率

喜 畠 ! ! 9; ^ 25 速 あ 無 内 合

区名 (%) 

` 
て

免 順 順
喜 喜

` 
胃 許 位 位

江口 17.10 
f牛fl·. f牛イ'I·· fI • • イ2| • • f牛fl·.

1 2 3 1 

中谷 28.65 1 4 1 2 4 

矢島 31 29 1 2 4 1 3 5 

I 須賀 41.09 2 3 1 4 8 

田島 48.61 2 1 3 1 5 24 

上江黒 54.20 1 3 4 6 34 

川俣 60.00 1 1 2 1 1 7 39 

大佐貫 61 15 4 3 1 3 8 43 

南大島 61.95 2 5 4 2 6 9 44 

斗合田 66.50 1 3 2 3 10 50 

新里 87.00 1 4 5 5 3 11 69 

梅原 88.10 6 6 2 3 3 12 72 

千津井 97.63 2 7 3 1 2 13 82 

大輪 108.52 3 4 8 1 14 86 

下江黒 115. 94 2 1 2 3 15 88 

入ケ谷 184.87 1 1 3 1 16 96 

計
66.88 8 41 52 27 33 6 \ I¥ (54.42) (1) (10) 似 1) (45) 桝） ⑳ (4) 

4 月から新年度になりますので、

社会体育館、小・中学校校庭などの

施設、利根川総合運動場を利用する

スポーツ団体は、登録が必要です。

これ等の公共施設は、皆さんに円

滑公平にご利用いただくため、代表

者会議を開き、その席上で登録して

いただきます。忘れずに登録しまし

ょう。

代表者会議は次のとおり開きます。

◎日時＝ 3 月 20 日午後 7 時から

◎会場＝中央公民館会議室

◎対象＝10人以上で構成している

スポーツ団体（成人の監督者等が

含まれていること）

※くわしくは、社会体育館へ。

言｀：
テニスコート使用者は

登録（更新）が必要

利根川総合運動場の「テニスコー

ト」 を、現在登録使用している人で

四月以降も続けたい人は更新手続き

を 、新規に使用したい人は登録

手続きをしてください。

◎更新登録＝ 3 月中までに手続きを

◎新規登録＝ 3 月から随時

◎登録費用＝2,000 円

◎申込み・問合せは社会体育館へ。
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須
賀
五
贄
砂
の
長
女

「活発な子で、散歩（外出）や絵本やお絵書 [ 
I 

きが大好きな女の子です。うれしいことがあ l 
ると、からだ全体で表現し、人なっこい面も :; 時々みせてくれます。やさしく素直な子に育 ) 
ってくれたらいいなと思います。」とお母さん。／必

忍

て ・而—------/

行政区別悪質違反者状況

（図 I)

□□ 
大輪

•••••• • • (8) 
0(1) 

1
,
1

し

矢̀

 
入
／

(
2歳
1
1か
月
）

神よ）

谷ゃ

あ
ゆ
み歩

ち
ゃ
ん

南
大
島
地
区
農
家
の
主
婦
で
つ
く
っ
て

い
る
生
活
改
善
グ
ル
ー
。
フ
「
み
ど
り
会
1
1

会
長
、
本
沢
幸
子
さ
ん
、
会
員
2
2名
」
が

こ
の
ほ
ど
優
良
グ
ル
ー
。
フ
と
し
て
、
県
知

事
、
県
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
「
み
ど
り
会
」
は
、
昭
和
五
十
一

年
に
発
足
し
、
以
来
、
自
給
菜
園
づ
く
り

（
コ
ン
ク
ー
ル
）
、
手
造
り
み
そ
、
勉
強

会
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
農
村
農
家
の

環
境
整
備
、
生
活
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

村
の
文
化
祭
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
模
範
グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
れ
等
の
実
績

I

P

 

....表彰状を手に喜ぶ「みどり会」の皆さん
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（昭61. 1~12月までの累計）

¥¥  

) 

大島●● (2) 
00  

地
道
な
活
動
評
価

「
み
ど
り
会
」
が
表
彰

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
表
彰
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※館林警察署管内検挙者数

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

酒

凡 例 l: EE[.. ：：：度超過
◎印…無免許

今
回
は
、
前
回
に
比
べ
悪
化
傾
向
で
す
。

▼
重
傷
事
故
8

件
（
前
回
1
0件
）
ヽ
▼
軽

傷
事
故
4
1
(
2
1
)
、
▼
物
損
事
故5
2
(
4
5
)

マ
酒
気
・
酒
酔
い
2
7
(
2
4
)
、
▼
速
度
違
反

3
3
(
2
0
)

▼
無
免
許
6
(
4
)で
し
た
。

三
市
町
村
総
合
順
位
は
、
館
林
市
、
明

和
村
、
板
倉
町
の
順
位
。
明
和
村
内
の
順

位
は
別
表
1

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
二
月
十
七
日
、
中

央
公
民
館
で
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
各
地
区
の
区
長
、

館
林
警
察
署
長
、
村
長
ら
関

係
者
二
十
人
ほ
ど
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
合
二
位
の
江
口
地
区
を

は
じ
め
、
中
谷
、
矢
島
、
須

賀
地
区
の
区
長
さ
ん
に
一
年

間
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
そ

れ
ぞ
れ
副
賞
と
表
彰
状
が
贈

ら
れ
、
ま
た
、
総
合
二
位
の

◄

表
彰
を
受
け
る
区
長
さ
ん
た
ち

ま
だ
、
ま
だ
依
然
と
し
て
多
い
交
通
三

悪
違
反
者
、
こ
の
行
政
区
別
悪
質
違

反
者
状
況
（
図
I
)
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
違
反
撲
滅
ゼ
ロ

に
向
け
て
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。
特
に
、
違
反
件
数
の
多
い
地
区
は
、

十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

悪
質
違
反

依
然
と
し
て
多
い

江
口
地
区
に
は
、
館
林
警
察
署
長
か
ら
盾

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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＠困国
昭和61 年度全国中
学生人権作文コン
テスト群馬惧大会

広報係では、皆様からの

話題を募集しています。

どしどし応募ください。

昭
和
六
十
一
年
度
、
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
群
馬
県
大
会
（
前
橋
地

方
法
務
局
・
群
馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
主
催
）
の
選
考
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど
発

表
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
明
和
中
の
三
生

徒
の
作
品
が
入
賞
。
―
つ
は
、
関
口
砂
織

さ
ん
（
一
年1
1

新
里
）
の
作
品
、
「
い
じ

め
と
思
い
や
り
」
が
優
秀
賞
に
、
こ
れ
は

最
優
秀
賞
に
次
ぐ
二
番
目
に
名
誉
あ
る
賞

で
す
。
佳
作
に
、
根
岸
理
佐
さ
ん
（
三
年

1
1

大
佐
貫
）
の
作
品
「
障
害
者
と
私
達
」

と
森
尻
美
紀
さ
ん
（
二
年
1
1

南
大
島
）
の

作
品
「
い
じ
め
に
つ
い
て
思
う
」
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
等
は
応
募
総
数
三
千

八
百
四
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

明
和
中
で
は
全
生
徒
に
書
い
て
も
ら
い
、

選
考
し
て
九
点
を
進
達
。

作
品
は
、
い
ず
れ
も
い
ま
、
社
会
問
題

な
っ
て
い
る

I
Iい
じ
め
I
Iに
つ
い
て
、
生
と

徒
の
立
場
で
身
近
な
事
実
を
素
直
に
つ
づ

る
読
み
ご
た
え
の
あ
る
力
作
で
す
。

更
に
、
明
和
中
で
は
、
例
年
の
人
権
週

間
に
ち
な
ん
で
、
人
権
に
関
す
る
作
文
、

標
語
を
全
生
徒
に
書
い
て
も
ら
う
な
ど
学

校
あ
げ
て
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
作
品
の
中
か
ら
標
語
の
い

く
つ
か
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

0

人
と
人
の
和
か
た
く
結
ん
で
差
別
な
し

一
年
横
塚
有
貴
子

〇
誰
に
で
も
優
し
い
心
と
明
る
い
笑
顔

一
年
立
川
陽
子

〇
思
い
や
る
心
と
心
で
差
別
な
し

一
年
飯
塚
克
則

0

見
か
け
で
は
判
断
し
な
い
で
心
で
ね

一
年
本
沢
浩
代

0

差
別
な
し
、
人
間
社
会
み
な
平
等

一
年
吉
田
徹

〔
敬
称
略
〕

意
識

優
秀
賞
に
輝
く

高

作
文
・
標
語
で

揚

関
根
一
行
校
長
は
、
「
現
代
は
情
報
が

氾
濫
す
る
余
り
、
主
体
性
に
欠
け
る
面
が

多
い
中
、
自
主
性
、
自
己
表
現
が
で
き
る

よ
う
な
教
育
を
重
視
し
た
こ
と
が
、
今
回

の
好
成
績
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

人
間
は
何
か
に
感
動
す
る
”
心
＂
が
大
切

な
の
で
す
こ
と
熱
ぽ
く
入
賞
要
因
を
語
り

ま
す
。

関
口
砂
織
さ
ん

5
の
作
文

「
言
葉
の
暴
力
」

今
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
飛
び
降

り
自
殺
の
事
が
、
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
い
じ
め
」
と
言
う

私
の
大
嫌
い
な
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
私

も
小
学
校
時
代
に
、
い
じ
め
ら
れ
た
事
が

あ
る
。私

は
気
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
が
同
級
生
や
、
低
学
年
の
人
達
よ
り
も

体
が
目
立
っ
て
細
か
っ
た
。
そ
れ
が
原
因

で
、
心
が
傷
つ
く
よ
う
な
言
葉
を
た
く
さ

ん
あ
び
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
世
間

で
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
「
言
葉
の
暴
力
」

だ
と
思
う
。
私
は
現
在
で
も
、
体
重
が
約

三
十
キ
ロ
に
満
た
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
小
学
校
六
年
間
、
、
休
ま
ず
に
頑
張

り
通
し
た
。
細
く
て
も
丈
夫
な
体
な
の
だ
。

そ
れ
な
の
に
心
無
い
友
達
は
「
ガ
リ
」
と

か
「
ガ
イ
コ
ツ
」
な
ど
と
、
傷
つ
く
言
葉

を
平
気
で
言
う
。
し
か
も
女
の
子
同
志
で

で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
体
は
傷

つ
か
な
く
て
も
人
に
は
言
え
な
い
ほ
ど
辛

い
こ
と
で
あ
る
。
小
学
校
低
学
年
の
頃
の

私
は
弱
虫
で
、
メ
ソ
メ
ソ
と
泣
い
て
い
る

事
が
多
か
っ
た
。
で
も
、
私
を
か
ば
っ
て

く
れ
た
「
思
い
や
り
」
の
あ
る
優
し
い
生

心
が
傷
つ
く

ロ
関
口
砂
織
さ
ん
の
作

文
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
、
優
秀
賞
の

「
い
じ
め
と
思
い
や
り
」
明
中
一
年

関
口
砂
織

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
群
馬
県
大
会
優
秀
賞
作
品

優秀賞の

関口さん（新里）

徒
も
い
た
。
私
も
意
地
悪
や
悪
口
を
言
わ

れ
た
ら
、
言
い
返
せ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ

う
が
そ
の
元
気
が
な
か
っ
た
の
だ
。

意
地
悪
を
言
う
子
は
、
先
生
の
前
で
は

い
い
顔
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
先
生
の
い
な
い
所
で
は
、
仮
面
を
取
っ

た
か
の
よ
う
に
、
意
地
悪
に
変
身
す
る
。

彼
ら
の
両
親
や
家
族
は
、
自
分
の
家
の
子

が
人
を
傷
つ
け
て
い
る
と
は
、
多
分
知
ら

な
い
だ
ろ
う
。
高
学
年
に
な
っ
て
く
る
に

つ
れ
て
「
言
葉
の
暴
力
」
を
行
使
す
る
人

は
、
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
四
、

五
人
に
限
定
さ
れ
て
き
た
。
人
間
と
い
う

の
は
、
親
の
し
つ
け
や
担
任
の
教
師
に
よ

っ
て
も
人
格
が
ち
が
っ
て
く
る
と
思
う
。

私
は
六
年
生
の
時
、
と
て
も
尊
敬
し
、

信
頼
で
き
る
立
派
な
先
生
に
め
ぐ
り
会
え

た
。
当
時
、
私
に
対
し
て
特
に
意
地
悪
な

生
徒
は
、
四
人
に
決
ま
っ
て
い
た
。
私
は

日
記
を
通
じ
て
い
じ
め
の
事
実
を
先
生
に

う
ち
あ
け
た
。
す
る
と
先
生
は
紙
面
い
っ

ぱ
い
に
、
赤
い
ペ
ン
で
励
ま
し
や
、
ア
ド

バ
イ
ス
や
、
気
持
ち
の
持
ち
方
な
ど
、
傷

つ
い
た
心
を
解
き
ほ
ぐ
す
よ
う
に
温
か
い

言
葉
を
書
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら

に
対
し
て
「
か
わ
い
そ
う
な
子
だ
と
あ
わ

れ
ん
で
、
自
分
を
高
め
な
さ
い
」
と
い
う

と
っ
て
も
心
に
し
み
る
言
葉
だ
っ
た
。
ま

ま
た
悲
し
い
事
だ
け
れ
ど
時
に
は
強
く
な

る
事
も
必
要
で
あ
る
」
と
心
強
い
言
葉
も

あ
っ
た
。

六
年
生
の
お
別
れ
の
寄
せ
書
き
の
中
に

も
私
に
対
す
る
言
葉
の
暴
力
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
先
生
は
、
み
ん
な
に
反
省
文
を
書

か
せ
て
く
れ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
反
省
文

は
書
い
た
も
の
の
先
生
の
い
な
い
所
で
は

再
び
言
葉
の
暴
力
を
ふ
る
い
、
意
地
悪
な

仮
面
を
か
ぶ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
忘
れ
物
を
し
た
時
な
ど

は
、
平
気
で
私
の
所
へ
来
て
、
「
貸
し
て
」

と
言
っ
た
り
し
た
。
私
は
、
初
め
の
頃
は

「
い
つ
も
は
意
地
悪
を
言
っ
て
い
る
の
に
」

と
思
い
な
が
ら
貸
し
て
あ
げ
て
い
た
が
、

日
記
に
あ
っ
た
先
生
の
温
か
い
言
葉
を
思

い
出
し
な
が
ら
「
こ
う
し
て
自
分
を
高
め

て
い
く
の
だ
」
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
て

い
た
。

こ
う
し
て
、

私
は
六
年
生
の
時
の
担
任
｛
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贔•--T tン、｀＇ 三
月
一
日
、
子
ど
も
た
ち
が
利
根
川
に

サ
ケ
稚
魚
三
万
匹
を
放
流
。
カ
ム
・

バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
運
動
の
一
環
と
し
て
、

村
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
等
が
催
し
た

も
の
で
今
年
で
四
回
目
で
す
。
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
二
か
月
以
上
か
け
て
観

察
育
て
た
稚
魚
は
、
笛
の
合
図
で
一
斉
に

放
さ
れ
「
か
な
ら
ず
も
ど
っ
て
来
い
よ
／
．
」

の
歓
声
と
共
に
利
根
の
水
流
に
勢
い
良
く

す
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
（
梅
原
地
先
）

保
育
園
児
の
お
ゆ
う
ぎ

保
育
園
生
活
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た

ち
二
月
、
東
・
中
央
・
西
の
三
園
で
「
お
ゆ

たも
う
ぎ
会
」
が
行
わ
れ
、
園
児
の
一
年
間
の

ど子
成
長
ぶ
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

i
す放

三
園
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し

I
 
J
 

' 斉
て
、
歌
、
ダ
ン
ス
、
寸
劇
と
イ
ベ
ン
ト
は

で
盛
た
く
さ
ん
。
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
で
演
ず

図
こ
°
る
、
わ
が
子
に
保
護
者
か
ら
熟
い
声
援
が

の笛
送
ら
れ
る
な
ど
、
一
年
間
の
総
仕
上
げ
と

• 

も
い
え
る
一
大
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
か
わ
い
い
」
の
ひ
と
こ
と

子
と
も
た
ち
が

サ
ケ
稚
魚
放
流

参同

云□
84 -3111 へ

▲りりしく踊る園児（西保育園） ▲熱演する園児（東保育園）

「P咆

.....中央保育園のおゆうぎ会

拍
手
か
っ
さ
い

自
慢
の
芸
に

▼リズミカルにダンスを踊る老人たち

i. 

：
の
先
生
の
言
葉
を
大
切
に
胸
の
中
に
し
ま

い
、
中
学
生
に
な
っ
た
。
現
在
は
そ
の
意

地
悪
な
生
徒
達
に
も
平
気
で
、
物
を
貸
し

て
あ
げ
る
事
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本

当
に
か
わ
い
そ
う
な
心
を
持
っ
た
あ
わ
れ

な
子
だ
と
思
え
て
き
た
か
ら
だ
。
そ
れ
に

彼
ら
も
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、
い
つ
か

人
の
心
の
痛
み
が
わ
か
る
時
が
来
る
と
思

う
か
ら
だ
。
私
は
立
派
な
人
間
で
は
な
い

け
れ
ど
、
ほ
ん
の
少
し
「
思
い
や
り
」
と

い
う
心
を
持
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。

現
在
、
私
の
学
校
の
一
年
生
二
0
七
人

中
、
私
に
対
し
て
、
た
っ
た
二
人
だ
け
、

「
言
葉
の
暴
力
」
を
振
う
人
が
い
る
。
し

か
し
私
は
少
し
も
心
を
痛
め
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
六
年
生
の
時
の
先

生
の
言
葉
が
私
を
包
ん
で
く
れ
て
い
る
か

ら
だ
。
そ
し
て
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た

g
g
 

友
達
も
私
の
周
り
に
い
っ
ぱ
い
い
る
か
ら

だ
。
私
は
そ
の
先
生
に
心
の
広
さ
を
教
ゎ

り
深
く
感
謝
し
て
毎
日
楽
し
い
中
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
言
葉
の
暴

力
だ
け
で
な
く
「
文
字
通
り
の
暴
力
」
に

会
っ
て
い
る
友
達
な
ど
に
負
け
な
い
で
、

乗
り
こ
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。
決
し
て
今

さ
わ
が
れ
て
い
る
「
自
殺
」
な
ど
と
言
う

事
は
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

最
近
で
は
友
達
が
「
や
せ
て
い
て
い
い

ね
」
と
私
に
言
っ
て
も
そ
の
人
の
本
心
が

目
を
見
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
の
こ
と
を
ほ
め
て
言
っ
て
く
れ
る
時
は

思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
ひ
び
き
の
言
葉

に
聞
こ
え
る
の
だ
。

村
内
の
お
年
寄
り
二
百
人
近
く
が
一
同

に
集
い
、
第
六
回
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会

が
、
二
月
六
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
ご
ろ
鍛
え
た
、
舞
踊
、
カ
ラ

オ
ケ
、
寸
劇
な
ど
、
い
ず
れ
も
見
ご
た
え

の
あ
る
芸
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
終
始
笑

い
と
感
動
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
、

こ
の
日
ば
か
り
は
老
い
を
忘
れ
て
自
慢
の

芸
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
年
も
進
行
な
ど
に
、
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
を

私
は
信
じ
て
い
る

人
間
の
心
は
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う

け
れ
ど
、
や
は
り
自
分
自
身
が
し
っ
か
り

し
た
気
持
ち
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
今
、
現
在
い
じ
め
ら
れ
て
悩
ん

で
い
る
人
、
苦
し
ん
で
い
る
人
は
、
強
い

気
持
ぢ
に
な
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
と
思
う
。

さ
ら
に
、
命
を
大
切
に
す
る
事
が
人
間
と

し
て
の
義
務
だ
と
思
う
。
こ
の
世
の
中
に

は
、
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
い
う
人

達
の
事
を
考
え
た
ら
「
頑
張
る
ぞ
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
私
は
今
ま

で
い
じ
め
ら
れ
た
事
は
あ
る
が
自
殺
な
ど

一
度
も
考
え
た
こ
と
が
な
い
。
周
り
に
は

温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
人
や
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
は
ず

だ
。
人
間
に
は
「
思
い
や
り
」
と
い
う
心

が
必
ず
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
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圏
本
沢
金
五
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
三
万

百
五
十
三
円
を

圏
多
田
成
行
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
三
万
円
を

蒼
片
島
う
免
さ
ん
（
新
里
）
は
十
万
円
を

唖
新
和
会
（
会
長
、
猪
股
真
由
美
さ
ん
）

は
一
万
円
を

圏
野
口
歌
子
さ
ん
（
須
賀
）
は
衣
料
品
2
9

点
（
二
万
円
相
当
）
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

, 
口
座
振
替
で
…
…

昭
和
五
十
九
年
の
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
振
替
納
税
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

す
で
に
、
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
預
金
口
座
か
ら
村
税
等

の
税
金
を
自
動
的
に
引
き
落
し
て
納
め
て

い
た
だ
く
制
度
で
、
納
め
忘
れ
や
、
盗
難

防
止
と
し
て
金
融
関
係
機
関
で
は
多
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
納
税
労
力
、

時
間
の
節
約
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
き
る
の
は
、
村
賦
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業
共
済

掛
け
金
、
水
道
使
用
料
、
利
根
加
用
水
賦

課
金
で
す
。

0
手
続
き
1
1

振
替
依
頼
書
が
税
務
課
又
は

取
扱
い
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
の
で
預
金

納
税
は
、
便
利
で
安
全
な

い
ま
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期

間
中
で
す
。
昭
和
六
十
二
年
度
の
固
定
資

産
税
の
基
準
と
な
る
価
格
な
ど
を
登
録
し

た
課
税
台
帳
を
三
月
二
十
日
ま
で
、
役
場

税
務
課
で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

台
帳
登
録
価
格
な
ど
に
不
服
が
あ
る
場

合
は
、
三
月
二
十
日
ま
で
に
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
（
役
場
内
）
に
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

た
だ
い
ま
、
縦
覧
中

四
月
＿
日
に
国
土
庁
か
ら
昭
和
六
十

通
帳
と
、
そ
の
印
鑑
を
持
っ
て
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

〇
取
扱
い
金
融
機
関
I
I
▼
明
和
農
協
（
第

1

、
第
2
)
▼
千
江
田
農
協
▼
群
馬
銀
行

（
館
林
・
南
・
板
倉
支
店
）
▼
足
利
銀
行

（
館
林
・
南
支
店
）
▼
館
林
信
用
金
庫
南

支
店
▼
太
陽
神
戸
銀
行
館
林
支
店
▼
大
生

相
互
銀
行
館
林
支
店

※
そ
の
他
、
く
わ
し
く
は
役
場
税
務
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
を

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
り
飼
い
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
年
間
有
効
な
新
ワ
ク
チ
ン
を

活
用
し
よ
う
、
地
価
公
示

4
月
は
地
価
公
示
普
及
月
間

最寄りの場所でどうぞ

◎犬の予防注射日程表

使
用
し
ま
す
の
で
一
回
の
注
射
で
す
み
ま

す
。
か
な
ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

同
時
に
登
録
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
最
寄
り
の
場
所

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
都
市

計
画
区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
土
地
ー
|
！
こ
れ
を
標
準

地
と
い
い
ま
す
。
そ
の
標
準
地
の
適
正
な

価
格
を
公
示
し
て
土
地
を
売
買
す
る
際
の

実施月日 耀日 時 間 場 所

午前 9:00~10: 00 斗合田集落センター

,, 10 30~11:30 東部児童館
4 月 3 日 （金）

午後 100~2 00 江口集会所

,, 2 30~3 30 田島出荷所

午前 9.00~1000 明和農協第一事業所

4 月 6 日 （月） ,,, 10.30~11. 30 大輪転作促進研修施設

午後 100~3 00 矢島転作促進研修施設

午前 9:00~11:30 中谷教学院

4 月 7 日 （火）
午後 1:oo~3 00 南大島集会所

午前 900~11'30 梅原三島神社

4 月 8 日 （水）

午後 1:oo~3 00 役 場

0 0 
で受い乳妊場付時日
す付ず児婦 11 30 
゜はれ健健所午分時
当も診診 II 後 1
日保＾ ＾保 1 10 3 
の健 4 3 健時時月
午セ月月セ＼ 30 19 
後ン 9 19 ン 2 分日
1 夕日日夕時゜
時 l （木） （木） I O 4 受

1 で一一 月付
2 行 7 II 
時わ 日午
まれ 前
で‘受，

手続き、問合せは、群馬県庁商工労慟部技能検定係合0272(23) 1 1 1 1 内線3173ヘ

健

康

相

二火
臥

お
気
軽
に
と
う
そ 斗

）
米

愛
犬
に
、
愛
を
も
っ
て

村 の ＿
つ

昭和62年 3 月 10 日

—”‘‘ .._ き

3 月

11 日

16 日

20 日

21 日

25 日

26 日

28 日

31 日

4 月
8 日

ヶ

9 日

第 1 回村議会定例会

(18 日まで）

明中卒業式

農業委員会

第14回村剣道大会

幼稚園卒園式（東・中央・西）

小学校卒業式（東・西）

保育園卒園式

老人福祉センター竣工式

小学校入学式（東・西）

中学校入学式

幼稚園入園式（東・中央・西）

予定ですので変わることもあります
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健診・検査は

進んで受けましょう

問合せは保健課ヘ

閲
覧
で
き
ま
す

口乳幼児健診口
玄対

玄期

六場

象＝乳幼児希望者

日＝ 3 月 27 日 受付は午後 1 時～ 2 時

所＝村保健センター

バッベルクリン反応検査口

＊対 象＝昭和61年 1 月 1 日～同年12月 31 日

の間に生まれた児及び、 4 歳未満の

未済児

＊期日＝ 4 月 8 日

＊場所＝村保健センター

＊もちもの＝母子手帳、問診票

※判定、 BCG接種は 4 月 10 日です。

目
安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

土
地
の
評
価
な
ど
の

無
料
相
談
会
が
開
か
れ
ま
す

〇
日
時
1
1
4
月
4
日
A
M
1
0
時
I
P
l
A
4
時

圏
会
場
1
1
群
馬
銀
行
前
橋
支
店
ロ
ビ
ー
（
前

橋
市
本
町
）
ま
た
は
「
桐
生
倶
楽
部
一

階
」
（
桐
生
市
仲
町
二
—
九
）
※
＜

わ
し
く
は
、
県
庁
土
地
対
策
課6
0
2

7
2

闘
1
1
1
1

へ

地
価
公
示
は
役
場
で

そ
の
都
道
府
県
内
の
も
の
が
全
部
そ
ろ
え

ら
れ
て
い
て
、
だ
れ
で
も
自
由
に
閲
覧
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
閲
覧
す
る

場
合
も
閲
覧
申
請
書
を
書
く
な
ど
の
手
続

き
は
い
り
ま
せ
ん
。

通
信
制
で
高
卒
の

資
格
が
得
ら
れ
ま
す

県
立
桐
生
女
子
高
校
で
は
、
通
信
制
の

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
男
女
共
学
の

薔
通
科
で
年
齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
、

終
了
す
る
と
高
校
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
ま

す
。
月
に
二
回
ほ
ど
（
隔
週
の
日
躍
日
）

登
校
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
働
き
な
が
ら
学

ぼ
う
と
す
る
人
や
、
主
婦
な
ど
に
は
最
適

な
勉
学
方
法
で
す
。

受
付
期
間
は
、
3

月
9

日
か
ら
4

月
4

日
正
午
ま
で
で
す
。
入
学
案
内
書
も
あ
り

ま
す
。

険
の
加
入
範
囲
が
拡
大
。

詳
細
は
、
同
校
通
信
制

(
6
0
2
7
7

⑫
2
1
8
2
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保

標
準
地
の
価
格
、
標
準
地
が
接
す
る
道

路
の
種
類
、
幅
員
、
標
準
地
の
周
辺
の
土

地
利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し
た
地
価

公
示
の
関
係
書
面
は
、
次
の
と
こ
ろ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

①
標
準
地
の
あ
る
市
町
村
で
は
役
場
に

｀
｀l

｀
r
l
'

J
-
F
l
’
J
-
l
`
r
L
`
l
`
F
l
l
l
`
F
l
’

J
-
r
l
、
J
ミ
ー
｀

r
ー
ー
、-
F
l
l
l
-
l
-
l
`
r
l
l

f
`
l
`
F
l

ー
｀
r`
I
ー
｀
｀
ー
｀
ー
｀

r
l
ー
、
ミ
ー
ー
J-
l
`
F
l

ー
、
ir
l

ー
、
ir
l

ー
、
ミ
ー
I

J
｀
ー
｀
ー
｀

r
l

ー
、
l
r
l
ー
、
I
r
l
ー
、
ミ
ー
，
J
r`
l

ー
、n
r
l
ー
、
ミ
ー
ー
J
`
l
`
F
l
l

f
`
l
`
F
l

ー
｀
l`

｀r
I
ー
j
ミ
ー
ー
J
ミ
ー
｀
ー
｀

r
I
ー
、-
r
l
ー
、
ミ
ーI
J
`
r
|
`
-
7

法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
、
適
用
事
業
所

の
範
囲
が
昨
年
四
月
一
日
か
ら
拡
大
さ
れ

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
意
加
入
で
あ
っ

た
農
林
水
産
業
、
飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
、
次
の
事
業
所
は
す
べ
て
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

マ
促
業
員
が
五
人
以
上
の
法
人
で
あ
る

事
業
所
（
対
象
者
は
事
業
所
に
常
時
使
用

さ
れ
て
報
酬
を
受
け
て
い
る
人
で
、
こ
れ

に
は
代
表
者
、
役
員
な
ど
も
含
ま
れ
人
数

に
算
入
し
ま
す
。
）

な
お
、
本
年
四
月
か
ら
は
五
人
未
満
の

法
人
事
業
所
も
段
階
的
に
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
事
業
所
で
、
ま
だ
未
加
入

の
事
業
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急
最
寄

り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

0

明
和
村
の
金
石
文
一
九
八

0
円

〇
ク
の
気
象
四

0
0
円

〇
ク
植
物
（
そ
の

2
)

七
二
0
円

0

ヶ
の
植
物
九

0
0
円

0

ヶ
の
古
文
書
所
在
目
録
九
九
五
円

0

ヶ
の
記
念
碑
四
六

0
円

0

ヶ
の
民
俗
一
三
八

0
円

※
い
ず
れ
も
大
き
さ
は
、

B版
で
す
。

＊
申
込
み
先
1
1
領
布
希
望
者
は
、
お
早
め

に
明
和
村
教
育
委
員
会
(
6闘
4
4
9
1

）
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

お
貸
し
し
ま
す
。

村
教
育
委
員
会
で
は
、
も
っ
と
郷
土
を

見
直
そ
う
と
、
郷
土
の
伝
統
行
事
、

伝
記
物
、
歴
史
等
の
ビ
デ
オ
づ
く
り
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
次
の
二
巻

が
完
成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。
無
料
で
す
。

0

「
矢
島
遺
跡
」
…
…
…3
0分
：
•
V
H
S

0

「
斗
合
田
の
さ
さ
ら
」3
0分
…
V
H
S

希
望
者
は
中
央
公
民
館

(
6闘
4
4
9

1
)
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
冊
い
か
が
で
す
か
。

郷
土
史
探
訪
に
、
ぜ
ひ
、

施芸 今
30 27 26 雙信 今日日日

道料水、 納めは、 月

i 
. 和明． 部東 の

村児 年金国民 農共業済 納税役童
ー場館

すで゜ ^ 園

0

場
0
日

0

場
0
日

0

場
0
日

交

館後 3 通 館後 4 明後 3
悶贔昇事 情贔り金 胄贔昇
畠亨、日故 篇喜日相 l羞亨、日

儡相塁儡 畠儡
闊談室闘談室闘

] ］ふ
条産業界に慟く技術者の皆さん「技術検定」が行われます。……受付 4 月 6 日～17 日…実技・学科試験 6 月 19 日～ 9 月 14 日の間

所 時 所 時 年 所 時

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談



第306号 広 報 め い わ 昭和62年 3 月 10 日 (12) 

地区 館林邑楽地区 館林地 区

：：在嘉倉日
月日 科別 産婦人科 耳鼻科 内科 外科 地区

3 月 15 日
白沢医院小倉医院 森下医院ff(73) 7776 宇沢病院 増田医院

曜 云（72)1600 云（72)0606 清河堂医院 ff (72) 3070 云（74)8761 云（82)2255

3 月 22 日
落合医院大神医院 安良岡医院云（72)0572 寺内医院 竹越医院

当
ff (72)3160 云（62)2200 大島診療所 ff(77)1503 云（72)3031 云 (84)3137 

3 月 29 日
根岸医院川田耳医院 大石医院云（74)2362 礫川堂医院 橋本医院

番
云（72)3262 ff (72) 3314 堀越医院云（73)4151 云（74)0184 云（82)1150 

4 月 5 日
古屋徊医院原医院 増田医院云（72)1387 永寿堂医院 館林地区が

ff (63) 6161 云（72)1936 阿久津医院云（72)3315 云（72)4469 担当します
医

佐々木医院川田医院 田内医院云（72)3855 海宝医院 小西医院
4 月 12 日

合 (62) 2623 合 (72)3724 須田医院合（72)0862 云（74)0811 云 (86)2261 

芸
種

◄
 

r 
（
明
中2
年
）

（
明
中1
年
）

（
明
中1
年
）

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

田

芝

支
部

一
文
芸
躙
一

電
線
に
今
朝
ま
た
見
て
ゐ
る
番
鳩
つ
ひ
つ

ひ
は
た
き
を
強
く
音
た
っ

石
村
艶
子

洗
濯
物
干
し
つ
つ
眺
む
利
根
の
土
手
は
し

ゃ
ぎ
つ
す
べ
る
子
等
の
声
聞
こ
ゆ

始
沢
良
子

手
鏡
に
ひ
ら
め
き
な
き
ま
ま
寝
つ
か
れ
ず

友
の
土
産
の
縁
ど
り
の
彩

砂
賀
久
美
子

松
ヶ
枝
の
む
か
ひ
明
る
む
利
根
の
土
堤
初

< 

陽
昇
り
来
炎
ゆ
ら
し
つ

立
川
ツ
ヤ
子

き
ょ
く
い
ん

浅
草
の
駅
を
出
ず
れ
ば
郵
便
局
員
の
顔
と
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O
ご
利
用
に
な
れ
る
時
間1
1

火
＼
土
曜
日

の
午
後
1

時
＼
5
時
ま
で
と
日
曜
日
の

午
前
8
時
3
0
分
＼
正
午
ま
で
。

圏
休
み
1
1

月
曜
日
と
祝
・
祭
日

「
日
本
は
こ
う
な
る
／
．
」
糸
川
英
夫
著

「
女
の
美
し
さ
女
の
や
さ
し
さ
」

鈴
木
健
二
著

「
か
し
こ
い
女
性
に
な
り
な
さ
い
」

「
劣
等
感
と
自
信
」

「
洋
子
へ
」

? 

2 月の

救急車出動回数
•交通事故 2 件

●急病 6 件

•その他 3 件

•計 11 件

中央公民館・図書室

から伝言

(84) 4491 

田
中

「
子
育
て
名
言
名
話
集
」
林

「
よ
い
病
院
わ
る
い
病
院
」

丹
羽

「
ジ
ョ
キ
ン
グ
の
す
べ
て
」佐

々
木
秀
幸
著

「
目
で
み
る
群
馬
県
の
大
正
時
代
・
東
毛

編
・
中
毛
編
」
関
俊
治
著

「
本
を
読
む
子
を
育
て
る
」鈴

木
喜
代
春
著

「
私
を
支
え
た
人
生
の
座
右
書
」

加
藤
諦
三
著

加
藤
諦
三
著

長
門
裕
之
著

幸
一
著

筈
k

澄
江
著

四
郎
著

斎
藤
和
子
さ
ん

◄

の
作
品

篠
木
よ
し

信
号
の
青
を
も
吸
ふ
か
空
の
極
み
男
体
の

雪
若
さ
を
か
も
す

都
築
正
則
さ
ん

◄

の
作
品

,' ,
I
 

I 

' 仁·....ク

疇美術館
,'、

広報係では、みな

さんから、作品を

募集しています。

ご連絡ください。

合84-31 1 1 
、一＇

な
り
し
か
歩
も
リ
ズ
ム
も
つ

立
川
ふ
さ

畦
に
立
つ
人
を
過
ぎ
れ
ば
す
で
に
し
て
刈

ら
れ
し
つ
ゆ
草
の
花
碧
く
清
む立

川
文
子

カ
ラ
カ
ラ
の
葉
も
危
ふ
げ
に
シ
ャ
ラ
苗
木

寒
さ
に
耐
え
よ
と
新
芽
待
つ
身
に

蓮
見
タ
カ

温
く
き
陽
を
落
葉
の
み
ぞ
に
埋
づ
め
た
し

煩
悩
を
負
ふ
鬼
も
い
と
し
く

野
ロ
タ
カ

意
に
そ
は
ぬ
嘘
も
時
に
は
言
は
ね
ば
と
…

…
霜
枯
れ
の
菊
片
す
夕
庭

野
村
初
枝

み
ほ
と

色
少
な
き
故
郷
の
貯
水
地
水
脈
ひ
き
て
水

鳥
ひ
っ
そ
り
と
い
ら
へ
あ
ら
ね
ど

蟻
川

千
枝

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
瞑
肛

丸
山
伊
三
郎

7
7

光
男
上
江
黒
芯

黒
澤
伊
門

7
6

家
紹
梅
原
％

今
成
し
め
8
1
隆
宥
江
口
知

（
以
上
は
前
月
号
の
掲
載
分
で
し
た
。
）

小
菅
つ
る
子
8
4
塩
三
郎
南
大
島
％

田
中
シ
ゲ
7
3
満
田
島
知

篠
木
の
ぶ

8
3
正
名
％

お
く
や
み

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
暉
旺

島
田
か
ほ
り
明
広
長
女
大
輪
％

田
口
友
美
美
智
也
長
女
大
輪
％

本
島
隆
裕
初
雄
長
男
斗
合
田
％

丸
山
和
弘
公
博
長
男
梅
原
％

（
以
上
は
前
月
号
の
掲
載
分
で
し
た
。
）

森
田
有
美
藤
康
長
女
上
江
黒
％

小
松
原
雅
弘
義
男
長
男
南
大
島
％

真
田
幸
子
輝
男
長
女
新
里
妬

お
め
で
た

南
大
島

今
？
t
オ
昂
囮

．
，
・
ぐ
”

g
`
太
く
れ
‘
升
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